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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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〈九月十五日──追記〉





　士、別るること三日、まさに刮かつ目もくして相あい待まつべし──


　志こころざしのある者は三日会わない間にも何かしら成長しているので注意して観察しろ、といった意味の言葉だ。


　実じつ際さいは良くも悪くも変わり映ばえしないことがほとんどだが、成長どころか逆ぎやくに堕だ落らくしている場合もままあるので、やはり注意するに越こしたことはない。


　相手が敵てきの場合は特に。





　　　　一





　パガァァン！


　闘とう技ぎ場じように銃じゆう声せいを思わせる鋭するどい破は裂れつ音おんが響ひびいた。


『おお～っと、またまた必殺の〈ワン・ショット・アット・グローリー〉炸さく裂れつ！　草くさ[image: ]なぎ、再ふたたびダウンか～～ッ!?』


　大たい砲ほうのような衝しよう撃げきに、静しず馬まの身体からだはきりもみしながらリング端はしまで飛ばされた。ロープにぶつかった反動で跳はね飛ばされそうになるが、片かた手てでロープを摑つかんで止め、辛かろうじてダウンを免まぬがれる。


　那な智ちは追つい撃げきせず、リング中央で静馬の様子をじっと観察していた。必殺技わざを放った右手を軽く振ふり、油ゆ断だんなく構かまえる。


「……簡かん単たんにはいかんようやな」


　静馬はそう呟つぶやくと、ロープを放して前に出た。その足取りはしっかりしている。


　静馬は不用意に攻こう撃げきを食らったわけではない。胸むねに一撃を受ける瞬しゆん間かん、神気の発はつ勁けいで威い力りよくの相そう殺さいを試みていた。先ほどの破裂音は二つの力が激げき突とつして生じた音なのだ。


　しかし静馬の試みは成功とはいかなかった。那智の必殺技の威力が予想を上回っていたからである。ダメージは軽けい減げんされたが身体ごと弾はじき飛ばされては反撃はおぼつかない。別の手を考える必要があった。


〈１ＳａＧワン・シヨツト・アツト・グローリー〉の弱点は明らかだった。有ゆう効こう射しや程てい距きよ離りがほぼゼロ──すなわち密みつ着ちやく状じよう態たいでなければ当たらないという点だ。しかし那智の技ぎ術じゆつはその弱点を十分にカバーしていた。静馬の攻撃を紙一ひと重えで躱かわせる絶ぜつ妙みようの角度から潜もぐり込こみ、布ふ石せきとなるコンビネーションでガードを崩くずして必殺技へと繫つなぐ。単たん純じゆんに筋きん力りよくがアップしただけではない。那智の動き自体が以前とは質しつ的に異ことなっていた。精せい妙みようさと鋭さを増まし、そこに必殺の威力が加わっている。


　逆に〈１ＳａＧ〉の強味は予よ備び動作が極きわめて小さい点にあった。拳こぶしの突つきで強い威力を得ようとするほど加速のための距離が必要になりモーションは大きくなるが、〈１ＳａＧ〉は構えた段だん階かいで引き絞しぼられた弓のごとく力を蓄たくわえた状態にあり、接せつ触しよくした瞬間にそれを解とき放つだけで事足りる。大砲のような衝撃、という表現はあながち誇こ張ちようではない。


　そして今のところその威力は落ちていない。腕うでだけでなく全身の筋力を均等に使い、一部の筋肉にだけ負ふ担たんがかかるような無理をしていないからだ。


　静馬は那智に対して極きよく端たんな左半身に構えたまま、ムーンウォークのような歩法で時計回りに動きながら様子を窺うかがった。様子を窺う──静馬の闘い方を知っている人間から見ればそれだけで驚おどろくべき事じ態たいである。


　現在の那智は攻守ともに極きわめて高いレベルでバランスが取れていた。集中力は高く直感も冴さえている。下手な攻撃は命取りといえた。


「──あのバカはいつまでグルグル回ってるつもり!?」


　那智の周囲を二周してもなお攻撃に出る様子の見られない静馬の姿すがたに、観客席の涼りよう子こは苛いら立だって足を踏ふみ鳴らした。


「突とつ破ぱ口こうが見つかるまで……でしょうね」


　大だい作さくが隣となりでビデオを回しながら冷静に答える。


「突破口!?　あんな万年[image: ]２の優ゆう等とう生せい相手に、ケンカ番長が？」


「[image: ]２は二番目に強いから[image: ]２なんですよ。その他大勢じゃなくて」


「だからってこんな時に捲けん土ど重ちよう来らいしなくても……」


「この大会に合わせて調整してきたんでしょうから当然ですよ。こっちの都合は考えてくれませんからね」


　カキィン！


　二人の身体が交差し、弾き合った。


　静馬は大きく後方に飛ばされるが、ダウンせずに着地する。


『おおっ？　今のは何が起きたのでしょうか!?　急に激突したようですが……』


『草[image: ]君は単たん純じゆんに回っていたのではない。あの歩法で周囲を回りながら次し第だいに間合いを詰つめていたのだ。氷ひ室むろ君に攻撃のタイミングを読ませないためだろう』


『しかしその策さくもどうやら失敗のようですが……ん？』


　中なか村むらがリング上の変化に気付いた。静馬が右手を上げて那智を指さしている。


　静馬は口元を歪ゆがめて発達した犬歯を剝むき出しにすると、宣せん言げんした。


「──〈ワングロ〉敗れたり!!」





　　　　☆





　健康プラザとしま７Ｆ──


　防ぼう火か扉とびらをノックする音に、息をひそめて待ち構えていた男たちは過か敏びんに反はん応のうした。


　大きな音ではない。弱々しく控ひかえ目なノックの音は、扉の向こう側にいる人間が自分たちの仲間ではないという事実を意味していた。それ故ゆえに驚いたのだ。


　フロアを任まかされている男が手下の一人に扉を開けるよう命じた。手下が恐おそる恐る扉を開け、すぐにそこから離はなれる。


　五〇センチほど開いた扉から、細身の少女がおずおずと現あらわれた。


　京きよう極ごく美み月つきである。


　普ふ段だんの美月を知っている者が見れば、その変へん貌ぼうぶりに見み違ちがえただろう。


　それほどに美月は憔しよう悴すいしていた。


　両手とサンドレスは血に染そまり、生気の失うせた幽ゆう鬼きのごとき顔色とも相まって、まるで素す手でで人を殺してきたばかりのようにも見える。


「あの……皆みなさん……」


　美月は顔を上げ、フロアの廊ろう下かで待ち構かまえている幻げん弥やの配下たちに言った。


「持っている武ぶ器きを捨てて……道を空けてください」


　その言葉に男たちは動どう揺ようしたが、素す直なおに従したがおうとする者はいなかった。


「言う通りにしてもらおうか」


　美月の背はい後ご──扉の陰かげから野太い男の声がした。美月が半歩前に出る。後頭部に突き付けられた銃で押おされたためだ。


「でないと、お嬢じよう様さまの脳のう味み噌そを景気よくぶちまけることになる」


　リーダーの男が銃を床ゆかに置くと、配下の者たちもそれに倣ならった。


「まだ銃を持ったままの奴やつがいるな……左の部屋に二人、廊下の角に隠かくれてるのが三人。十二人全員、銃を捨てて廊下の両端に並ならんで立て。それが嫌いやならこいつを殺してからやり合うことにする。好きな方を選べ。俺おれはどっちでも構わん」


　廊下からは美月を人質に取っている男の姿はまったく見えない。にもかかわらず、声の主はフロアにいる者たちの人数と配置を正せい確かくに言い当てていた。美月の身の安全を最優ゆう先せんするよう幻げん弥やから厳げん命めいされている以上、ここは従う他なかった。


　全員が銃を床に置き、廊下の左右の壁かべを背せに整列すると、美月を押し出すようにして、男がフロアに現れた。


　身長二メートルを超こえる、筋きん骨こつ逞たくましい巨きよ漢かんである。


　小こ柄がらな美月の背後に立つと、なおさらその肉体の質量が圧あつ倒とう的に見える。


　しかしその男──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうの全身から放ほう射しやされている気配は熱気ではなく、皮ひ膚ふを刺さす冷気にも似にた、不ふ吉きつな死の臭においだった。暴ぼう力りよくを生業なりわいにする男たちはその殺気に威い圧あつされ、ほとんど無む意い識しきの反はん応のうで廊下の壁に張り付いた。


　後頭部を銃口で小突かれた美月は、人形のようにぎこちない足取りで廊下を進んだ。


「──止まれ」


　廊下の途と中ちゆう、左右の壁に張り付いた十二人に囲まれる位置で、慶一郎は美月に命じた。


「目を閉とじていろ。そして石のようにピクリとも動くな。怪け我がをしたくなければな」


　その言葉を聞いた美月の頰ほおが引きつった。慶一郎がこれから何をするつもりなのかを理り解かいしたからだ。


「私を人ひと質じちに取ったのなら……そんなことをしなくていいのでは!?」


「敵てきを攻撃するのに最さい適てきなタイミングがいつか、知っているか？　それは敵が弱味を見せた時──つまり今だ」


　次の瞬しゆん間かん、慶一郎の身体からだは直立の姿し勢せいのまま、足先から吊つり上げられるように前方に跳ちよう躍やくした。美月の頭と天てん井じようの間を伸しん身しん宙ちゆう返がえりで飛び越こえながら、両手に構えた二丁の拳けん銃じゆうを速射する。


　ガガガガガガガガガッ!!


　マシンガンのごとき銃声が轟とどろき、美月は血ち飛沫しぶきと絶ぜつ叫きようを浴びた。


　美月の前方に慶一郎が着地する。それにわずかに遅おくれて、銃じゆう弾だんを受けた男たちが膝ひざから崩くずれ落ちた。


「────!?」


　美月は自分の眼がん前ぜんに突きつけられた銃口にたじろいだ。


「動くな」


　美月の身体はその言葉に呪じゆ縛ばくされたように硬こう直ちよくした。慶一郎の構えている銃は美月ではなく、その背後の空間に向けられていた。


　倒れた敵の数は十一人だった──





　　　　二





『おお～～～っと！　草[image: ]静馬、いきなりの勝利宣せん言げんです！　一方的にやられていたくせに生意気です!!　しかも他人の必殺技わざの名前を勝手に縮ちぢめているぞ～～！』


　静馬の宣言に地下闘とう技ぎ場じようは沸わきに沸いた。


　何を根こん拠きよに言っているのかはどうでもいい。静馬がそう言ったからにはその通りにやってのけるのだろう──観客は無む条じよう件けんに期待した。


『しかし〈ワングロ〉はどうかと思うね。アングラを連想させるし、語感に品がない』


　藤とう堂どうのクレームに、静馬は指をパチンと鳴らした。


「よっしゃ、そやったら使う本人の名前を入れて──〈ナチグロ〉でどや？」


　静馬のアイデアに観客は微び妙みような反はん応のうを示しめした。どこかで聞いたような名前だが思い出せないといった様子である。


『言うに事欠いて〈ナチグロ〉とはどういうつもりでしょう!?　ちなみに私の記き憶おくが確かならば、ナチグロとは、老ろう婆ばと黒人がゴーゴーを踊おどり狂くるう謎なぞのＣＭで知られる紀州の黒くろ飴あめのことです！』


　実じつ況きよう席と観客は勝負とは関係のないところで騒さわぎたてる。


　しかし那智は気にも留とめず、迎げい撃げきの構えを崩さなかった。勝利宣言がハッタリにせよ本気にせよ、静馬が何か仕し掛かけてくる頃ころだとは承しよう知ちしている。それで那智のやるべき事が変わるわけではない。


　那智は静馬の行動を予よ測そくすることをやめていた。


　相手の意表をつくのが静馬の常じよう套とう手しゆ段だんである。当の静馬自身でさえ次の瞬間に自分がどう行動するのか分かっていないフシすらある。


　下手な予測はかえって自分の行動を縛しばることになり、予測が外れた時に決定的な隙すきを生む原げん因いんともなる。流れに逆さからわないことが対静馬戦で最も有ゆう効こうな対たい策さくだと那智は肝きもに銘めいじていた。


　観客が静まるのを待って、静馬は行動を開始した。


　構えも何もない。やや猫ねこ背ぜの姿し勢せいで無む造ぞう作さに歩を進め、間合いを詰めてくる。


　那智は相手が射しや程てい距きよ離りに入るまで待った。


　しかし、静馬は拳こぶしや蹴けりの間合いに踏ふみ込んでも攻こう撃げきせず、そのまま前進を続けた。まるで那智の存そん在ざいを無む視ししているかのような足取り。薄うす笑わらいを浮うかべた静馬の顔が目の前に迫せまる。


　鼻先がぶつかりそうになる寸すん前ぜん、那智はたまらず攻撃した。


　前動作抜ぬきの〈１ＳａＧワン・シヨツト・アツト・グローリー〉──しかし、静馬の胸を打った那智の掌てには異い様ような感かん触しよくが伝わった。


　掌てのひらが触ふれた瞬間、静馬の肉体の感触が消失し、幻まぼろしのように突き抜けた。


（なに──!?）


　必殺技の不発の反動を抑おさえるため那智の身体に無む意い識しきのブレーキがかかった。


　いけない──そう思った直後、灼しやく熱ねつの塊かたまりが真下から突き上げてきた。


　轟ごうッ！


　静馬の必殺技〈紅あかい牙きば〉。


　炎ほのおの神気をまとった右アッパーが那智のボディを捉とらえた。衝しよう撃げき波はが那智の身体を宙ちゆうに浮うかせる。


「のりゃぁぁぁぁっ!!」


　キャンバスを蹴った静馬は肩かたから那智に体当たりし、肘ひじと裏うら拳けんを叩たたき込みながら神気を爆ばく発はつさせた。〈焰ほむら舞まい〉の直撃を受けた那智の身体はスピンしながら静馬の頭上を越え、リング中央に叩きつけられる。


『きっ、決まったァ──ッ!!　さっきまで百発百中だった〈ナチグロ〉まさかの不発！　一瞬の隙をついて草[image: ]の必殺拳がカウンターで炸さく裂れつしました！　氷室那智、立てるか～!?』


　那智がもはや立ち上がれないことは誰だれの目にも明らかだった。


　横向きに倒たおれた身体からだを仰あお向むけに動かしただけで、上体を起こすこともできなかった。全身を焦こがすような熱気を感じながら、那智は薄目を開けて静馬を見た。


「何が……起きた？　どうやって躱かわした……？」


「それは秘ひ密みつや。次にやる時までの宿題にしといたる」


　静馬の言葉を聞いた那智はほろ苦い笑みを浮かべる。ズルいな──声もなくそう言って、那智は意い識しきを失った。


『ペインキラーズ氷室那智、やはり起き上がれな～い！　タッグマッチ第二戦も草[image: ]・京極チームの……』


「待むわてぇぇぇい!!」


　対戦結果を告げようとするアナウンスに待ったがかかった。


「俺おれを無む視しして話を先に進めんじゃーねーぞ、この野や郎ろう！」


　抗こう議ぎの声の主はリングの外にいた。地じ雷らい原げんに落とされたまま、その存在を完全に忘わすれ去られていた男──不ふ動どう秋あき嵩たかである。


　秋嵩は地雷原から脱だつ出しゆつできず、闘技場と観客席を隔へだてるフェンス際ぎわに留とどまっていた。トップロープに登った静馬は、皮肉たっぷりの笑みを浮かべて秋嵩を見下ろした。


「何やウリ坊ぼう、まだおったんかい」




[image: ]


「いるに決まってんだろうが！　俺を忘れんじゃねえ」


「まあそうやいやい言うなや。その特等席で第三戦もゆっくり見とったらええ」


「俺との勝負を勝手に終わらすな！」


　秋嵩は地じ団だん駄だを踏もうとして思いとどまった。いかに頑がん丈じよう人間といえども地雷のダメージはゼロではない。


「オレと勝負したいんやったら早はよリングへ戻もどってこいや。戻ってこられへんのやったらそこでおとなしゅう見とけ」


「バカにすんな！　今から戻るところじゃ！」


「ほほぅ～、どうやって？」


　静馬の問いに、秋嵩はフンと鼻を鳴らした。


「地雷は踏んづけたら爆発する……しかし！　爆発するよりも速く走り抜ければ爆風で吹っ飛ばされることはない!!　どうだ、この逆転の発想！」


　秋嵩の言っていることが理解できない観客は首をひねり、理解できた一部の者もやはり首を傾かしげた。逆転どころか工く夫ふうゼロの発想だからである。


　秋嵩は爆発した地雷の跡あと地ちに両手をつき、クラウチングスタートの姿勢をとった。無む謀ぼうすぎるアイデアを本気で実行するつもりだと知り、観客は息を呑のんだ。


「三……二……一……突撃チヤージ!!」


　秋嵩の巨きよ体たいが弾だん丸がんのごとく飛び出し、地雷の埋うまったプレートの上を駆かけ抜ぬける。


　ドォン！


　地雷が炸さく裂れつし、真っ赤な火柱が上がった。


　しかしその火柱が上がった時には、秋嵩の身体はその地点から二メートル先に進んでいた。疾しつ走そうする秋嵩にわずかに遅おくれて火柱が追いかけていく。


　闘技場全体が熱ねつ狂きように包まれた。ある種の人間にしかなし得ない奇き跡せきが目の前で起きようとしているのだ。


　爆ばく炎えんを従したがえて走る秋嵩は、リングまで数メートルというところまで迫せまった。あと一歩か二歩で跳ちよう躍やくし、リングに飛び乗る──それが秋嵩のプランだった。


「──だらぁっ！」


　秋嵩は床ゆかを蹴けって跳とぼうとした。しかしその時、一つだけ計算違いがあったことに秋嵩は気付かなかった。


　地雷の爆発が秋嵩の足に追いついたのである。


　背はい後ごから爆風を受けたため跳躍の角度が狂くるった。走り高跳びのつもりが幅はば跳とびに変わったのだ。予定よりも浅い角度で跳んだ秋嵩は、頭からリングの側面に激げき突とつした。


　ドゴズバァァァン!!


　複ふく数すうの地雷が同時に炸裂し、紅ぐ蓮れんのキノコ雲が上がった。爆風に吹き飛ばされた秋嵩の身体は火だるまと化し、大きな放物線を描えがいてリング上に落下した。


　観客の間から悲鳴が上がり、すぐに静まり返る。


　くすぶった煙けむりを上げる消し炭の塊かたまりがピクリと動いた。何事もなかったように起き上がった秋嵩は、焼け焦こげたシャツを破やぶって脱ぬぎ捨すてると、静馬に向き直った。


「ど……どうだ！　舞まい戻ってやったぜ……計算通りにな!!」


　きっかり一秒間の静せい寂じやくの後、堤てい防ぼうが決けつ壊かいしたように爆笑の渦うずが巻まき起こった。秋嵩の度を超こえた頑丈さは驚きよう異いを通り越こしてもはやギャグマンガの域いきである。笑うしかなかった。


　大ウケの観客に比くらべ、ニコリともしていないのはリング上の静馬だった。


「ウリ坊のくせに……オレより目立つとは許ゆるせん！　お前の見せ場はそこまでじゃ!!」


「うるせえ！　それはこっちの台詞せりふ……」


「ねりゃあああっ！」


　秋嵩の台詞に構わず、静馬は〈紅あかい牙きば〉を放った。


　真しん紅くの衝しよう撃げき波はが秋嵩の巨体を突き上げる。


「往おう生じようせいやぁぁぁ──ッ!!」


　滑すべるような踏ふみ込こみから、紅蓮の神気を纏まとった右腕を水平に振ふり抜く。放射された熱気が咆ほう哮こうを上げた。


〈十じゆう字じ烈れつ火か〉──〈紅い牙〉から〈炎ほのおの虎とら〉へつなぐ連続技わざである。


　正面を防ぼう御ぎよしていた秋嵩の両腕が左右に開いた。本人の意い志しではない。〈炎の虎〉のパワーを受けきれなかったのだ。


「ぬぐおおおっ!?」


　秋嵩の身体は炎の十字架かに縛しばり付けられたように無む防ぼう備びのまま硬こう直ちよくした。


　静馬は潜もぐり込こむような低い姿し勢せいで懐ふところに入り、秋嵩のみぞおちに肩かたから体当たりした。


「ガハッ！」


　横おう隔かく膜まくに強烈な打撃を受け、秋嵩はたまらず肺はいの空気をすべて吐はき出す。その瞬間、〈金こん剛ごう拳けん〉の防御力が消失した。


「──燃もえりゃあああああ！」


　静馬は全身から灼しやく熱ねつの神気を爆発させながら飛ひ翔しようする。


〈紅蓮無む双そう炎えん舞ぶ〉──〈十字烈火〉からさらに〈焰ほむら舞まい〉を叩き込む、必殺の三連続攻撃であった。


　ガガガガガォン！


　無数の爆発が重なったような打撃音が響ひびいた。


　吹っ飛ばされた秋嵩はリングを囲むロープに激突した。衝撃で一本のロープが引きちぎれ、ロープを支ささえていた二本の鉄柱が折れ曲がる。リング外まで飛び出した秋嵩の身体は残った三本のロープに引っかかって止まり、地雷原への落下は免まぬがれた。


　闘とう技ぎ場じようの大型スクリーンに秋嵩の様子がアップで映うつし出される。秋嵩は白目を剝むいて悶もん絶ぜつしていた。刹せつ羅らの風の結界すら突とつ破ぱしたこともある〈紅蓮無双炎舞〉をまともに食らっては、さしもの頑がん丈じよう人間も耐たえられるものではなかった。


「や～っと、くたばったみたいね」


　涼子は胸の前で組んでいた腕を解とき、大きく息を吐ついた。


「リングに戻ってからが短かったですけどね」


　大作もくたびれた口調で答える。終わってみれば静馬の独ひとり舞台だったが、観みている側にとってはやたらと気き疲づかれする対戦内ない容ようだった。


　中村環たまきから改めて第二試合の結果がアナウンスされた。


　静馬＆刹羅チームの完全勝利──しかし、涼子の顔は晴れなかった。


「次の試合の相手……例の覆ふく面めんコンビだけど、正体不明って言ったわよね？」


「ええ。僕ぼくの記き憶おくが確たしかなら〈ブラック・ノヴァ〉なんてチームは存そん在ざいしません」


　涼子は大作と顔を見合わせた。


「と、いうことは……？」


「予想というか予感ですけど、あっさり勝てるか大苦戦するかのどっちかでしょうね」


　この決勝大会において楽に勝てる試合などないことは涼子にも容よう易いに予よ測そくできた。


　涼子は険けわしい眼まな差ざしをリング上に向けた。


　静馬に勝利の感かん慨がいはなかった。キャンバスに片かた膝ひざをついたまま、肩を上下させて荒あらい息を吐はいている。次の第三試合が開始されるまでのインターバルは三〇分。それまでに疲ひ労ろうとダメージをどれだけ回かい復ふくできるだろうか。


　赤コーナーで見物を決め込んでいた刹羅は、インバネスを翻ひるがえしてリングを後にした。


〈Ｖ─１エクストリーム〉優ゆう勝しようまでに静馬が倒さねばならない敵てきは、刹羅を含ふくめてあと三人──
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　柳沢は内ない臓ぞうに氷を詰つめ込こまれたような恐きよう怖ふを感じていた。


　７Ｆを任まかされた幻弥の配下で、慶一郎の攻撃を躱かわしたのは柳沢一人だった。


　慶一郎が攻撃に出る瞬しゆん間かん、柳沢は足元に転がしておいた自分の銃を拾って左側にある部屋に飛び込んだのだ。反撃を考えたり、決けつ断だんが一〇分の一秒でも遅おくれていたら銃じゆう弾だんの餌え食じきになっていただろう。


　柳沢は〈ユニオン〉の構成員の中でも数少ない、正式な射撃の訓練を受けた人間だった。元グリーンベレーという経けい歴れきを持つ傭よう兵へいから、室内における銃撃戦の技ぎ術じゆつを仕込まれている。その柳沢の知ち識しきと照らし合わせても、今相手にしている敵は異い常じようだった。


　西部劇げきの決けつ闘とうシーンで見られるようないわゆる『早撃ちクイツクドロー』の技術は、リボルバー式拳銃だけではなくオートマチック式の拳銃にも存在する。しかしそれを二丁拳銃で、宙返りしながら（しかもひねりを加えつつ）、一発毎ごとに別の敵に照しよう準じゆんを合わせて速射する──そんな神かみ業わざのごとき芸当を実戦でやってのける人間がこの世にいるとは、現げん実じつに目まの当たりにした今でさえ信じられなかった。


　しかし相手が怪かい物ぶつだとしても呆ほうけている暇ひまはない。柳沢は部屋の出入り口ににじり寄よると、携けい帯たい用の鏡を廊ろう下か側に差し出して敵の様子を確かく認にんしようとした。


　パンッ！


　銃声とともに鏡が砕くだけ散る。


　破は片へんで左手の指を傷きずつけ、柳沢は舌した打うちした。しかしほんの一瞬ではあったが、敵の巨きよ漢かん──南雲慶一郎が美月を挟はさんだ向こう側に立っていることが判はん別べつできた。


　自分が敵なら──柳沢は考えた。


　一人でも敵を残して先に進むとは考え難にくかった。人ひと質じちを取っているとはいえ独りでは前後からの挟み撃うちには対たい応おうできない。上階に進むのは確実に敵を殲せん滅めつしてからだ。


　こちらから仕し掛かけるには美月の存在が邪じや魔まになる。美月の足を撃てば人質としては役に立たなくなるが、それで慶一郎の戦闘力を多少でも奪うばえるだろうか？


　答えは否いなだった。むしろ美月がいない方が闘たたかいやすいくらいだろう。


　ならば柳沢の方でも美月を利用するしかなかった。敵は美月を盾たてにすればこちらからは撃てないと思っている。しかしあの巨体である。美月が前に立っていても身体からだの大部分は見えている。美月に当てることなく、致ち命めい的な部位に弾丸を命中させる──柳沢の腕うでなら十分にそれが可か能のうだった。


　隠かくれた時同様、柳沢の決断は早かった。廊下の天てん井じようの蛍けい光こう灯とうを撃って壊こわし、間かん髪はつを容れずに廊下へ飛び出す。横っ飛びに倒れ込みながら銃の狙ねらいをつけた。一〇〇分の一秒の勝負だった。


　しかし──柳沢は引き金トリガーを引けなかった。


　慶一郎の姿すがたが見えなかったからである。


　慶一郎は確かに美月の向こうにいた。だが、その巨きよ軀くはほぼ完全に美月の身体で隠れ、柳沢からは死角になっていたのだ。


　慶一郎だけを狙そ撃げきできる角度が存在しない──その事実に愕がく然ぜんとなる柳沢の視し界かいに、奇き妙みような物体が飛び込んできた。


　最初、それは棒ぼうか薄うすい板のように見えた。


　美月の頭上を越こえて飛来したそれは、立った状じよう態たいから空中で四分の一回転し、先せん端たんを柳沢の方に向けて落ちてきた。


　それが巨大なボウイナイフだと気付いた時、柳沢は総そう毛け立だった。


　真正面から飛んできたため認にん識しきするのが遅れ、ナイフはすでに避よけきれない距きよ離りまで迫せまっていた。横っ飛びの体たい勢せいのため躱かわす動作は不可能である。柳沢の動きを完全に読んだ上で投げられたナイフは必殺の軌き道どうを描えがいて落ちてくる。


　それでも構えた銃の角度をわずかに変えて引き金を引けば撃ち落とせる──そう考えたが、すぐにそれが実行不可能だと悟さとった。


　銃口の先には美月の背せ中なかがあった。ナイフを撃ち落とそうとすれば、その弾丸はかなりの確かく率りつで美月に当たり重じゆう傷しようを負わせるだろう。ナイフに当たった弾丸が弾道を大きく変えれば無傷で済すむかもしれないが、それは危き険けんな賭かけだった。


　だが待てよ──柳沢は思った。


　ナイフを撃ち落とし、ついでに美月が無傷だったとしても、その次に待っているのはやはり確実な死ではないのか。


　当然の帰結である。一撃で慶一郎を仕し留とめない限かぎり、柳沢が生き残れる可能性はゼロなのだ。そしてその機会はすでに失われていた。


　柳沢がとった最後の行動は、引き金から人差し指を離はなすことだった。


　その直後、重い衝しよう撃げきが柳沢の身体を貫つらぬいた。
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「や～れやれ……派は手でにやられたもんだねえ。ま、こうなることは最初から分かってたけどさ」


　選手控ひかえ室の壁かべに据すえ付けられたモニターを眺ながめながら、七なな瀬せは愛あい想そを尽つかしたように鼻を鳴らした。


　熱いシャワーを浴びて汗あせを流した後、下はショーツ一枚まい、上はバスタオルを引っかけただけの姿すがたで観戦していた七瀬だったが、秋嵩の不ぶ様ざまなやられっぷりを見て一気に熱が冷め、肌はだ寒ざむさを覚えた。ダルそうに服を身に着けながら、隣となりに目をやる。


　棺かん桶おけごと控え室に運び込まれたデルモンテ＝嘉か門もんはいまだ目覚めずにいた。身体が熱いのか、時おり苦く悶もんの表情を浮うかべてはうなされている。


　神気によるダメージは、同じ神威カムイの拳けんの使い手であれば呼こ吸きゆう法ほうにより中和することができる。しかし常じよう人じんの場合は回かい復ふくに時間がかかり、ダメージのレベルによっては後こう遺い症しようが残ることもある。さいわい静馬の〈炎ほのおの虎とら〉は使う本人の性せい格かくと同じく後あと腐くされのない性質のため、二～三日寝ね込こむだけで問題なく回復できるだろう。


「ム……ムウウ……狭せまい……あ、暑い……」


　デルモンテの呻うめき声が高くなった。チューブトップと革かわのホットパンツに着き替がえた七瀬は、苦々しい顔でデルモンテの顔を覗のぞき込む。


　デルモンテはリングで闘った時のメイクと衣い裳しようのままである。通気性の悪いボディスーツを着込んでいるため暑いのは当然だった。狭いのはもちろん棺桶の中だからだ。


「っとまあ、世話の焼ける野や郎ろうだよ」


　七瀬はまずボディスーツを脱ぬがそうと考えたが、正面側にはファスナーが見当たらなかった。一度裏うら返がえして背中側から開けるしかないらしい。


　次に七瀬は腕を摑つかんで起こそうとしたが、デルモンテの身体は棺桶にぴったりはまり込んだように持ち上がらない。七瀬が女にしては力持ちとはいえ、完全に弛し緩かんしきった人間の身体を起こすのは容よう易いではなかった。ただ横になっているだけならともかく、棺桶に入っているため厄やつ介かいだった。




[image: ]


「ええい、ちっとは自分で起きる努力をしな！」


　腕を諦あきらめた七瀬はデルモンテの両足を持ち上げて脇わきに抱かかえると、サソリ固めの要よう領りようで身体を裏うら返がえそうと試みた。しかしデルモンテの身体は意外に重く、棺桶の中では寝返りが打てないこともあって思うようにいかない。


　寝たきりの魔ま人じんを相手に七瀬が悪戦苦闘していると、控え室のインターホンが鳴った。


「うるさいねえ……」


　七瀬は魔人の両足を放り出して、インターホンの受話器を取った。受話器を耳に当てたとたん、七瀬の不ふ機き嫌げんな顔つきが一いつ瞬しゆんで醒さめて素すに戻もどる。


「今さら負け犬に何の用だい？　嫌いや味みなら聞かないよ」


『──切らずに聞け。大事な用だ』


　京極幻弥の声こわ色いろは、別人かと疑うたがうほど真しん摯しに聞こえた。
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　地下闘とう技ぎ場じようは奇き妙みように静かだった。


　第三試合を闘たたかう四人はすでにリングに姿すがたを現あらわしている。


　静馬＆刹羅チームの三連戦最後の相手となる〈ブラック・ノヴァ〉──陰いん鬱うつなデスメタル調のテーマ曲とともに花道に現れた、馴な染じみのない謎なぞのマスクマン二人組の醸かもし出す不気味な雰ふん囲い気きに、観客のほとんどが戸と惑まどって様子を見ている。


「……何なの、この空気は？」


　普ふ通つうに喋しやべるのもはばかられるような重苦しい雰囲気に、涼子は声のトーンを落として大作に耳打ちした。


「当然じゃないですか？　正体不明のチームを応おう援えんする気にはならないですよ。観客の興きよう味みはすでに、静馬さんと京極刹羅の決勝戦に向いてるんです。この対戦はいわばその前ぜん座ざなわけで──」


　大作はビデオのテープ残量を確かく認にんしながら答える。居いても立ってもいられない気分をこらえて貧びん乏ぼう揺ゆすりを始めた涼子に比くらべ、大作は憎にくらしいほど平静を保たもっていた。


「心ここにあらずってわけ？　それだけとは思えないんだけど」


「静馬さんの状態が心配なんでしょうね。二戦目までのダメージがけっこう蓄ちく積せきしてるはずですから、この三戦目でさらに苦戦することになれば、決勝戦を十分に闘えるだけの体力を温存できないんじゃないかと……」


　大作の意見は第二戦の直後に涼子が抱いだいた懸け念ねんそのものだった。


　切実さのレベルは違ちがえど、静馬に勝ってもらわなければ困こまるという点では観客も涼子たちと気持ちは同じだということである。


『──さあ、いよいよ決勝タッグマッチ最終戦の開始です！　先せん鋒ぽうを務つとめるのは……やはりこの男だ～～ッ!!』


　静馬がリングに降おり立った。二試合を経へていよいよ着る服がなくなったのか、赤いＴシャツに黒いカンフーズボンという見み慣なれた格かつ好こうに着替えている。


　相手方の先鋒はブラック・ノヴァ１号だった。


　黒地のマスクには銀の縁ふち取どりで、目め尻じりと口の端はしが吊つり上がった『笑う悪あく魔ま』を模もした顔が刺し繡しゆうされている。ノースリーブのシャツとタイツ、グローブとブーツすべてが黒ずくめだった。１号の方が上うわ背ぜいがあるが、２号の方が身体からだが分ぶ厚あつく、体重はほぼ同じに見える。


「出よったなザコキャラ！　お前らにはこの大舞ぶ台たいはちーとも似に合あわへん。とっとと退場してもらうで！」


　静馬の啖たん呵かを聞いて、観客席からようやく歓かん声せいが上がった。


『おっと草[image: ]静馬、さっそく相手をザコ呼ばわりです！　しかしこのブラック・ノヴァ、正体こそ不明ですが〈アースシェイカーズ〉や〈ワイルド・アンセム〉等、名だたる古参バイパーズを打ち破やぶって決勝進出を決めております。その実力は折り紙付きと言ってもいいのではないでしょうか!?』


『その通りだな。未知の強きよう敵てきと言っても過か言ごんではないだろう。油ゆ断だんは禁きん物もつだよ』


　実じつ況きようの中村と解かい説せつの藤堂校長のコメントに、盛もり上がりかけた雰囲気が急速にしぼんだ。


「余よ計けいなことを……」


　涼子は実況席を横目でにらみつけながら舌した打うちした。言わずもがなのことを言って水を差したからだ。同じように感じた一部の観客からブーイングが起きた。


「ファンが多いな……草[image: ]」


　リング中央に歩み出たブラック・ノヴァ１号が静馬に声をかけてきた。マスクの口元はメッシュになっていて口の動きは分からないが、どこか隙すき間まから空気が漏もれているような発音である。


「この大勢のファンが見てる前でまずてめえを潰つぶす。スカッとサワヤカな気分になったところで次にあの涼子とかいうクソ生意気な女を八つ裂ざきにしてやる。デカイのは最後だ」


「──あん!?　何なに者もんやお前？　以ま前えにどっかで会おうたか？」


　静馬の問いに、１号は下げ卑びた笑い声をたてた。


「ヒヒッ、知りたきゃ俺おれを倒たおして、このマスクを剝はがしてみるんだな。てめえにゃ無理だがよ」


「ほう、そらまたどうして？」


「てめえは俺にゃ絶ぜつ対たい勝てねえ……勝てねえ理由があるのさ」


　第三試合開始を告げるゴングが鳴った。


　ガゴォン！


　ゴングと同時に、静馬の飛び膝ひざ蹴げりが１号の顔面をとらえた。


『──猛もう虎こ散さん弾だん脚きやく!!』


　飛び膝蹴りから着地することなく、相手の身体を駆かけ上がるようにして無数の蹴りを食らわせる。


「だらららららららァァッ！」


　フィニッシュに脳のう天てんを蹴り、その反動でとんぼ返りして着地する。


　１号は仰のけ反ぞって数歩後退したが、倒れることなく耐たえた。


　静馬は鋭するどく踏ふみ込んでボディブローを叩たたき込んだ。上体を折ったところへ拳こぶしの連打を見み舞まう。１号は反撃するどころかロクな防ぼう御ぎよもせず、されるがままに攻こう撃げきを受けた。一方的な滅めつ多た打うちである。


　静馬の烈れつ火かのごとき猛もう攻こうに周囲から歓声が上がるが、冷静に勝負の行方ゆくえを観察していた涼子はすぐに奇妙な現象に気付いた。


「なに？　あのケムリは……」


　静馬の攻撃を受けるたびに、１号の身体から白っぽい粉ふん塵じんのような物が舞まっていた。黒装しよう束ぞくが埃ほこりにまみれているわけでもなく、その出所は不明だった。


『おお～～～っと草[image: ]静馬、開始早々いきなりの猛攻です！　連打、連打、連打の嵐あらし！　しかし攻撃を受けている１号の身体から何な故ぜかホコリが舞っております！　あたかも久ひさしぶりに干ほした布ふ団とんを叩くがごとく！　うーむ、これぞまさに誇り高き男の証あかしでありましょーか!?　なーんつって！』


　実況のダジャレにツッコミを入れる者は一人もいなかった。謎のホコリは怪かい現げん象しようではあるが、それ以上に１号の耐たい久きゆう力りよくが異い常じようだった。ここまで百発近い打撃をまともに食らいながら一向に倒れる気配がない。攻撃を続ける静馬の方が逆ぎやくに打ち疲つかれてきていた。


　静馬はいったん１号から離れて間合いをとった。


「どうした草[image: ]……もう終わりかよ？」


「アホぬかせ！」


　静馬は唇くちびるを尖とがらせて息い吹ぶきの声を上げた。


　右の拳こぶしを顔の前で握にぎると、踏み込みながら左から右へと振り抜く。


「往おう生じようせいやァァァァ────ッ!!」


　必殺の〈炎の虎〉が１号に襲おそいかかった。


　ボシュゥゥッ！


　爆ばく発はつ的に放ほう射しやされる炎の神気が直撃した瞬間、１号の身体は黄色がかった白はく煙えんに包まれた。小麦粉の詰つまった風船が破は裂れつしたような、濃のう厚こうな粉ふん塵じんの煙けむりだった。


　リングを覆おおい隠かくすほどに広がった白煙は数秒で薄うすまり、やがて消える──そこに立っていたのは、ほぼ無傷の１号であった。


　初めて静馬の顔に驚きよう愕がくの色が浮かんだ。デルモンテのように攻撃範はん囲いから逃のがれたわけでもなく、直撃を食らいながら耐えた敵は初めてだった。


「くっ……何やねん、お前!?」


「言ったろうが。俺にゃ勝てねえってな」


　１号が口の端はしを歪ゆがめて笑う。ビデオカメラをズームさせた大作はアッと声を上げた。


「どうしたの？」


「１号の顔ですよ。顎あごの部分が……」


　涼子はカメラの液えき晶しよう画が面めんを覗のぞき込んだ。


　１号のマスクの鼻から下の部分が焼け焦こげ、口元が露あらわになっている。〈炎の虎〉の一撃はまったく無む効こうだったというわけではなかったのだ。


　露ろ出しゆつした１号の顎の左側には、輪りん郭かくに沿そって鉄板がビス止めされていた。


　ファッションにしてはマスクで隠す意味が分からない。治ち療りようの跡あとにしてはおそろしく乱らん暴ぼうだった。マスクで隠された顔の左半分がすべて鉄板で覆おおわれているのではないか──そんな想そう像ぞうをさせる不気味さがあった。


「複ふく雑ざつ骨こつ折せつした顎を鉄板で補ほ強きようしてる感じですね。でも静馬さんに顎を砕くだかれたバイパーズなんて、いたかなあ……？」


　ブラック・ノヴァの正体について詮せん索さくしている間もなく、１号の反撃が始まった。


　正面から体当たりで突っ込み、棒ぼう立だちになった静馬にパンチと蹴りを浴びせる。格かく闘とう技ぎ経けい験けん者しやの洗せん練れんされた技わざではない。荒あら々あらしいケンカ殺法だった。


『ブラック・ノヴァ１号の猛反撃開始～～～ッ！　連打、連打、連打のお返しだ～ッ！　草[image: ]静馬まったく為なす術すべなく食らっている！　サンドバックと化しているぞ～～!!』


　観客席は騒そう然ぜんとなった。静馬は１号に捕つかまったまま反撃も防御もままならず、一方的に攻撃を食らっている。


「何をやってんのよ、あのバカは！　まさかノーガード戦法!?」


「そんなわけないでしょ。さっきから静馬さんの様子が変なんです！　足が床ゆかに張はり付いたみたいに動いてませんよ!?」


　大作の指し摘てきに、涼子は静馬の足元に注目した。確かにフットワークがまったくできていない。さらに観察すると、ぎこちないのは足の動きだけではなかった。静馬の四し肢しが見えないギプスで固められたかのように硬こう直ちよくしている。


　静馬の身体からだに異状が起きていることは明らかだった。それに加えて相変わらず謎のケムリが１号の身体から発生している。


「あのケムリ、身体が痺しびれる毒ガスか何かじゃないの!?」


「だとしたら１号はどうして平気なんですか？」


「きっとガスマスクになってるのよ」


「でもマスクの口の部分が破やぶれてるじゃないですか。自分も吸すい込みますよ？」


　大作の反はん論ろんはもっともだった。毒ガス説は引っ込めざるをえない。


　首相撲ずもうから膝ひざ蹴げりの連打を食らわせた後、１号は静馬から離はなれて後ろにさがった。それを見た青コーナーのブラック・ノヴァ２号がリングに入ってくる。タッチするのかと思いきや、２号はそのまま静馬の背はい後ごに回り込んで羽は交がい締じめにした。


「キシャァァァァッ！」


　１号が怪け鳥ちようのごとき雄お叫たけびを上げながら突とつ進しんした。


　高いジャンプからのドロップキックが静馬の胸むねに突つき刺ささる。静馬は羽交い締めにしていた２号ごと吹っ飛ばされた。


『おお～～っとブラック・ノヴァ１号２号、ここへ来て二人がかりの攻撃だ～ッ！　タッグマッチ形式で行われているこの決勝リーグで初めての状じよう況きようです！』


『勝手に組まされた即そく席せきタッグとは違って、彼らはもともと同じチームだからな。当然といえば当然だが──』


　観客の間から悲鳴混まじりの声せい援えんとブーイングが飛んだ。ブーイングは二人がかりで攻撃しているブラック・ノヴァだけではなく、静馬のパートナーでありながら傍ぼう観かんを決め込んでいる刹羅にも向けられている。


　１号と２号は静馬の左右の腕をそれぞれ摑つかんで立たせると、腹はらと背中に何度となく蹴りを食らわせた。静馬はたまらずキャンバスに膝をつき、血混まじりの泡あわを吐はいて突つっ伏ぷした。


「ギヒヒィ！　まぁ～だくたばるにゃ早はええぜ」


　１号はうつ伏せの静馬に馬乗りになると、首に腕を回してチョークスリーパーを仕掛けた。気き絶ぜつを狙ねらった絞しめ方ではない。背骨と頸けい骨こつを徹てつ底てい的に痛いためつけるつもりだ。


　ここで初めて刹羅が動いた。床を蹴って跳ちよう躍やくすると、赤コーナーの鉄柱の上に立つ。


「フン……やっとお出ましか。白いの、おめーの相手はこの俺だ」


　絞め技わざに入っている１号の邪じや魔まをされないように、２号が刹羅の正面に立ちはだかる。


　刹羅は右手を前方に差し出した。


　ブォン！


　一いち陣じんの疾しつ風ぷうが刹羅からリングに向かって走り、２号の周囲で渦うずを巻まいた。


「ぬうっ!?」


　身体にまとわりつく高こう圧あつの旋せん風ぷうに、２号は防ぼう御ぎよの姿し勢せいをとる。


　刹羅が前方に突き出した右の掌てを上に返すと、２号を取り巻く旋風が強力な竜たつ巻まきに変化した。２号の身体はキャンバスから引っこ抜ぬかれるように宙ちゆうに巻き上げられ、リング外に放り出される。


　秋嵩の時と同様に地じ雷らいの爆ばく発はつを予期して観客が歓かん声せいを上げる──しかし、その声は唐とう突とつに途と切ぎれた。


　２号は地雷原に落下しなかった。何らかの方法でリングに舞い戻ったわけでもない。２号の身体は、地雷原から数メートル上の空間に静止していたのである。


「セコいよなあ……リングアウト狙ねらいってのはよ！」


　２号はからかうように言うと、肩かたを震ふるわせて笑った。何の支ささえもなく宙に立った状態から、見えない地面を踏ふみしめるように空中を歩いてリング脇わきまで戻ってくる。


『な……何ということでしょう!!　人間を吹き飛ばす京極刹羅の〈凶マガツ風カゼ〉も十分に驚きよう異い的ですが──ブラック・ノヴァ２号、これをまったく意に介かいさず、何事もなかったかのように空中を歩いて戻ってきます！　私にはもう何が何だかサッパリ分かりません！』


　中村の実況は観客の気持ちを代だい弁べんしていた。ブラック・ノヴァの決勝進出がまぐれフロツクでないことは、もはや誰だれの目にも明らかだった。〈神威カムイの拳けん〉の使い手である静馬と刹羅に対たい抗こうしうる超常能のう力りよくを秘ひめていたのだ。


「おい１号……そろそろ本気を出すとしようぜ。こいつらに地じ獄ごくを見せてやる」


　２号の呼びかけに応じ、１号が少し名残なごり惜おしそうに静馬の首から手を離す。


　その直後、リングの外で奇妙な現象が起こった。地雷原に敷しき詰められていたプレートが次々に起き上がり、その下に設せつ置ちされていた黒い円板型の物体が空中に飛び出した。


　地雷である。


　宙に舞い上がった地雷は数十個に及およんだ。


　２号が左右に広げた両手の十指をグネグネとうねらせると、舞い上がったすべての地雷が放物線を描えがいてリングに──ダウンしている静馬の頭上に降ふり注いだ。


　凄すさまじい閃せん光こうと爆発が起こり、地下闘とう技ぎ場じようは文字通りの激げき震しんに襲おそわれた。





　　　　☆





　健康プラザとしま８Ｆ──


　フロアに現あらわれた美月と慶一郎を待っていたのは、廊ろう下かを照らす非ひ常じよう灯とうの黄色い光、そして沈ちん黙もくだった。数分前まで人がいた気配は残っているが、すでに引き揚あげた後のようである。


　人気のない廊下を数歩進んだところで美月は立ち止まり、独ひとり言のように呟つぶやいた。


「どうして──」


「帰る時に邪じや魔まだからだ」


　質しつ問もんする前に返ってきた慶一郎の答えに驚おどろき、美月は顔を上げた。背はい後ごの慶一郎に振ふり向きかけて、やめる。あらためて質問するにはあまりに恐おそろしい事こと柄がらだった。


　美月の疑ぎ問もんの元は、慶一郎の移い動どう経けい路ろである。


　慶一郎はまっすぐ上階へ向かってはいない。東西にある階かい段だんを交こう互ごに使い、ビル内のすべてのフロアを縫ぬうように移動している。各フロアに配置された幻弥の手下を文字通りしらみ潰しにしながらである。


　もう一つの疑問は、慶一郎の闘たたかい方だった。


　慶一郎という男が超ちよう人じん的な戦せん闘とう能力を持つ人間だということは素人しろうとの美月でさえ理り解かいできる。しかしその闘い方には一いつ切さいの手て加か減げんがなかった。『情なさけ容よう赦しやのない』という形容句の本当の意味を思い知らされるほどの凄せい惨さんさである。


　７Ｆの戦闘でも、柳沢を倒たおした後、わずかに息のあった敵てき四人の頭部に弾だん丸がんを二発ずつ撃うち込んで完全なとどめを刺さしている。ついでに他の八人にも一発ずつ撃ち込んでおくという念の入れようだった。


　何な故ぜそこまでする必要があるのか──美月の「どうして」にはその問いも含ふくまれていた。


　しかし慶一郎の答えは、美月の疑問のさらに先にまで及んでいた。


「京極美月──お前は大きな勘かん違ちがいをしている。幻弥の手下を何人殺そうと、俺おれが有利になることは決してない。人ひと質じちを連れて帰るのが俺の目的である限かぎりはな」


「……私と人質を交こう換かんするのでは？」


「交換はない。俺としては、人質を取り戻すのは敵を一人残らず始末した後にしたいところだが……おそらくそうはいかんだろう。俺が敵なら、自分の戦力が十分に残っているうちに俺に人質を取り戻させる」


「どういうことですか？」


「幻弥は人質を生かしたまま返すはずだ。薬を使って身動きできない状態にしてな。そうすれば人質を取り戻した時点で、俺の行動力は半分以下に落ちる。片かた手てがふさがるから攻撃力も半分だ。人間一人を抱かかえながら、銃じゆうを持った複ふく数すうの敵を相手に、この狭せまいビル内で闘う羽目になれば、万に一つも俺に勝ち目はない──」


　慶一郎の言葉に、美月は深い衝しよう撃げきを受けた。


　美月はこの巨漢を血の通わない冷れい酷こくな殺さつ戮りくマシンのように思っていたが、その認にん識しきが間違いだと悟さとった。


　その能力や状況分ぶん析せきは戦闘のプロフェッショナルのそれであり、自分が死地にあることを正確に把は握あくしている。だが純じゆん粋すいに戦闘のプロであるなら、勝ち目の薄い闘いにあえて挑いどんだりはしないだろう。


　ならば、この男はどうしてここにいるのか？


　幻弥にさらわれた〈人質〉を取り戻す──そのたった一つの目的のためだ。


　その目的のためにはどんな犠ぎ牲せいをも払はらう覚かく悟ごをして、今、ここにいるのだ。


　凄まじい戦闘能力を持ちながら一いつ切さいの余よ裕ゆうはない。必死なのである。


　美月はサンドレスの胸むな元もとをギュッと握った。


　胸が潰つぶれるような痛いたみを感じたからだ。


　痛いのは身体からだではなく、心だった。


　怒いかりや憎にくしみのような単たん純じゆんな感情ではない。激はげしく、複雑で、矛む盾じゆんしている──美月が初めて経けい験けんする心の動きだった。


　その感情に名前を付けるとするなら『切なさ』であろうか。


（止めなければ──この人を）


　胸の裡うちで渦うず巻まく不ふ透とう明めいな感情の渦の中から浮かび上がってきたのは、その想おもいだった。


　この男の行く先に待っているのは血ち塗ぬられた悲ひ劇げきだけだ。しかしみずから望んで地じ獄ごくに堕おちようとする者を誰だれが止められるだろう──


「そうだ。予行演えん習しゆうでもしておくか」


　そう言うと、慶一郎は美月の身体を左腕一本で肩に担かつぎ上げた。


「──きゃっ！　やっ……あ、あのっ！」


　突とつ然ぜん触ふれられたことに驚いた美月は手足をバタつかせて暴あばれる。


「おとなしくしろ。お前は背せ格かつ好こうが似ているからな……担いだままで、どの程てい度ど動けるか試ためしておきたい」


「嫌いや！　降ろして……お願い……」


　美月は半泣きになって哀あい願がんした。薄手のサンドレス一枚まいの無む防ぼう備びな格好で、逞たくましい男と身体を密みつ着ちやくさせているのだ。少女にとって耐たえがたい状況だった。


　しかし美月が暴れている理由が死ぬほど恥はずかしいからだとは、今の慶一郎に理解できるはずもなかった。他人の命にさえも無む頓とん着ちやくになっている男である。繊せん細さいな乙女おとめ心ごころなど知ったことではない。


　慶一郎の左肩に跨またがる形が最も据わりがいいという結けつ論ろんに至いたる頃ころ、すっかり観念した美月は暴れるのをやめて身を任まかせていた。恥ずかしささえ我が慢まんすれば、人の体温を感じていた方が気分は落ち着いた。


　慶一郎の歩みが止まった。筋きん肉にくの緊きん張ちようが身体を通して美月にも伝わってくる。


「……来た。下からだ」


　慶一郎は廊ろう下かの先に銃を向けた。廊下の角を曲がった先にエレベーターがある。先刻さつき慶一郎が破は壊かいした物とは別の一基きだ。


「お……降ろしてください」


　戦闘が始まることを理解した美月は頼たのんだが、慶一郎は無む視しした。


　チン。


　エレベーターの扉とびらが開き、何者かがフロアに降りてくる足音が聞こえた。


　廊下に飛び出してきた人ひと影かげに向けて、慶一郎は発はつ砲ぽうした。


　銃じゆう声せいと、美月の悲鳴がフロアに響ひびき渡わたった。





　　　　五





　暗くら闇やみの中で、涼子は意い識しきを取り戻した。


　朦もう朧ろうとしながらも記き憶おくを辿たどる。リングの中央で数十個この地じ雷らいが炸さく裂れつし、巨きよ大だいな火柱が上がったところまでは覚えていた。その光景が網もう膜まくに焼き付いている。


　耳が痛い。キーンと高い音がいつまでも続いている感覚がある。


　火薬の臭においが鼻につく。口の中に苦い味が広がる。


　背せ中なかを硬かたい物にぶつけたらしく、鈍にぶい痛みがあった。


　五感が戻ってくるにつれ、涼子は自分の身に何が起きたのかを思い出した。


　静馬がブラック・ノヴァ１号２号に二人がかりでやられ始めた辺りから、涼子はフェンスの金かな網あみにかじりついた。


　地雷の爆ばく炎えんに静馬の姿すがたがかき消された瞬間、何かを叫さけんだ気がするが覚おぼえていない。その後、怒ど濤とうのごとく襲ってきた爆風に吹き飛ばされて気を失ったのだ。


（爆発があって……それからどうなった!?）


　涼子の全身に痙けい攣れんが走り、一気に覚かく醒せいした。


　飛び起きて両目を見開いた涼子は、飛び込んできた光景に呆ぼう然ぜんとなった。


　闘とう技ぎ場じようの中央にあったリングは原形を留とどめぬまでに破は壊かいされていた。キャンバスの中央には大おお穴あなが開き、元は正八角形だったリングの形自体が歪ゆがんでしまっている。千切れたロープと折れ曲がった鉄柱が爆発の威い力りよくを物語っていた。


　数十個の地雷の同時爆発による衝撃は広範はん囲いに及およんだらしく、天てん井じようの照明の八割わり近くが消えていた。電球が壊こわれたのか電気系けい統とうにダメージがあったのかは分からないが、闘技場は黄昏たそがれ時どきを思わせる暗さになっている。


　地雷原もそのほとんどが爆風と衝撃で誘ゆう爆ばくしていた。涼子が吹き飛ばされた爆風もそれによって発生したものらしい。


　尻しりの下で何かが動くのを感じ、涼子はギャッと声を上げて跳とび上がった。


「し、死ぬかと思った……」


　観客席のイスの下から這はい出てきたのは大作だった。爆風を受けた時に涼子の背後にいて一いつ緒しよに飛ばされたらしい。涼子の背中の痛みはイスにぶつけたものだろう。


　ほとんどの観客は怪け我がもなく無事な様子だったが、誰もが変わり果てたリングを見て声を失っていた。破壊されたリングを目まの当たりにして大作も息を呑のんだ。


「対戦はどうなったんですか!?　静馬さんは……？」


「そんなのあたしに訊きかれたって知るわけ──」


　涼子がそう言いかけた時、リングの方から異様な叫さけび声が聞こえてきた。


『ＫＹＵＲＲＲＲＲＵ────ＵＡＡＡＡＡッ!!』


　その猛もう禽きんのような声が聞こえたのは、リングからではなくもっと上の方だった。


　顔を上げた涼子は、わずかに残った照明の手前を横切る黒い影かげを見た。


　その影には〈翼つばさ〉があった。


　しかし鳥ではない。嘴くちばしも尾お羽ばねも持っていない。


　その生物的特徴からあえて特定するなら、該がい当とうするのは蝙蝠こうもりである。


　だが、当たり前の蝙蝠であるはずがなかった。


　翼以外の部分があまりにも人間に似にすぎていたからである。


「──あ、あそこ！」


　大作が蝙蝠人間とは別の方角を指さす。


　天井の近くを飛ひ翔しようするもう一つの影があった。こちらは一目で人間だと分かる。


　黒いインバネスをカラスの羽根のごとくなびかせた銀ぎん髪ぱつの男──京極刹羅であった。





　爆風を避さけて空中へ逃のがれた刹羅は、風の結界で身を守りつつ周囲を警けい戒かいした。


　照明の大半が消えたうえに黒こく煙えんが辺りに立ちこめ、視界は悪い。〈凶マガツ風カゼ〉を放てば黒煙を吹ふき飛ばすこともできるが、刹羅はあえてそれをしなかった。こちらの視界が悪いということは敵てきからも見えづらいということである。風の動きさえ読めれば肉にく眼がんの視力に頼たよらずとも闘たたかえる。


　敵──刹羅は自分に向けられた殺気を鋭えい敏びんに感じ取っていた。


　空中に退たい避ひしているとはいえ油ゆ断だんのできない相手だった。２号の空中歩行のカラクリもまだ解とけてはいないのだ。分かっているのは少なくとも敵の能のう力りよくが〈神威カムイの拳けん〉のバリエーションではないという点だけである。


　不意に、刹羅は冷気の流れを察さつ知ちした。


（──真上!?）


　刹羅は瞬時に結界を解き、浮ふ遊ゆう状じよう態たいから自由落下に移うつった。


　その直後、天井から黒い塊かたまりが刹羅めがけて落ちてくる。


『ＫＹＵＲＲＲＲＲＵ────ＵＡＡＡＡＡッ!!』


　金きん属ぞく的な絶ぜつ叫きようが刹羅の鼓こ膜まくに突つき刺ささった。


　刹羅は空中で身を翻ひるがえして襲しゆう撃げき者しやとの接せつ触しよくを躱かわす。刹羅の真横を通つう過かした黒い影かげは、床ゆかに激突する直前、蝙蝠のような翼を生やした両腕を広げ、羽ばたいて上じよう昇しようした。


（化け物か──）


　刹羅は戦せん慄りつを覚えた。人じん智ちを超こえた怪かい物ぶつと遭そう遇ぐうすれば誰でも恐きよう怖ふを感じる。しかし〈神威カムイの拳けん〉の使い手として鍛たん錬れんを積んだ刹羅の感じている恐怖は、常人のそれとはニュアンスが異ことなっていた。


　蝙蝠男の絶叫はただの声ではなかった。聞く者の心しん胆たんを凍いてつかせるとともに、聴ちよう覚かくに物理的なダメージを与あたえる攻こう撃げきを兼かねていた。現に刹羅の両耳には、栓せんをされたような感覚麻ま痺ひと鋭するどい痛いたみが残っている。聴覚障しよう害がいは一時的なものだろうが、風を読む感覚は確かく実じつに鈍にぶる。刹羅は相手が怪物であると同時に侮あなどりがたい難なん敵てきだと認にん識しきした。


　蝙蝠男は天井近くまで上昇し、再ふたたび攻撃を仕し掛かけてくる気配を見せた。


　羽ばたきによって飛行しているなら翼を切り裂さけばいい。刹羅は滑かつ空くうして自分から距離を詰めると、顔の前でクロスさせた手刀を振るった。


　Ｘ形の高圧の風の刃やいばが大気を切り裂いて走る。


　しかし蝙蝠男は風刃が到とう達たつする直前に翼をたたんで急降下し、攻撃範囲から逃れた。刹羅が攻撃する前に気配を察していたような動きである。


　真下に回り込んだ蝙蝠男が急上昇して襲おそいかかってきた。


『ＫＹＵＲＲＲＲＵＡＡＡＡ────ッ!!』


　魂たま消げるほどの恐きよう声せいが大気を震ふるわせる。


　刹羅は結界の防ぼう御ぎよを強化しつつ回かい避ひ行動を取るが、鼓膜を打つ恐声に身体からだが竦すくんだため反はん応のうが遅おくれ、避けきれずに蝙蝠男の攻撃が身体をかすめた。左の脛すねに痛みが走る。


　すれ違ちがう瞬しゆん間かん、刹羅は二つの事実を知って驚きよう愕がくした。


　一つは蝙蝠男の脚あしである。膝ひざから下が前後に分かれてかぎ爪に変化していた。形だけを見れば鳥の脚に近いが、胴どう体たいと比くらべてアンバランスなまでに巨きよ大だいだった。


　もう一つは蝙蝠男の顔だった。


　頭部は流線型をしていたが、その顔は黒いマスクで覆おおわれていた。そしてそのマスクの額ひたいの部分には、はっきりと数字の〈１〉の文字が見て取れたのである。


　蝙蝠男はブラック・ノヴァ１号が変へん貌ぼうを遂とげた姿すがたに間違いなかった。


　人間時の１号と比べてプロポーションは大おお幅はばに変化していた。蝙蝠の翼に変化した両腕は倍に伸のび、筋肉が背中と腕に移い動どうしたためか胸部から腹部にかけては肋ろつ骨こつが目立つほど瘦やせている。変身の前後で体重はほとんど変わっていないように見受けられる。


　正体が１号だと判はん明めいしたことで、刹羅は少し冷静さを取り戻した。強敵であることに変わりはなくとも、元が人間であればそれ相応の闘たたかい方がある。


　二度の攻撃を躱かわされた１号は、一定の距きよ離りを置いて刹羅の周囲を旋せん回かいしはじめた。刹羅が隙すきを見せれば即そく座ざに襲ってくる間合いである。


（空中戦、か……）


　京極家に伝わる〈神威カムイの拳けん〉のうち〈風の流法〉を体得した刹羅は、風の結界を身にまとって飛ひ翔しようすることができる。その機動力は小型のヘリコプターに匹ひつ敵てきするが、互たがいに空中にいる状態での闘いは過去に一度きり、静馬との対戦で経けい験けんしたのみである。その静馬にしたところで自力で飛翔したわけではなく、刹羅によって空中に運ばれた後、神気のパワーで滞たい空くう時間を延のばしていたにすぎない。自力で飛翔する能力を持った敵と闘うのは初めてだった。


　刹羅を空中に浮かせているのは身体を包み込む竜たつ巻まきの結界である。１号の最初の攻撃は真上から、二度目は真下からだった。つまり竜巻の結界の死角がその二か所だと見み抜ぬいたうえで仕掛けてきているのだ。


　刹羅は旋回を続ける１号に急接せつ近きんすると、竜巻の結界を開かい放ほうして広範はん囲いに広がる烈れつ風ぷうの渦うずを作ってぶつけた。１号は烈風に煽あおられて失速したが、コントロールを失ったのはほんの一瞬で、すぐに風の流れを摑つかんでグライダーのように上昇した。


　１号の能力を試ためしたのだが、思った以上に安定した飛翔能力を持っているらしい。直接的なダメージを与えないことには墜つい落らくさせるのは難むずかしそうだ。


　刹羅から手を出したことで、１号は上昇して刹羅の頭上を取った。刹羅は急きゆう降こう下かして１号を引き離はなそうとする。


『ＫＹＵＲＲＲＲＲ──ッ！』


　追いすがってきた１号の攻撃を、刹羅は宙ちゆう返がえりで躱した。飛びすぎる１号の背中に向けて組み合わせた両手を突き出す。〈凶マガツ風カゼ〉が小型の竜巻となって１号を直撃するが、距離が開きすぎていて十分なダメージにならない。


（厄やつ介かいな……!!）


　刹羅はさらに降下し、破は壊かいされたリングの上空数メートルの高さでホバリングした。


　刹羅の技は地表に近い方が効果の高いものが多い。場合によっては地じ雷らいを利用する戦法も考こう慮りよし、低空での勝負を挑いどむ目もく論ろ見みだった。


　空中で反転した１号が戻ってくる。


　刹羅は合がつ掌しようして真空波を放つ構えをとったが、その時初めて右腕の異状に気付いた。肘ひじと手首の間に斜ななめに赤い線が走っている。カミソリのように薄く鋭えい利りな刃物で切られた傷だった。明らかに１号の巨大なかぎ爪づめとは別の凶きよう器きによるものである。


　攻こう撃げきされたという認にん識しきすらなく傷きずを負っているという事実に、刹羅は総そう毛け立だった。


　考えられる可か能のう性せいは二つ。１号の未知の凶器、あるいは別の敵からの攻撃──


　刹羅は攻撃態たい勢せいを解といて急上昇した。インバネスの裾すそが小間切れに切断されて羽う毛もうのごとく飛び散る。


『ケケッ、いい勘かんしてやがんじゃねえかよ……』


　その下げ卑びた声を耳にして、刹羅は破壊されたリングに目を向ける。折れ曲がった柱に隠かくれて蠢うごめく人ひと影かげがあった。


『だがよ……ちいっとばかし遅おそすぎたな。もう逃にげられねえぜ』


　１号が真下から迫せまってくる。刹羅はジグザグに飛翔して幻げん惑わくしようとしたが、左に動いた直後に身体からだに激げき痛つうが走った。左頰ほお、左の二の腕、左の腿ももに朱線が走り、鮮せん血けつがしぶく。


　見えない槍ぶすまに突っ込んだようだった。逆方向に回避しつつ体勢を立て直そうとしたが、すでに遅かった。


『ＵＲＹＹＹＹＹＹＹＹ────ッ!!』


　１号がすれ違いざまにかぎ爪で刹羅の背中を抉えぐる。ザックリと縦たてに切り裂かれたインバネスの背中から血ち飛沫しぶきが飛んだ。


「…………クッ」


　結界が霧む散さんし、浮力を失った刹羅は真っ逆さまに墜つい落らくした。





　蝙蝠こうもり男の攻撃を食らって墜落する刹羅の身体は、破壊されたリングに叩たたきつけられる直前で急停止した。


　浮ふ力りよくが回かい復ふくして自力で落下を止めたわけではない。逆さの体勢のまま、空中に磔はりつけにかけられた状じよう態たいで不自然に静止している。


「あれは……!?」


　涼子は眉み間けんにしわを寄よせて目を凝こらした。ほんの一いつ瞬しゆんだったが、刹羅の周囲に、銀色に光る細い線のような物が見えたからだった。


「大作君、今の光、見えた？」


「光って……どんなのですか？」


「レーザー光線みたいなやつよ」


「いえ、僕は気付きませんでしたけど……」


　角度によって見え方が違うらしい。涼子は少し考えて、大作に言った。


「大作君、何か照らす物を出して！」


「懐かい中ちゆう電でん灯とうならありますけど」


「そんなんじゃダメ。もっと強力なの！　あのリングまで光が届とどくやつ、ない!?」


「照らす物、ですか……まあ、ないこともないんですけど」


　大作は浮かない顔でリュックサックの中を探さぐった。取り出したのは懐中電灯ではなく、業ぎよう務む用と思おぼしき無ぶ骨こつな造つくりの照明器具だった。


「あるじゃない、デカいのが」


「モノはデカいんですけどね……これ、ブラックライトなんですよ」


「何でもいいからさっさと照らして！」


　涼子に急せかされるまま、大作は照明器具の電でん源げんコードを近くにあったコンセントに差し込んだ。リングに向けてダイヤル式のスイッチをオンにする。


　観客の間からどよめきが起こった。ブラックライトの照しよう射しやによって、闘とう技ぎ場じようの真の姿すがたが明らかになったからである。


　青白く光る無数の糸が、リングを中心に蜘く蛛もの巣のごとく張はり巡めぐらされていた。


　糸は天てん井じようまで張り渡されており、空中に漁ぎよ網もうのような形で罠わなが仕掛けられている。刹羅は蝙蝠男の攻撃を回避しようとして自分からその罠に突っ込んでしまったのだ。落下した刹羅の身体を空中に逆さ磔にしているのも蜘蛛の巣状に編あまれた糸であった。


　その糸を伝って四つん這ばいに歩く一つの影があった。


　人間というよりはマウンテンゴリラを思わせる、上半身が異様に肥ひ大だいしたシルエット。


　より凶きよう悪あくな表情に変へん貌ぼうしたマスクの額ひたいには〈２〉の文字が見て取れる。


　蜘蛛の能力を持つ怪かい人じんに変身したブラック・ノヴァ２号であった。


　蜘蛛男の背はい後ごの鉄柱の上に蝙蝠男が舞まい降おりる。巨きよ大だいなかぎ爪はあくまで攻撃用らしく、人間の脚あしに変形して着地している。蝙蝠の怪人が１号であることは、観客全員が直感的に理り解かいしていた。


『……アーアー……マイク入ってます？　入ってますね！　え～、お待たせいたしました！　放送機器がようやく復ふつ旧きゆうしましたので実じつ況きようを再さい開かいいたします!!』


　今や魔ま界かいの様相を呈ていし始めた闘技場に、場違いすぎる能天気なアナウンスがこだました。


『とりあえず現状を確かく認にんしましょう。蝙蝠男との空中戦では互ご角かくと思われた京極刹羅でしたが、蜘蛛男の張り巡らせた糸の罠にかかり、今や囚とらわれの身となっております！　闘いはもはや格闘技の域いきを超こえたところまで来ている模も様ようですが……どうですか校長!?』


『私に何を解かい説せつしろと言うのかね!?』


　藤堂校長の声は半ば裏うら返がえっていた。当然すぎる反はん論ろんである。


『私に分かるのは、蝙蝠男が１号で蜘蛛男が２号だろうということぐらいだよ。２号が蜘蛛男なら空中歩行の秘ひ密みつも理解できる。それに、先ほどの対戦の途と中ちゆうから草[image: ]君の動きがおかしくなったのも、見えない糸で身体を縛しばられていたからではないかな？』


『そんな昔のことを今さら解説されても……』


『だったら私に話を振ふるな！』


　漫まん才ざいとしか思えないやり取りにも失しつ笑しようすら起きないほど、闘技場の空気は冷え切っていた。もはや実況解説など不要だった。草[image: ]静馬が地雷の爆ばく発はつで姿を消し、京極刹羅も撃墜された今、すでに勝負は決したものと誰だれもが考えていた──たった二人を除のぞいて。


「さて……ここからが見み物ものですよ、涼子さん」


　そう言う大作は、期待に目を輝かがやかせていた。涼子は胡う散さん臭くさそうな目つきで見返す。


「見物って？」


「これで見事に舞ぶ台たいが整ととのったじゃないですか。華麗なる大逆転のための、ね」


「どうしてそう断言できるわけ？」


「右う京きようさんが静馬さんに課した任にん務むは、この〈Ｖ─１エクストリーム〉で優ゆう勝しようすることです。僕が懸け念ねんしていたのは、三連戦の間に静馬さんだけがダメージを負って、京極刹羅が無傷で最終決戦に進むことでした。でも蝙蝠男との対決でかなりやられたみたいですから、これで状態はおそらく五分ですよ」


「五分って……あの化け物に勝たなきゃ最終決戦もへったくれもないのよ!?」


「そりゃあ勝ちますよ、当然！」


　大作の自信たっぷりの物言いに、涼子は心底呆あきれた。


「あんた……よっぽどあの占うらない師しを信用してるのね」


「右京さんの〈星ほし詠よみ〉は的中率りつ一〇〇％ですからね。それに考えてみてくださいよ。僕ぼくらは今、何をしてるんですか？　ブラックライトで見えない糸の仕掛けを暴あばいたのは何のためです？　誰かさんを援えん護ごするためじゃないんですか!?」


「────!!」


　ドキン、と音をたてて心しん臓ぞうが鳴るのを涼子は感じた。


　破は壊かいされたリングを見た瞬しゆん間かんから、出来るだけ考えないようにしていた一つの疑ぎ問もんが、大作の言葉でハッキリと意い識しきの表ひよう層そうに浮うかび上がってきた。


　草[image: ]静馬は何ど処こへ消えたのか──!?


　涼子はリングを凝ぎよう視しした。リングは多数の地じ雷らいの同時爆ばく発はつにより破壊されている。爆発の寸すん前ぜんまでリング上で倒たおれていた静馬に脱だつ出しゆつのチャンスがあったとは思えない。


　だが、それでも大作は静馬が勝つと断だん言げんしている。涼子もその言葉を信じたかったが、目の前の光景はその想おもいを否ひ定ていするものばかりだった。


　２号は糸の梯はし子ごを登り、空中に磔はりつけにされた刹羅に近ちか寄よった。ブラックライトを照射している涼子たちの方を一いち瞥べつする。


『フン、糸の仕掛けがバレたのは予定外だったが……まあいい。後はこいつを始末するだけだからな』


　２号は両手を前方に突き出した。十本の指の先から極ごく細ぼその糸が吐はき出され、囚われた刹羅の身体からだに幾いく重えにも巻まき付いていく。完全に繭まゆに包まれた状態にしたところで、２号は舌したを突き出した。マスクを破やぶって伸のびた舌は三〇センチ余あまりもあり、筒つつ状じように丸まっている。その先からドス黒い針はりの先せん端たんが覗のぞいた。見るからに毒針である。この針を吹き矢のように発射しようというのか。


　ジジジ……


　静まり返った闘技場に奇き妙みような音が響ひびいたのは、その時だった。


　２号は舌を突き出したまま、頭上を振ふり仰あおいだ。


　天井まで張り渡された糸を伝って、導どう火か線せんのごとく火花が走り降りてくる。


　その火花が刹羅を包んだ繭に達した瞬間、繭全体が真しん紅くの炎ほのおに包まれ燃もえ上がった。


『おお～っと、これはどうした事でしょう!?　京極が囚われた繭が突とつ然ぜんの発火！　ブラック・ノヴァは──』


　実況の中村が言い終わる前に次の変化が起こった。


　燃え上がる繭を突き破って宙に舞い上がった影が一つ──京極刹羅である。炎が焼いたのは２号の糸のみだった。


『──え？　おわっと、京極刹羅が脱出しました！　するとこの炎はブラック・ノヴァの仕し業わざではないということでしょうか!?』


　自由の身になった刹羅を見て、１号は再び飛び上がろうと翼つばさを広げる。しかし上を見上げた１号の視線が一点に釘くぎ付づけになった。


　リングの真上──電球を破壊されて消えたはずの照明が輝かがやきを放っている。


　電気の光ではない。太陽の紅炎プロミネンスのごとき灼しやく熱ねつの輝きだった。


　天井から炎の塊かたまりが落ちてくる。


　それは、大気との摩ま擦さつで燃もえ上がる流星のようにも見えた。


　炎の塊はリングに開いた大おお穴あなを避さけて着地した。炎が火の粉となって飛散すると、その中心に人間のシルエットが現あらわれる。


「あ……ああ……っ！」


　涼子は身体中に鳥とり肌はだの立つのを感じた。アドレナリンが全身を駆かけめぐり、血けつ液えきが沸ふつ騰とうし、体温が一気に上じよう昇しようして目め眩まいすら覚える。


「──オ・マ・タ・セ[image: ]」


　その人を食った挨あい拶さつが、復ふつ活かつした草[image: ]静馬の第一声だった。


「し……」


　涼子の声は、背後から怒ど濤とうのように沸わき上がった歓かん声せいにかき消された。




[image: ]


　静馬の復活を祝福する歓喜の叫さけびと拍はく手しゆ、そして床ゆかを踏ふみ鳴らす靴くつ音おとが闘とう技ぎ場じよう全体を震ふるわせる。


　自分の声すら聞きとれないほどの大声援を浴びながら、静馬は当然のごとく不ふ敵てきな笑みを浮かべた。視線を巡めぐらせ、轟とどろく歓声に気け圧おされた様子の１号２号に目を向ける。


「コウモリにクモの怪人か……ハン、典型的なザコキャラやな！　せーぜー序じよ盤ばんの嚙かませ犬が関の山や。ま、お前らにはお似に合あいやけどな」


　１号２号は低く唸うなったがすぐには手を出してこなかった。静馬の近くに降おり立った刹羅の姿が視界に入っていたからだ。


　糸の罠と１号の攻こう撃げきで傷を負った刹羅の顔は蒼そう白はくだった。もともと色素が薄うすいため死人のような顔色になっている。


「京極、これで貸かし借りなしや」


「…………フン」


　静馬の言葉に、刹羅は鼻を鳴らした。


　地じ雷らいの集中爆ばく撃げきから生せい還かんできたのは静馬の独どく力りよくによるものではなかった。


　爆発の直前に真上方向に跳ちよう躍やくして直撃は免まぬがれたものの、高度が足りずに爆発の炎に呑のまれそうになったところを刹羅の放った風の防ぼう御ぎよ結界で包まれ、そのまま爆風の圧力に乗って天てん井じようまで運ばれたのである。


　刹羅の救出方法が繊せん細さいかつ強力だったことに比くらべると、２号の繭を〈炎ほのおの虎とら〉で燃もやすというやり方はかなり雑ざつだが、ピンチを救ったという点では同じといえる。


『おおおお～～～～～っとぉ！　流星のごとく舞い降りたのは草[image: ]静馬！　あの爆発から奇き跡せきの生還です!!　しかし……燃える男と呼ばれる草[image: ]の身体が本当に燃えているように見えます！　これは人体発火現げん象しようでしょうか!?』


『いや、違ちがうな。あれは普ふ通つうの炎ではない！』


　藤堂が興こう奮ふん気味に断だん言げんした。


『あれはおそらく〈神威カムイの拳けん〉の力──つまり特別な呼こ吸きゆう法により生み出される〈気〉のパワーだ。本来、普通の人間の目には見えないものだが、何らかの理由で見える状じよう態たいになっている……そう考えるのが妥だ当とうだろう』


　その解かい説せつを聞いて、涼子は重大な事じ態たいに気付いた。


　ブラック・ノヴァ１号２号が怪人に変身したことについて誰だれも説明できないのが現状だが、真まな鶴づるの海底でカニの怪物に変身した〈フライング・シーマンズ〉と闘たたかった経けい験けんのある涼子には、その二つの事こと柄がらの間に共通点を見出すのは容よう易いだった。


　異世界ソルバニアから地球へ廃はい棄きされた〈魔ま素そ〉を浴びた生物は怪物化する。〈神威カムイの拳けん〉のパワーが視し覚かく化かされるのも、空気中に一定レベルを超こえる濃のう度どで拡かく散さんした〈魔素〉の影えい響きようと考えれば説明がつく。


　真鶴の事じ件けんとの相そう違い点は、１号２号の場合は最初から静馬と対戦することを前ぜん提ていに〈魔素〉を注入され、送り込まれた刺し客かくだと推すい測そくされるところだった。


　やはりこの大会は仕組まれているのだ。


　しかし、闘っている静馬にとっては裏で何が仕組まれていようと関係はない。目の前の敵を粉ふん砕さいするのみだ。


「それにしてもクモ野や郎ろう……おのれの出す『糸』は、ちっとばかし燃えやすすぎるんとちゃうか？　火気厳げん禁きんやで」


　静馬の身体からだを包む炎が右の拳こぶしに集中し、目ま映ばゆく輝かがやいた。その拳を手近に張られていた糸に叩たたきつける。


　ボフッ！


　紅ぐ蓮れんの炎が糸を伝って走った。


　その速さに驚おどろき、逃にげ遅おくれた２号の身体が一いつ瞬しゆんにして炎に包まれる。それを見た１号は慌あわてて飛び上がり、２号に近寄った。


　胸むねの辺りから噴ふん出しゆつした黄色いガスを、羽ばたきで起こした風で吹き付ける。２号の身体を包んだ炎はものの数秒で完全に消火された。


「……見たか？」


　静馬が刹羅に訊きいた。


「…………ああ」


　刹羅は敵から目を離はなさずに答える。


　二人の口元に相そう似じ形けいの笑みが浮うかんだのは、ほぼ同時だった。


「フッ……フハハハ……ワハハハハハハハハッ!!」


　突とつ然ぜん笑いはじめた二人に、観客だけでなく１号２号までもが呆あつ気けにとられた。


　静馬はともかく、陰いん気きで無ぶ愛あい想そうという印象の刹羅が同じように声を出して腹はらの底から笑っている姿は不気味ですらある。蒼白だった顔色にわずかに血の気が戻もどっている。


　ひとしきり笑うと、二人は申し合わせたように真顔に戻った。


「コウモリは俺おれがやる」


　刹羅がそう言うと、


「したらオレがクモ担たん当とうやな」


　静馬は頷うなずいて舌したなめずりした。


　先に動いたのは刹羅だった。


　右手を振ふり、小竜たつ巻まきを１号２号にぶつける。四つん這ばいで蜘く蛛もの巣に摑つかまっている２号は耐たえたが、空中にいた１号は強きよう烈れつな上昇気流に吹き飛ばされた。


　刹羅が１号を追って飛ひ翔しようすると、静馬は糸の上を走って２号に迫せまった。


　二人の作戦は単たん純じゆん明めい快かいだった。


　１号を刹羅が、２号を静馬が相手にする──要はそれだけである。


　先刻さつきの１号の行動で、敵てきの能のう力りよくについての最後の謎なぞは解とけた。


　１号の脇わき腹ばらの部分には左右に三本ずつ計六本の管があり、そこから黄色いガスを噴出する仕組みになっている。そして黄色いガスの正体は『消火剤ざい』であった。もちろん単なる消火剤ではなく、静馬の〈炎の虎〉をも消してしまう性能を持っている。


　人間体での対戦時、１号に対する静馬の攻こう撃げきがほとんど効こう果かを上げなかったのも、打撃に上乗せされるはずの神気の威い力りよくが消火剤で無効化されていたためだった。〈炎の虎〉で引火してしまう２号の糸で静馬の自由を奪うばえたのも消火剤があってこそである。


　２号の能力である蜘蛛の巣は、刹羅の自由な飛翔を妨ぼう害がいするのに効果的だった。１号との連れん携けいがあれば刹羅を罠わなに追い込むこともたやすい。


　チームとしてのブラック・ノヴァは１号が前ぜん衛えい、２号がその援えん護ごと役やく割わりを分担することでそれぞれの短所を補おぎない長所を活いかすことができる。


　ただし、それが最大限の効果を発はつ揮きするのは二対一の状じよう況きように限げん定ていされていた。


　相性として１号は静馬、２号は刹羅に対して有利だが、組み合わせが入れ替かわるとその関係が逆転するからだ。


　二人の狙ねらいに気付いた１号は２号の援護に向かおうとしたが、その前に刹羅が立ちはだかった。真下のポジションをキープした刹羅は上昇気流を巧たくみに操あやつり、１号の高度を下げさせない。


　業ごうを煮にやした１号は刹羅に向かって突とつ撃げきした。刹羅を撃退しないかぎり地上に降りるのは不ふ可か能のうと判はん断だんしたからだ。


『ＫＹＵＲ──』


　刹羅に接せつ近きんした１号が恐きよう声せいを発する。これまでの闘いで効果は保ほ証しよう済ずみだった。消しよう耗もうしている今の刹羅になら相当なプレッシャーになるはずだ。


　しかし咆ほう哮こうした瞬間──その声が消失した。


　観客の声援や翼つばさが風を切る音はそのままに、１号の発した声だけが消えている。


　１号は、刹羅が声もなく叫さけんでいることに気付いた。


　違う。無音の叫びではない。


　恐声と逆位相の音波を発して相そう殺さい、消音しているのだ。


　１号はそれを理り屈くつではなく本能で理解した。一撃離り脱だつ戦法の布ふ石せきとなる技わざを封ふうじられた今、離脱するか、予定していた攻撃を続行するかを瞬時に判断しなければならない。


　１号は迷まよわずそのまま体当たりする勢いきおいで突っ込んだ。


　戦せん術じゆつ的に有利と判断したからではない。かぎ爪づめで刹羅を引き裂きたいという欲よつ求きゆうを優ゆう先せんさせたのだ。魔ま人じんと化した者の性さがであった。


　正面から突っ込んでくる１号に対して、刹羅は両りよう腕うでを突き出した。


　両腕に大気が凝ぎよう集しゆうし、極きよく端たんな気き圧あつの差によって刹羅の姿すがたが歪ゆがむ。


　左腕には時計回り、右腕には反時計回りに渦うずを巻まく、超ちよう高圧の蒼黒い竜巻が発生した。


　その二つの竜巻が歯車のように嚙かみ合う中心は、鋼こう鉄てつすらチョコレートのように削けずり砕くだく、圧あつ倒とう的な破は壊かいエネルギーの嵐あらしであった。


〈ヨミドノアカラシマカゼ〉──本来敵の接近を許ゆるさずに闘う刹羅にとって唯ゆい一いつの、近きん距きよ離りで最大の破壊力を発揮する必殺技であった。


　１号は危き険けんを察して反転しようとしたが、すでに遅おそすぎた。


　正面から見た〈ヨミドノアカラシマカゼ〉は、空中に大きく口を開けた、奈な落らくの底へと通じる黒々とした裂け目クレバスであった。


　羽ばたきによる抵てい抗こうもむなしく、１号はその暗黒の裂さけ目に吸すい込こまれる。


『ＧＹＵＲＲＲＲＵＵＵＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ──────ッ[image: ]』


　骨こつ肉にくが粉ふん砕さいされるおぞましい音とともに、魔人の断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。





「待たんかいオラ～！」


　リング上では静馬と２号の熾し烈れつなバトル──ではなく鬼ごっこが続いていた。


　単独では静馬に対する有効な攻撃手段を持たない２号は、周囲に張り巡らせた糸から糸へ飛び移うつって逃げる以外に策さくがなかったのだ。地雷を糸で巻き取って投げつけようにも、誘ゆう爆ばくのおかげでリングの近くには一つも残っていない。


　２号は時間を稼かせいで１号の援護を待つつもりだが、静馬がそれを許すわけもなかった。


「いつまでも逃げられると思うなよ……これでどうじゃ！」


　静馬は自分の周囲に張られている糸という糸すべてに拳こぶしと蹴けりを叩たたき込んだ。炎が四方八方に走り、闘技場に張り巡らせた蜘蛛の巣全体が炎えん上じようする。


　退たい路ろを断たたれ、炎に追い立てられた２号はたまらず跳ちよう躍やくした。それを待ち構えていた静馬も床を蹴る。


　露ろ骨こつに逃げ腰ごしだった２号は、その瞬間に反撃に転じた。


　筒つつ状じようの舌を伸のばし、先端に黒い毒どく針ばりをセットして振り向く。空中にいる静馬に逃げ場はなかった。針に仕込まれた猛毒は１号の消火剤同様、神気の防御を貫つらぬいて一発で麻ま痺ひさせる。針の成分は糸とは違い可か燃ねん性せいではない──


　フシュッ！


　毒針が静馬の眉み間けんを狙って発射された。


　しかし──静馬は右手の人差し指と中指で、毒針をピタリと挟はさんで止めた。


　ヤキトリの串ほどもある毒針である。奇き襲しゆうに使うにはサイズが大きすぎた。


「甘あまいんじゃ、ボケがッ！」


　指を弾はじいて毒針を投げ返す。毒針は２号の右目を貫いた。


「チェストォォォォォッ！」


　メギッ！


　静馬の跳び蹴りが２号の身体を突き上げる。


　着地した静馬は、再さい度ど跳躍して空中の２号を追撃した。


「チェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェスチェス・チェストォォォォォ──ッ!!」


　重機関銃のごとき爆音とともに、炎を帯びた無数の蹴りを２号の全身に叩き込む。


　地じ雷らいの集中爆撃のお返しだった。


　完かん膚ぷ無なきまでに粉ふん砕さいされた２号は、最後のひと蹴りで空中高く弾き飛ばされた。


　刹羅の〈ヨミドノアカラシマカゼ〉で両りよう翼よくを小間切れに破は壊かいされ墜つい落らくしてきた１号と、飛ばされた２号がちょうど空中で重なった。


　空中の刹羅と、リング上の静馬の目が合った。


　一いつ瞬しゆんのアイ・コンタクト。


　刹羅は黒い烈れつ風ぷうとともに急きゆう降こう下かし、静馬は紅ぐ蓮れんの炎ほのおとともに飛ひ翔しようする。


〈闇あん黒こく天翔〉と〈火の鳥〉──漆しつ黒こくの鴉からすと真しん紅くの鳳ほう凰おうが空中で交差した。





　　　　六





「きゃあああっ！」


　轟とどろく銃じゆう声せいに、美月は思わず声を上げていた。


　五発撃うったところで慶一郎は射しや撃げきを止やめた。人ひと影かげに命中したが、手て応ごたえがない。


「……痛いてえじゃねえかよ」


　廊ろう下かの先から聞こえてきたのは、美月の知っている人間の声だった。


「秋嵩ちゃん？　そこにいるのは秋嵩ちゃんね!?」


「おう美月！　無事か!?」


　廊下に現あらわれたのは不動秋嵩だった。


　第二試合でボロボロになった服は着き替がえているが、静馬の必殺技わざを食らって焦こげたウリ坊ぼう頭あたまはそのままである。試合終了から三〇分ほどしか経たっていないにもかかわらず見た目はまったく元気そのものだった。恐おそるべき回かい復ふく力りよくとタフネスぶりだ。


　秋嵩は胸むねにめり込んだ弾だん丸がんを指でほじり出した。慶一郎の撃った弾はほぼ正せい確かくに心しん臓ぞう周辺に命中していたが、すべて皮膚の表面で止まっていた。


「美月ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶかい？」


　廊下の角に身を隠かくした七瀬が声をかけてくる。幻弥からの連れん絡らくを受け、秋嵩を連れて美月の救出にやって来たのた。


「あたしらが来たからには安心しな！　必ず助けるから」


「七瀬さん……」


　それを聞いた美月は感かん激げきしたが、すぐに思い直して蒼そう白はくになった。この二人と慶一郎を闘たたかわせてはいけない。


　美月が警けい告こくしようとした矢先、慶一郎が口を開いた。


「柴しば崎ざきとかいう男と同じ能力か……少々面めん倒どうだな」


　秋嵩の眉まゆがピクリと動いた。


「てめえ、柴崎さんを知ってんのか？」


「今日、二十八人目に始末した男だ」


　秋嵩の顔色が変わった。柴崎勲いさおは兄弟子だが、秋嵩に〈金こん剛ごう拳けん〉を直ちよく接せつ伝でん授じゆした師し匠しようでもあった。


「なかなかの使い手だったが、三〇秒と保もたなかったぞ。お前では俺おれには勝てん」


「んだとお!?」


　慶一郎は事実を言っただけだが、秋嵩にとっては挑ちよう発はつ以外の何物でもなかった。


　激げつ昂こうして思わず足を前に踏ふみ出す。それを止めたのは、首に巻まき付いたチェーンと、美月のこめかみに突つきつけられた銃だった。


「こちらに人ひと質じちがいることを忘わすれるな。手を出せば殺す」


「秋嵩ちゃん、言う通りにして……お願い」


　美月にそう懇こん願がんされ、秋嵩は渋しぶ々しぶ後ろにさがった。


「廊下の先にある階かい段だんを使って上に上がれ。そして俺の前に二度と現れるな」


「美月はいつ返してもらえる!?」


「俺の用事が終われば解かい放ほうする」


　何の保ほ証しようもない言葉だった。美月は、慶一郎が器用な噓うそのつけない男だと今さらながら気付いた。これでも闘いを避さけるために最さい大だい限げんの努力をしているのだ。


「七瀬さん、秋嵩ちゃん、聞いて！」


　美月の脳のう裏りに一つのアイデアが閃ひらめいた。


「幻弥の叔お父じ様がこの人の身内の方を誘ゆう拐かいしたの！　その人を自由にしてあげて」


「何だって？　どういうことだい!?」


「私と同じ年とし頃ごろの女の子よ……この上の階のどこかにいるわ。二人でその子を助けに行って！　私は大丈夫だから──」


「美月ちゃん……」


　七瀬は美月の声がしっかりしていることに驚おどろいた。銃を持った男に捕つかまっていると聞いて、不安に怯おびえて泣いているだろうと想そう像ぞうしていたからだ。


　京極家でも美月がこれほどはっきりとものを言う声を聞いたことはなかった。内気で引っ込み思案な、おとなしい少女なのだ。何かが美月を変えたのだと七瀬は直感した。


「……分かったよ。それで、その子の名前は？」


「鬼おに塚づか美み雪ゆきだ」


　慶一郎が答える。


「じゃあここで待ってな。あたしらが取り返して……」


　秋嵩が吼ほえたのはその時だった。


「ウオオオオッ！」


　獣けもののような叫さけびをあげながら、拳を壁かべに叩たたきつける。


　ゴゴゴゴゴゴゴッ！


〈山の轟とどろき〉の振しん動どう波はがフロア全体を揺ゆり動かした。コンクリート剝むき出しの壁に亀き裂れつが走り、電気系けい統とうのどこかが断だん線せんしたのか、瞬時に照明が消えた。


　美月は凍こおり付いた。


　秋嵩は現在の状じよう況きようをほとんど何も知らないに等しい。


　試合に負けて戻ってきた直後、この場所にいるはずのない美月の危き機きを知らされ、駆かけつけてみれば美月を人質に取った男に師匠の柴崎が倒たおされたという。もともと知ち恵えが回る方ではない秋嵩に冷静になれという方が無理だった。


　銃声が響ひびいた。慶一郎が発はつ砲ぽうしたのだ。


　その火花で、こちらに突進してくる秋嵩の姿が見えた。


「この人と闘っちゃダメェェ────ッ!!」


　美月の悲ひ痛つうな叫さけびが、闇やみの中にこだました。





　　　　☆





〈神威カムイの拳けん〉の必殺技フルコースをしこたま食らったにもかかわらず、人間体に戻もどったブラック・ノヴァの二人は五体満足だった。


　根こそぎ砕くだかれた１号の両りよう腕うでも再さい生せいしている。変身は肉体の『変形』ではなく、細さい胞ぼうレベルの分ぶん解かいと再構こう成せいという過か程ていを経へているらしい。破壊された体組そ織しきの分が差し引かれているのか、二人とも変身前と比ひ較かくして体たい格かくがひとまわり貧ひん弱じやくになっていた。


　しかし静馬の興きよう味みはそんなところにはない。覆ふく面めんファイターとの対決のお約束といえばマスク剝はがしに決まっていた。


「♪すわ～て、何が出るかな～？　何が出るかな～？　ハテハテフム～ン」


　静馬は変な歌を歌いながら、嬉き々きとして１号２号のマスクを剝がしにかかった。


　マスクが剝ぎ取られ、復ふつ旧きゆうした大型スクリーンに二人の素す顔がおが映うつし出される。


　性格通りに人相の悪い、チンピラ風の若わかい男である。１号の顎あごを補ほ強きようする鉄板は耳の辺りまで覆おおっている。


　二人の顔をまじまじと覗のぞき込こんだ静馬は、期待を裏うら切ぎられたように首をひねった。


「……誰や、こいつら？　ゼンッゼン見覚えあれへんわ」


　驚きよう愕がくの正体を期待していた観客からも失望のため息がもれる。独ひとり、合が点てんがいったようにポンと手を打ったのは大作だった。


「涼子さん、あの１号の顔、見覚えないですか？」


「さあ、知らない顔ね……分かったの？」


「ヒントはあの顎ですよ。あれは南雲先生にやられたんです」


「南雲先生？」


　涼子は再ふたたびスクリーンに映うつされた顔を見たが、ピンとこない。


「じゃあ僕ぼく、ちょっと行って知らせてきます。みんな知りたいでしょうからね」


　そう言うと、大作は実況席の方へ小走りに駆かけていった。やがてアナウンスが入る。


『──ただいま情じよう報ほうが入りました！　ブラック・ノヴァ１号２号の正体ですが……１号はチーム〈ブラック・チェンバー〉の黒くろ木き、２号はチーム〈メガ・ノヴァ〉の野の庭ばと判明いたしました!!　ともに暴ぼう力りよく団だんを背はい景けいに持つエセ・バイパーズでしたが、正せい義ぎの鉄てつ槌ついを受けて壊かい滅めつしたとのこと。今回はその報ほう復ふく戦だった模も様ようです。それにしても二つの名前をくっつけただけとは、何とお手軽なネーミングでありましょうか！　頭の悪さが窺うかがえます』


　アナウンスに聞き耳を立てていた観客たちは、事実を知って呆あつ気けにとられたが、すぐに『何じゃそりゃ！』とツッコミの嵐あらしが巻まき起こった。


　静馬は名前を聞いても二人のことを思い出せなかった。


「しょーもな！　結局ドチンピラやんけ。ザコ扱あつかいしといて正解やったわ」


　一方涼子は、ようやく１号──〈ブラック・チェンバー〉黒木のことを思い出した。


　思い出したとたんに頭に血が上り、身体からだが熱く火ほ照てる。


　涼子にとっては思い出すのも腹立たしい、屈くつ辱じよく的な事じ件けんだったからだ。


　しかし、その事件が現げん在ざいの涼子の出発点となったことも確たしかだった。飛天流への入門を決意したのもその一件があればこそである。


　その事件で黒木は友人の結ゆう城きひとみを人質に取り、さらにピストルまで使ったが、結局は慶一郎によって倒されている。今回は魔人と化して挑ちよう戦せんしてきたが、やはり静馬と刹羅の前に敗れ去った。


　当然そうあるべき結末だが、それが実現されることは少ない。


「所しよ詮せん、借り物の力で利を得ようとする悪党の末路なんて、こんなものね」


　自分が活かつ躍やくしたわけでもないのに、涼子は誇ほこらしげな気分だった。


「涼子さん、涼子さん！」


　戻ってきた大作は血相を変えていた。


「何よ、慌あわてて……」


「右京さんから連れん絡らくです！」


　大作から無線通信機を受け取る。耳に当てると、雑ざつ音おん混まじりに男の声が聞こえてきた。


『嬢じようちゃん、出番だ。上に上がってこい。これから言うルートをよく憶おぼえろ──』


　リングでは静馬が勝ち名乗りを上げている。


　観客がそれに応こたえて熱い声せい援えんを送る中、涼子は闘いの予感に身を引き締しめた。





　決勝第三試合・vsブラック・ノヴァ戦──草[image: ]＆京極チーム勝利。


　激げき闘とうを繰くり広げてきた〈Ｖ─１エクストリーム〉も残るはただ一試合、静馬と刹羅の間で行われる最終決戦のみである──










　第四十七話　サムライガール［煉れん獄ごく決けつ闘とう篇へん］







〈九月十五日──追記[image: ]〉





　江戸時代の太平の世では、武ぶ士しといえども実じつ際さいに刀を抜ぬいて斬きり合うなんてことは一生に一度あるかないかの一大事だったらしい。しかしその生しよう涯がい一度の実戦に不覚をとるようなことがあれば、武士としての面めん目ぼくは丸まる潰つぶれとなる。だからこそ毎日の鍛たん錬れんを欠かさず、危き急きゆうの事じ態たいに備そなえたのだ。


　現げん代だいの日本で生活し、武ぶ術じゆつや格かく闘とう技ぎを学ぶ者にしても、命のやり取りをするほどの実戦は生涯に一度あるかないかの経けい験けんに違ちがいない。


　万一そんな事態に遭そう遇ぐうしたとしても、まともな人間なら──闘たたかわずに逃にげた方がいい。


　結果がどうあれ、必ず後こう悔かいすることになるからだ。





　　　　一





「下の連中から連絡がない？　それはそれは……」


　白衣の男は皮肉っぽく鼻を鳴らした。


「暴力しか能がないくせに足止めすらできないわけですか？　やれやれ、役に立たん粗そ大だいゴミどもだ。一人で殴なぐり込んできたその男……南な雲ぐもでしたか？　会ったらお礼を言わないとね。厄やつ介かい払ばらいをしてくれてありがとう、と」


　男の辛しん辣らつな言葉に、報ほう告こくを持ってきた連絡係は返す言葉もなくうなだれた。


　健康プラザとしま９Ｆ──


　このフロアに陣じん取どっているのは、幻げん弥やの組そ織しき〈ユニオン〉の幹かん部ぶの一人である白衣の男──澤さわ田だとその配下八名だった。


　澤田は眼鏡めがねと白衣が似に合あう、会社勤づとめの研究者といった印象の男である。ユニオンの初期メンバーではなく、二年前に幻弥に幹部待たい遇ぐうでスカウトされてきた新参者だった。


　ユニオンの幹部はヤクザ組織の構こう成せい員いんらしくない外見の持ち主ばかりだが、澤田はその中でもひときわ異い質しつな存そん在ざいだった。


　幹部の中では唯ゆい一いつの妻さい子し持もちで、ローンで買った郊こう外がいの一戸建てに住んでいる。


　自分がユニオンの幹部であることを家族には知らせず、家庭内ではよき夫、よき父親を完かん璧ぺきに演えんじているという。


　およそ暴力の臭においを感じさせない、外見上は非ひの打ち所のないまっとうな社会人である澤田の、ユニオンにおける役やく割わりはドラッグの専せん門もん家かだった。


　ユニオンの金きん銭せん的てき収しゆう入にゆうのおよそ半分は、澤田が入手から販はん売ばいまでの一いつ切さいを取り仕切るドラッグの売買によるものである。


　澤田の扱あつかってきたドラッグの種類は一〇〇を超こえ、裏うらで流通するほぼすべての製せい品ひんについて熟じゆく知ちしていた。新製品を入手するとその効こう果かを人体実験で確かく認にんし、中毒症しよう状じようが進行していく様子をつぶさに観察する。そうして効こう率りつ的な処しよ方ほうを研究し、その結果をもとに、客から最さい大だい限げんに金を搾しぼり取るための販売戦せん略りやくを導みちびき出すのだ。


　本人の弁べんによればやっている事は一いつ般ぱんの企き業ぎようと同じだという。だが澤田の仕事ぶりを知る者には、それが詭き弁べんであることは分かり切っていた。


　澤田は真性のサディストである。


　本業を偽いつわって家庭を持っているのも、正体がバレた時に家族が味わうであろう悲ひ嘆たんと絶ぜつ望ぼうが楽しみで仕方がないからだ。


　澤田は自分ではドラッグはやらない。それだけでなくアルコールやタバコ、コーヒーやチョコレートに至いたるまで、およそ嗜し好こう品ひんと呼よばれる物にはまったく手を出そうとしない。女やギャンブルに狂くるうこともなかった。大声で笑うことも、眉み間けんにシワを寄よせて憤いきどおることもしない。熱ねつ狂きよう的な興こう奮ふんとは縁えん遠どおい、植物的な感性を持った人物といえる。


　そんな澤田が心血を注ぐのがドラッグだが、興きよう味みの中心はドラッグそのものでも、取り引きによってもたらされる莫ばく大だいな富とみでもなく、ドラッグを投とう与よされた人間が壊れていくその過か程ていにあった。


　澤田が恍こう惚こつの微び笑しようを浮うかべるのは、中毒者が禁きん断だん症状に苦く悶もんする様を眺ながめる時だけだ。


　極きわめて有ゆう能のうな稼かせぎ頭がしらでありながら他の幹部から敬けい遠えんされているのは、善ぜん良りような市民の仮か面めんの裏に潜ひそむ、常じよう人じんには理り解かいしがたい怪かい物ぶつ的本性を恐おそれるが故ゆえであった。


　部下の報告に腹はらを立てながらも、澤田の口元には薄うすい笑みが張はり付いたままになっていた。『人生で最も楽しい時間』を満まん喫きつしている最中だからである。


　澤田がいるのは９Ｆの西側にある六畳じようほどの広さの一室である。


　剝むき出しのコンクリートの壁かべで囲まれた殺風景な部屋だった。部屋にあるのは澤田の座すわっているパイプ椅い子すと、黒いアタッシュケースを載のせた小さな机つくえ、そして病院等で使われる昇しよう降こう機き能のう付きのベッドが一台──


　鬼おに塚づか美み雪ゆきはそのベッドに仰あお向むけに寝ねかされ、手足を革かわのベルトで拘こう束そくされていた。


　口には猿さる轡ぐつわを嚙かまされている。両目は開いているが、その視し線せんは焦しよう点てんを結ばず、彼方かなたの虚こ空くうを彷徨さまよっていた。連れん絡らく係がベッドを覗のぞき込こみ、顔の前で手を振ふったが、反はん応のうはない。


「上から、娘むすめの仕上がりはどうなっているかと訊きいてきてますが……」


「順調だと伝えてください。南雲が現あらわれる前には終わらせておきます」


「予定をもう一時間も過すぎています」


「ボスは分かっていないんですよ。短時間で壊すのは繊せん細さいで手間のかかる仕事なんです。とくに子こ供どもの場合はね。投与する量とタイミングに注意しないとすぐにショック死してしまいますから」


　ベッドの美雪に変化が起こった。呼こ吸きゆうが荒あらくなり、額ひたいに汗あせの粒つぶが浮いている。


　澤田はアタッシュケースを開けると、中に詰つめ込こまれた薬品や器具の中からペンライトを取り出し、美雪の両目を調べた。瞳どう孔こうが収しゆう縮しゆくし、涙なみだ目めになっている。


「ちょうど中毒症状が出始めたところです」


「薬は何を？」


「〈チャイナ・ホワイト〉──合成ヘロインですよ。もうしばらくすると痙けい攣れんが始まるでしょう」


　急にフロアが騒さわがしくなった。間もなく部屋と廊ろう下かを仕切っている白いカーテンが開き、警けい備びを担たん当とうしている部下が顔を出した。




[image: ]


「どうしました？　南雲が来るにはまだ早いようですが」


「澤田さん、つかぬことを伺うかがいますが……我われ々われに一服盛もりましたか？」


「話が見えませんよ。どういうことです？」


　澤田は怪け訝げんな顔になったが、部下の方も同様だった。


「どうも妙みような幻げん覚かくが見えるんですよ。それも全員です」


「幻覚？　どんな感じの？」


「白い着物に赤い袴はかまを穿はいた……ちょうど巫み女このような格かつ好こうの女です。そいつがフロアを歩き回ってるんです。全員に見えてるんですが、捕つかまえようとしても捕まらなくて……幻覚じゃないとしたら幽ゆう霊れいとしか──」


　カチャン。


　澤田の手から滑すべり落ちたペンライトが床ゆかで跳はねて、乾かわいた音をたてる。


　部下の言う『幻覚の女』が部屋に入ってきた。


　その現れ方が異様だった。戸口に立っている部下の身体からだを突き抜けて部屋に侵しん入にゆうしてきたのである。


　巫女装しよう束ぞくの女はベッドの前で立ち止まった。


　なるほどこれは幻覚だ──澤田は一目で納なつ得とくした。


　下手な合成写真のように、女の姿すがたは背はい景けいから浮いて見えた。


　陰いん影えいにとぼしく、全体的にピントが合っていないようなおぼろげな見え方である。


　何より奇妙なのは、女の顔がはっきりと見えないところだった。モザイクがかけられているというよりは、視覚に盲もう点てんができたように像ぞうを結ぶことが出来ない。


　ベッドの上で美雪の身体からだが跳ねた。


　全身に鳥とり肌はだが立ち、四し肢しが痙攣する。見開かれた両目からとめどなく涙が流れる。


　澤田は美雪の状じよう態たいが気になったが、巫女装束の女から目を離はなすことが出来なかった。


　女が動いた。白衣の袂たもとから、長い棒ぼう状じようの武ぶ器きが伸のびる。


　それは三日月形の刀身を付けた薙なぎ刀なただった。月光を浴びたように銀色に光る刃やいばだけが、幻覚とは思いがたい現げん実じつ感かんを帯びていた。


　部屋には薙刀を振ふり回すようなスペースはない。しかし、女は両手で摑つかんだ薙刀を水平に振るった。


　銀色の光が一いつ閃せんし、灰はい色いろの壁が鮮あざやかな真しん紅くに染そまった。





　　　　☆





　直径二〇メートル、深さ二〇〇メートルを超える縦たて穴あなの底──


　中心に巨きよ大だいな水すい晶しようの柱を擁ようした謎なぞの〈装そう置ち〉の前に立つミアンは、縦穴を照らす緑色の輝かがやきに目を瞠みはった。


　やや青みがかった緑の光は、水晶の柱の中心にある球体から発せられている。光は水面を透とう過かしてきたように波打っていた。


　ミアン自身が装置を操そう作さしたわけではない。操作パネルには電でん源げんスイッチと出力調整レバーの他には数個のスイッチしかなく、それらの機き能のうをミアンは知らされていなかった。


　水晶柱は〈Ｖ─１エクストリーム〉の進行に従したがい次し第だいに明るさを増ましてきていたが、目ま映ばゆいほどの強い輝きを放ったのは初めてのことだった。しかも今は最終決戦前のインターバルなのだ。ミアンはモニターを確かく認にんしたが、そこに映うつっている闘とう技ぎ場じようではリングの整備が行われている最中だった。


　サングラスをかけて水晶柱を観察したミアンは、発光する球体の表面に刻きざまれた奇妙な模も様ように気付いた。〈Ｕ〉と〈[image: ]〉に似にた図形を組み合わせた何かのシンボルに見える。


　ほんの微かすかながら、何かの歌か──あるいは歓かん声せいを思わせるさざめきが聞こえてくる。水晶の柱自体が震しん動どうしているようにも感じられた。


　ヴォン！


　青白い電光が、ミアンの頭上を飛び交かった。


　電光が空中の四か所に集束し、装置を取り囲むように四つの人ひと影かげが出現する。


　フード付きの白いマントを纏まとった秘ひ密みつ結社の構成員を思わせる姿の四人は、装置を発注した異界の神官たちであった。


「どうなっている!?」


　その問いかけに、神官の一人がフードを上げてミアンを一いち瞥べつした。赤あか錆さびのような肌色に、猫ねこを思わせる金緑色の瞳ひとみ。外見上は十代の少年のように見える。


『──ゲージが上がっている。予定外の要素が活性化したようだ』


　機械を通して変調されたような声が縦穴内に響ひびく。本人が喋しやべっているのではなく、合成音声によって吹き替えがされているように聞こえる。


「計画に支し障しようは？」


『支障はない。ただし前まえ倒だおしされる可能性はある』


「曖あい昧まいな答えですね」


『計画に干かん渉しようする外部の意い志しが働いている』


「我わが方の手で排はい除じよできましょうか？」


『────』


　神官はミアンを凝ぎよう視しした。瞳どう孔こうが縦にすぼまる。


『不確実だ。そして現在のところ影えい響きようは無視できる範はん囲いに留とどまっている』


「おっしゃることが矛む盾じゆんしているように聞こえますが？」


『こちらの世界では我々の扱える情報量に限界があり、不確定要素が多すぎる。そして人の意志そのものは演えん算ざんの対象外だ』


「所しよ詮せんは神ならぬ身というわけですか」


　ミアンの言葉が皮肉だと理り解かいしたかどうか──神官は視線を水晶柱に戻した。


『我々は魔王に仕えし者だ。それを忘わすれるな』


　そう言い残すと、四人の神官は再ふたたび光に包まれ、電球が切れるように消失した。





　同時じ刻こく──澁しぶ澤さわ右う京きようは、東武東上線を跨またぐ陸橋の上にいた。


　建けん設せつ中の豊と島しま清せい掃そう工場と、併へい設せつされる健康プラザとしまの両方を正面から捉とらえられる場所である。


　オペラグラスを構かまえ、空を仰あおぐ。


　右京が観察しているのは工場でも隣となりのビルでもない。工場から天に向かって伸のびている長大な塔とうの頂ちよう上じよう付ふ近きんだった。完成すれば高さ二〇〇メートルを超え、サンシャイン60を上回る池袋の新たなランドマークとなる塔である。


　その塔の正体は煙えん突とつだった。


　しかし工場が完成していない今、その塔の先せん端たんから出ているのはもちろん煙けむりではない。


　青みがかった緑の光だった。月光のような淡あわい光の柱が真上に伸び、空を貫つらぬいて果てしなく伸びている。


　右京はオペラグラスをズボンのポケットにしまうと、ジャケットの内ポケットから懐かい中ちゆう時計に似た計器を取り出し、竜りゆう頭ずを押した。文も字じ盤ばんを確認して懐ふところに戻もどす。


　続いてジャケットの別のポケットを探さぐり、無線通信機を引っ張り出した。


「……あ～、こちら右京」


　コールするとすぐに応答があった。


『──大作です。どうぞ』


「地上へ出る頃ころだな？　嬢じようちゃんに代われ」


　大作から通信機を受け取った涼子が口を開くのを待たずに右京は話した。


「東側の階かい段だんを使って九階に上がれ。そこで目的のブツを受け取ることになるが、その前にやることがある」


『やること？』


「行きゃあ分かる。これからそん時のための注意を言うから、耳の穴あなかっぽじってよく聞け。〈番つがいの燕つばめ〉に気を付けろ──」


『ツガイノツバメ……って何なのよ!?』


「〈二匹ひき目めのドジョウ〉とは似にて非ひなる何かさ。もう一度言うぞ、〈番の燕〉に気を付けろ──以上だ」


『だからそれは……』


　涼子の呼びかけを無視して通信を切る。


「やれ忙いそがしい」


　右京は小走りに陸橋を渡わたり、路ろ肩かたに停とめておいたベスパに跨またがった。


　エンジンをかけると、塔の方をもう一度だけ見てから、ベスパを発進させた。





　　　　二





「うおおおおおお──っ！」


　暗くら闇やみの中、秋あき嵩たかが慶けい一いち郎ろうに向かって突とつ進しんしてくる。


　激げき突とつの瞬しゆん間かん、慶一郎の肩かたの上に乗っていた美み月つきは、横方向の衝しよう撃げきではなく、重力が消失したような奇き妙みような感覚を味わった。


　消えた照明の一部が回かい復ふくし、廊下に光がさす。


　慶一郎の立っている位置は変わっていない。


　勢いきおいに任まかせて体当たりしたはずの秋嵩は、足がもつれたように床ゆかに膝ひざをついていた。美月と同様に何が起きたのか分からないといった顔だ。


「クソッ……」


　秋嵩は立ち上がって摑つかみかかろうとしたが、その両りよう腕うでは空を切った。


　身を退ひいて躱かわした慶一郎は左手を伸ばして秋嵩の顔面を摑む。秋嵩の巨きよ体たいが横向きにもんどり打って壁に叩たたきつけられた。


（──片かた手てで!?）


　七なな瀬せは自分の目を疑うたがった。慶一郎は体格では秋嵩とほぼ互ご角かくだが、それでも秋嵩の突進を止めるのは容よう易いなことではない。慶一郎は秋嵩以上のパワーで正面から跳はね返したのではなく、完全に見切って受け流していた。肩に乗せた美月を落としてもいない。


　柴しば崎ざきを倒たおしたという話は噓うそではないと七瀬は確信した。実力差は明らかだった。


「秋嵩、戻りな！」


「そうはいくかよ！」


　秋嵩は再度挑いどみかかり、慶一郎の上じよう腕わん部ぶを摑んだ。今度こそ正面からの力比くらべになるかと思いきや、秋嵩は尻しりを後ろに突き出し、不ぶ格かつ好こうなへっぴり腰ごしになった。攻こう撃げきではなく逃にげているように見える。


「バカ、何やってんだよ!?」


「こ……こいつ、変だ！　摑んでるのに……手応えがねえ！」


　秋嵩は狼ろう狽ばいして情なさけない声を上げる。


　七瀬は敵てきの実力が想そう像ぞうを超こえていると直感した。一直線の突進を躱かわしたり、力の方向をずらして受け流すだけなら七瀬にもある程てい度どならできる。しかし秋嵩ほどのパワーを持った人間と正面から組み合った状じよう態たいで相手の力を完全に殺してしまうとなると、もはやレベルが違ちがいすぎる。


　人間が物体を摑んだり押おしたりする時には、その物体の外観から質量や密みつ度どなどの状態を予よ測そくし、どのような手て応ごたえがあるかをあらかじめ計算して、それに見合った力を出す。


　しかしその予測が外れた時──例えばテーブルに載のったコップを取ろうとしたらコップがテーブルに接せつ着ちやく剤ざいで固定されていたり、何十キロもある重い岩石だと思って持ち上げたら発はつ泡ぽうスチロール製せいのハリボテだったりした時、人間は衝撃を受けるとともにバランスを大きく崩くずす。


　慶一郎は秋嵩に対してそれと同じことをやっていた。


　秋嵩が押そうとする時、慶一郎は膝を抜いて身体からだをほんの一いつ瞬しゆんだけ宙ちゆうに浮ういたような状態にしていた。相手の質量と抵てい抗こうを予測している秋嵩は、その手応えのなさに驚おどろき、身体のバランスを保たもつため慌あわてて後ろに重心を戻そうとする。ちょうど『暖の簾れんに腕押し』の状態になり、その結果としてのへっぴり腰だった。


　美月の感じている奇妙な無重力の感覚は、慶一郎が膝を抜いて体重を消しているために生じていたのだ。


　武ぶ術じゆつの奥おう義ぎにはそういった極きわめて高度で精せい妙みような体術があるとは七瀬も聞いていたが、およそ理解の及およぶ代しろ物ものではなかった。那な智ちの〈ワン・ショット・アット・グローリー〉を破やぶった静しず馬まの秘ひ策さくも、それと原理を同じくする術だとは気付くはずもない。


「秋嵩、そいつはあんたの敵かなう相手じゃないよ！　退ひきな!!」


「うるせえ！　ゴタゴタ言ってる間にやることがあんだろうが！」


　その言葉で七瀬は秋嵩の考えを理解した。慶一郎が秋嵩を相手にしているその隙すきにできることがあった。それも七瀬にしかできないことだ。


「──しょうがないねえ」


　七瀬は廊下の角に身を隠かくした。電気配線が剝むき出しの天井を見上げる。


　秋嵩はいったん慶一郎から離れると、猛もう牛ぎゆうのごとき突進からタックルを敢かん行こうした。触ふれた瞬間に相手の身体が消えたような異い様ような感かん触しよくがあったが、それを無む視しして全力で押す。


　慶一郎は浮うき身みの技で突進のパワーを受け流すと、秋嵩の頭を押さえてタックルを潰つぶした。


「むぐぐ……」


　秋嵩は押さえ込こまれながらも、両手を広げて掌てのひらを床に押し付けた。


　ピキキキ……


　両の掌を中心に、コンクリートの床に亀き裂れつが広がった。〈山の轟とどろき〉の振しん動どう波はを送り込んだのだ。


　ガコォン！


　二人を中心とした半径二メートルの範はん囲いの床が崩ほう壊かいし、一気に陥かん没ぼつする。


「きゃあああっ！」


　慶一郎と一いつ緒しよに落下した美月の身体は、空中で何かにぶつかって止まった。


　腹はらと膝の辺りに痛いたみが走る。鉄てつ筋きんに引っかかったのかと美月は思ったが、そうではなかった。美月の身体は天井から伸びたチェーンによって支ささえられていた。


　慶一郎にバレないように七瀬は天井の配線に沿そってチェーンを這はわせ、落下の瞬間を逃のがさず美月の身体にチェーンを巻まき付けたのだ。陥没で開いた穴あなに近寄った七瀬は、配線のパイプを滑かつ車しや代わりにして美月の身体を吊つり上げ、廊下に降おろした。


「大だい丈じよう夫ぶかい？」


「え、ええ……」


　美月は咳せき込みながら答えた。


　吊り上げられた際さいに息が詰つまっただけでなく、チェーンが食い込んだ腹と膝に裂れつ傷しようを負ったらしく鋭するどい痛みがあった。白いサンドレスに血が滲にじんでいる。


　美月は床の穴を覗のぞき込んだ。崩落したコンクリートの粉ふん塵じんが舞まい、下の様子は分からない。


（解放してくれた……!?）


　落下の瞬間、美月は慶一郎が自分の身体を押し上げたような気がした。そうでなければ七瀬のチェーンは間に合わなかったのではないか──美月にはそう思えた。


　ドォン！


　突き上げるような衝撃に建物自体が震ふるえた。怪かい獣じゆうが暴あばれているような震動である。下で慶一郎と秋嵩が闘っているのだろう。


「七瀬さん、秋嵩ちゃんを止めて！」


「無理言うんじゃないよ。だいたい、秋嵩が何のために闘ってると思うのさ!?」


　七瀬は美月の腕を摑んで穴の傍そばから引き離した。


「秋嵩があいつの相手をしてる今のうちに逃げるんだよ！」


　廊下の奥おくの方へ押し出された美月はしばし逡しゆん巡じゆんしたが、やがて意を決して走り出した。扉とびらを開けて西側の階かい段だんに出ると、階段を降おりるのではなく駆かけ上がった。





　７Ｆ──


　肩の荷を降ろした慶一郎は、正面から秋嵩と組み合った。


　身体の芯しんを外すことで、バカの一つ覚えのように押してくる秋嵩のパワーを逆ぎやくに利用して相手のバランスを崩し、壁に叩たたきつける。コンクリートの壁が破壊されて破は片へんが飛ぶ。さらに秋嵩の身体を振り回し、反対側の壁に放ほうり投げた。


　ガゴォン！


　頭から突っ込んだ秋嵩は壁をぶち抜き、破片とともに部屋の中へ転がり込んだ。


「チッ……」


　秋嵩が起き上がった直後、粉塵の煙けむりの中から慶一郎の両手が伸び、秋嵩の頭を左右から挟はさんだ。


「──〈双そう龍りゆう勁けい〉」


　ガガガガガカガァァン!!


　凄すさまじい音が響ひびいた。


　その音の反はん響きようが消えると、辺りは急に静まり返った。


　床の穴から階下を覗き込んでいた七瀬は、灰はい色いろの粉塵の中から歩み出てくる影かげを見つけた。大男である。七瀬は警けい戒かいして身み構がまえたが、短く刈かり込まれた頭のウリ坊ぼう模も様ように気付いてホッと息を吐はいた。


「秋た……か？」


　声をかけようとして、すぐに異い状じように気付いた。秋嵩は足元がおぼつかず、視線も定まっていない。


　秋嵩は声を聞いて顔を上げ、七瀬を見た。


　その目から一ひと筋すじの赤い涙が流れ落ちる──と、不意に堰せきを切ったように、両目と両耳、鼻と口の七つの孔あなから噴ふん血けつした。


「あ……秋嵩!?」


　背後から伸びた手が秋嵩の後頭部を摑み、壁に押し付けた。


「──〈龍りゆう勁けい掌しよう〉」


　ガォォォン！


　爆音とともに秋嵩の身体からだは壁を突き破り、巻き上がる粉塵の中に消えた。


　七瀬の肌が粟あわ立だった。物理的な圧あつ力りよくを伴ともなった殺気を感じ、本能的に飛び退のく。直後、穴から人影が飛び出し、８Ｆの廊ろう下かに立った。粉塵を浴びて全身灰色になっているが、今度こそ秋嵩ではなかった。


「警告はしたはずだ……俺には勝てんとな」


　慶一郎は陰いん鬱うつな口調でそう告げ、足を踏ふみ出す。


「俺の前から失うせろ。生き延のびたければな──」


　慶一郎の言葉は率そつ直ちよくそのもので、婉えん曲きよくさは皆かい無むだった。


　それを知りながらも七瀬は動けなかった。


　恐きよう怖ふ──それもある。


　秋嵩を倒たおされた怒いかり──それもある。


　しかし七瀬を足止めしているのは二つの誤ご解かいだった。


　慶一郎が美月を捕とらえたのは単なる偶ぐう然ぜんであり、人質の交こう換かんを狙ねらった作戦ではないこと。


　慶一郎が西側の階段に向かうのは美月を追うためではなく、すべてのフロアを踏破するための予定ルートにすぎないこと。


　その二つの事実を七瀬は知らなかった。


「ここを……通すわけにはいかないよ！」


　七瀬は壁を叩いた。壁の表面を紫し電でんが走り、天井と壁に仕掛けた八本のチェーンが慶一郎を包囲するように伸びる。


　瞬またたく間に慶一郎を中心に正八面体の結界が形成された。静馬を捕らえた結界は平面だったが、これは上下左右を完全に封ふう鎖さする立体的な構造である。


　慶一郎は正八面体を構成する正三角形の一つから手を外へ伸ばそうとした。とたんに紫電が走り、その手を撃うち弾はじく。人間一人を封ふうじるだけのコンパクトな結界だが、増ぞう幅ふく回路としてのパワーは十分だった。


　結界を狭せばめて電撃攻ぜめにすれば捕ほ獲かくも可か能のうかもしれない。しかし七瀬はためらった。秋嵩が感じたように、何な故ぜか捕らえたという手て応ごたえが薄うすいのである。締しめ付けようと力を加えることで逆にスルリと逃げられそうな嫌いやな予感があった。


　美月を救出するという当初の目的は果たした。ここはいったん退いた方が得とく策さくか──七瀬が考えあぐねていると、慶一郎が動いた。


　両手を胸むねの前で組み合わせて印を結ぶ。


　コォォォォ……


〈神威カムイの拳けん〉独どく特とくの呼こ吸きゆう法による息い吹ぶきの声が響くと、慶一郎の身体から黄こ金がね色の火の粉のような輝かがやきが舞まい上がった。


　やがて慶一郎の全身が目ま映ばゆい光に包まれた。その光の圧力が結界の内部に膨ふくれあがり、チェーンが外側に向けて大きくたわむ。正八面体の結界が球状に変形していた。


「こ……こいつは!?」


　七瀬は金かな縛しばりにあったように動けなかった。


　パギィン！


　慶一郎の身体から光輪が波は紋もんのように広がり、結界を形作るチェーンを粉ふん砕さいする。


　結界から出た慶一郎は、七瀬に向けて輝く右腕を突き出した。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　拳こぶしの形そのままの神気弾が飛ぶ。


　七瀬は左手のチェーンを新体たい操そうのリボンのように螺ら旋せん状じように回転させ、神気弾を受け止めた。その圧力に押されて七瀬の足が十数センチ後方に滑すべった。


（何だ、このパワーは!?）


　京極家の使い手の中にも〈神気の遠当て〉を放てる者はいる。それを実じつ際さいに受けたこともあるが、チェーンで防ぼう御ぎよすればその瞬間に神気弾は消しよう滅めつしていた。しかし慶一郎の放つ〈神しん飛ひ拳けん〉は受け止めても威い力りよくを維い持じしたままで衰おとろえる気配すらない。小型の太陽を思わせる手応えである。


　七瀬に驚おどろいている暇ひまはなかった。慶一郎が左手で二発目の〈神しん飛ひ拳けん〉を放ったからである。七瀬は右手のチェーンで同じように防御するが、二倍になった圧力に踏ん張りきれずに廊下の角の壁際まで押し戻された。


　両腕はすでに限界だった。一発目の神気弾はエネルギーを放出して威力が弱まりつつあるが、螺旋状のチェーンで生み出す斥せき力りよくは結界の増幅なしでは長くは保もたない。弾道を逸そらして逃げるか、押し返す以外に手はなかった。


　しかし次の瞬間、七瀬の視界に絶望的な光景が飛び込んできた。


　慶一郎が三発目の〈神しん飛ひ拳けん〉の発はつ射しや態たい勢せいに入っていた。


　広げた両手を前方で渦うずを描えがくように動かすと、星雲のように展てん開かいした神気のパワーが中心の一点に集束していく。両手に集めた神気の塊かたまりを、腰だめの構えから一気に前方に解とき放つ。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　先の二発に倍する威力の神気弾が七瀬を直撃した。


　両手のチェーンが砕け散り、七瀬の身体は背後の壁をぶち抜いて吹き飛ばされる。


　大穴の開いた壁に近寄った慶一郎は、その奥を覗き込んだが、すぐに興味を失ったように廊下の先へと歩を進めた。





　　　　三





「やあ、星が出てますねえ」


　夜空を見上げた大だい作さくは呑のん気きな口調で言った。


　夜半から降ふり始めた雨はすでに止み、星が出ていた。


　涼りよう子こと大作は〈Ｖ─１エクストリーム〉最終決戦を見み届とどけることなく、闘とう技ぎ場じようまでのルートを逆に辿たどって地上へと出た。


　大作とは違ちがい、臨りん戦せん態勢にある涼子は敵てきを警けい戒かいして辺りを見回した。清せい掃そう工場の入り口付近に人気はなく、不気味なほど静かだった。


「ところでさっきのアレだけど……〈番つがいの燕つばめ〉ってどういう意味？」


「番っていうのは二つでひと組になってる物のことですよ。とくに雄おすと雌めすのことを指す言葉ですね。燕は鳥の一種で──」


「言葉の意味を訊きいてるんじゃないわよ。あの占うらない師しがどういうつもりで言ったのか知りたいの！」


「分かりませんね。本当に夫婦の燕のことを指してるのかもしれないし、別の何かを暗あん示じしているかも……」


「いい加か減げんなもんね」


　涼子は肩かたを怒いからせ、唇くちびるを尖とがらせてあからさまな不満を表した。


「そんな思わせぶりなこと言われたって、注意のしようがないじゃない」


「いざという時に気付けばいいんですよ。そういえば以前、僕ぼくも右京さんから『今日のお前のラッキーカラーは赤』って言われたことがありましたが……」


「その助言は役に立ったの？」


「立ちましたよ。その日は最終的に時じ限げん爆ばく弾だんを解かい除じよするハメになりましたが」


「…………」


「前もって『今日、お前に時限爆弾を解除してもらうから』って予告されてたら、実際その時が来るまでに神しん経けいがどうにかなってたでしょうね。思わせぶりな方が有り難がたい時もあるってことですよ」


「でもそれは……あの男と関かかわらなければ爆弾を解除することもなかったんじゃ？」


「そうかもしれません。でもその問題についてはもう答えが出てますから」


「どんな？」


「この世に生まれてきたのがそもそもの間ま違ちがい、だそうで」


　因いん果が律りつを遡さかのぼった先にある究きゆう極きよくの答えだった。『それを言っちゃあオシマイよ』というやつである。悔くやんでいる暇ひまがあったら目の前の現実に対処しろということらしい。


「〈番つがいの燕つばめ〉の謎なぞもいずれ時が来れば解けるでしょう。今は右京さんの用意してくれた道を進むだけです」


　力強く断だん言げんすると、大作はマグライトを手に歩道を歩き始めた。涼子もそれに続く。


　三〇メートルも進むと清掃工場に併へい設せつされたビル『健康プラザとしま』の正面に着いた。建設中のため周囲は白いフェンスで囲まれている。二人は車両の出入り口になっているアコーデオン式のゲートの隙すき間まから中に入った。


　入ってすぐに、二人は驚おどろいて棒ぼう立だちになった。


　玄げん関かんの手前にうつ伏ぶせに倒たおれている人間に気付いたからだ。マグライトの光に照らされたその人物がすでに息いき絶たえていることはひと目で分かった。身体からだはうつ伏せになっているのに、首だけが仰向けになっている。


　幻弥の組そ織しき〈ユニオン〉の幹かん部ぶの一人、高たか槻つきの死体だった。もちろん二人には死体の素す性じようなど知る由よしもない。


　大作はライトを玄関に向けた。地べたに両足を投げ出して座すわり、壁に背中をもたれている男がいる。頸けい動どう脈みやくを切り裂さかれたらしく、右半身が血に染そまっている。


「死んでからすでに何時間か経たってるみたいですね」


　高槻の死体に触さわって体温を確かく認にんし、もう一人の死体の血の凝ぎよう固こ具合を調べて大作はそう判はん断だんした。


　初めて変死体を前にした涼子は、大作の行動に眉まゆをひそめた。


「……よく平気で死体に触れるわね」


「死体だから触れるんですよ。正直、気持ちは悪いですけどね」


　大作は軽い調子で言って肩をすくめる。明らかに自分よりも大作の方が修しゆ羅ら場ばに慣なれているという事実を見せつけられ、涼子は舌したを巻まくと同時に面おも白しろくなかった。


「先に進みましょう。とりあえずしばらくは安全でしょうし」


「どうしてそんなことが言えるわけ？」


「死んでからしばらく経ってるのに放ほったらかしになってるってことは──つまり、敵は死体の回収どころじゃないってことですよ。右京さんの教えてくれたルートを進めば敵に出くわすことなく美雪ちゃんのところまで行けるんじゃないでしょうか」


「ふうん……冴さえてるじゃない」


　涼子は急ぎ足になって大作より先に玄関からビル内に入った。大作に先せん導どうされて進むのが癪しやくだったのもあるが、視し界かいの隅すみにヤバそうな物体が──宙ちゆう吊づりの死体が見えてしまい、この場所に長なが居いしたくないというのが正直なところだった。


　しかしフロアに足を踏ふみ入れたとたん、涼子はまたもや立ちすくんだ。


「どうかしましたか？」


　後から入ってきた大作は、フロアの惨さん状じようを目まの当たりにして声を失った。


　フロアに転がる死体の数は一〇を超こえていた。


　どれも高槻のように行ぎよう儀ぎのいい死体ではない。コンクリートの床全体のかなりの面積が黒く染まり、濃のう厚こうな血の臭においがフロアに立ち込めている。


「これはまるで……『桃太郎侍ざむらい』が通った跡あとみたいですね」


　大作は精せい一いつ杯ぱいのユーモアで気を取り直そうとしたが、芝しば居いだと考えると今にも死体が起き上がってきそうに思え、かえって逆の結果となった。


　右京に指定された『東側の階段』は、玄関から入ってすぐ右にある防ぼう火か扉とびらを開けると見つかった。


「こっちですよ、涼子さん」


　大作は動こうとしない涼子の横顔をライトで照らした。涼子は青ざめた顔で、死者に魅み入いられたように目を奪うばわれている。


　大作はリュックサックから携けい帯たい用酸さん素そボンベを取り出し、涼子の鼻と口を覆おおうように押し付けた。


「はい、深しん呼こ吸きゆうしてください」


　ゆっくりと二回、深呼吸すると涼子の顔に血色が戻ってきた。大作は涼子の手を強く握にぎって自分の方を見るように仕向けた。


「しっかりしてください。僕らの任にん務むは美雪ちゃんを連れ帰ることです。そのためのルートは右京さんが見つけてくれたし、僕も出来る限かぎりサポートしますが、涼子さんに頑がん張ばってもらわなければ目的は果たせません。今は生きてる人間のことを考えましょう」


「……分かってるわよ。それくらい」


　涼子は大作の手を振り払うと、東側の階段に向かった。


　涼子は恐きよう怖ふで足がすくんだのではなかった。これだけの数の敵を一いつ蹴しゆうした南雲慶一郎の戦せん闘とう力りよくの凄すさまじさに度ど肝ぎもを抜ぬかれていたのである。


（こんな修羅場に自分のような素人しろうとが入り込める余よ地ちがあるのか──？）


　涼子を呆ぼう然ぜんとさせたのは当然のごとく湧わいてきた疑ぎ念ねんだった。最ハ初ナから闘たたかうつもりのない大作とは心配の中身が違っている。


　その不安を忘わすれるには、忌いま々いましいことだが大作と同じように澁澤右京の言葉を信用するほかなかった。自分の力が必要になる局面が必ず来ると信じて進むしかない。涼子はあらためて〈番つがいの燕つばめ〉に気を付けろという謎なぞめいた警けい告こくを胸むねに刻きざんだ。


　二人は足音を忍しのばせながら黙もく々もくと階段を上った。


　階段には多くの新しい足跡が残されていたが、上の階に向かっているのは慶一郎の物と思おぼしき特大サイズの靴くつの跡だけで、残りの足跡はすべて下りだった。各フロアがどんな状態なのか興きよう味みはあったが、扉を開けて覗のぞいてみるだけの勇気は二人にはなかった。慶一郎の足跡だけが不自然に赤い理由は簡かん単たんに推すい測そくできた。


　５Ｆを過すぎたところで、不意に建物全体が震しん動どうした。


　二人は足を止めて様子を窺うかがう。やがて二度目、三度目と続けて震動があった。地震ではなく、上の階から伝わってきているようだった。


「まさか……爆ばく弾だんってことはないでしょうね？」


　大作が冗じよう談だんめかして言ったが、涼子は笑えなかった。


　慶一郎が用意していた武ぶ器きの中にはプラスチック爆薬も含ふくまれていたからだ。美雪が囚とらわれている建物をよもや爆破はしまい──そう思いたかった。


　震動が完全におさまるのを待って、二人は再ふたたび階段を上りはじめた。


　目的のフロアに近付くにつれ、涼子は重苦しい圧力が強まるのを感じた。緊きん張ちようのためなのか、それとも待ち受ける敵の気配が伝わってきているのか、それは分からない。


　ビルに入ってから一〇分近くが経けい過かした頃ころ、涼子と大作は９Ｆに到とう着ちやくした。


　大作が防火扉に近付き、耳を押し当ててフロア内部の音に聞き耳を立てる。人の気配はないらしく片かた手てでＯＫサインを作ると、扉のノブを摑つかんでゆっくりと引いた。


　フロア内部に照明はなく、扉の向こうには漆しつ黒こくの闇やみが広がっていた。


　大作がマグライトを手にフロアに足を踏ふみ入れた。涼子もその後に続き、小型のＬＥＤライトで周囲を照らして警戒した。


　フロアは部屋に仕切られてはおらず、フローリングのだだっ広い空間になっている。ダンス教室なら二十人くらいは余よ裕ゆうで利用できそうだ。


　廊下は一〇メートルほど先で防火扉によって閉とざされていた。フロア全体の面積からすると、そこでおおよそ半分に仕切られていることになる。二人のライトがフロアを隅すみ々ずみまで照らしたが、廊下と壁際に内ない装そう用の資し材ざいが置いてあるだけで、美雪の姿すがたはおろか人がいた気配すらない。フロアの空気は奇き妙みように冷たく、肌はだ寒ざむさすら感じられた。


「ここにはいないってことは……あの扉の向こう側ってことでしょうね」


　大作は涼子に耳打ちすると、防火扉に歩み寄った。


　扉まで数メートルに近付いた時、涼子は胸むな騒さわぎを感じた。ほとんど反射的に大作のリュックを摑んで引き止める。


　涼子の緊張が伝わったのか、大作は質問せずに身を硬かたくした。涼子はライトで防火扉の周囲を隈くまなく照らす。


　防火扉の手前の壁に長さ二メートルを超こえる木材が立てかけられている。その陰かげに、黒々としたひとかたまりの影かげを見つけた時、涼子の背せ筋すじが凍こおり付いた。


　伏ふく兵へいはやはりいたのだ。油ゆ断だんはしていないつもりだったが、フロアを一通り調べた時にはまったく気付かなかった。その事実に涼子は恐怖を覚えた。


　いかに黒装しよう束ぞくとはいえ視し界かいには入っていたはずである。見えていたのに人間だと認にん識しきできなかったのは、完全に気配を断っていたからだと考えるしかなかった。


「そこにいるのは……誰だれ!?」


　涼子が問いかけると、木材の陰から人影が歩み出た。作さ務む衣えに似にた黒装束を着込み、黒覆ふく面めんで顔を隠かくした長身瘦そう軀くの男である。左手に黒い杖つえのような棒ぼうを携たずさえている。


「──誰かとはこちらの台詞せりふだ」


　男が口を開いた。嗄しわがれた低い声。若わかくはない。年ねん齢れいは四〇歳さい以上か。


「南雲の仲間か……子こ供どもが二人で何をしに来た？」


「話が早いですね」


　意外に話せる相手だと判断したのか、大作が気安く口を利きいた。


「鬼塚美雪という女の子をご存ぞんじですか？　その扉の向こうにいると思うんですけど」


「よく分かったな」


「よかった！　僕たち、その子を救出しに来たんです。ものは相談ですけど……返していただけませんかね？」


「その娘むすめなら返すことになっている。だがお前たちにではなく、南雲慶一郎にな」


　予想外の答えである。しかし喜ぶのは早すぎた。


「南雲という男、相当の手て練だれと見た。一人で闘えば無類の強さだろう。だが娘を守りながらでは十分な力は出せまい。だからまず娘を返し、身動きが取りづらくなったところで俺おれが殺やるという手て筈はずになっている」


　男は淡たん々たんと恐おそろしいことを口にした。この場所に独ひとりで待ち伏ぶせていたことといい、腕利きの殺し屋と見て間違いない。殺し屋が自分の作戦をバラすということは──


　涼子の心配をよそに、大作は揉もみ手をしながら、持ち前の愛あい嬌きよう全開で食い下がった。


「そちらの事じ情じようは重々承しよう知ちしてるんですが、僕らとしても手ぶらで帰るわけにもいきませんし……どうにかなりませんかね？」


「どうにもならんな。だが案ずるな。娘にはすぐに会えるだろう」


「天国で──な～んてのは勘かん弁べんですよ。そういう冗じよう談だんは如何いかがなものかと思いますね」


「俺も馴なれ馴れしい餓が鬼きは好かんな」


　無む造ぞう作さに下げられていた男の右手が持ち上がった。


　涼子は竹刀しない袋ぶくろを大作の顔の前にかざす。


　ガツッ。


　意外に重い手て応ごたえがあった。


　竹刀袋の先に黒い棒ぼう手しゆ裏り剣けんが刺ささっているのを見て、大作は慌あわてて涼子の背はい後ごに隠れる。涼子の瞬時の判断がなければ脳のう天てんに突き刺さっていたところである。


「問答無用ってのは、このことね」


　涼子は竹刀袋に刺さった棒手裏剣を抜ぬくと、手の中で重さとバランスを確認してから投げ返した。


　手裏剣は『投げる』のではなく『打つ』という。手裏剣はダーツのようにまっすぐに飛ばすわけではない。放つ瞬間には手裏剣は立った状態であり、空中でおよそ四分の一回転して先せん端たんが前方を向く。正確に距きよ離りとタイミングを計り、先端が前を向いた状態で目標に命中するように加か減げんして『打つ』のだ。精せい妙みような感覚が必要な技である。


　涼子は棒手裏剣をただ投げ返したのではなく、飛天流で学んだ正式な『打つ』やり方で放っていた。


　眉み間けんを狙ねらって涼子が打った手裏剣を、男はハエでも捕とらえるような手つきで摑つかみ取ると袖そでの中に戻した。その一連の動きにはわずかな澱よどみも見られない。達人の動きだった。


　涼子は自分に与あたえられた役やく割わりを悟さとった。


　美雪を救出した慶一郎が最悪のタイミングで攻撃を受ける危き険けんを除のぞくため、今、この場で殺し屋を倒たおさねばならない。そのために自分はここに派は遣けんされたのだ。


「大作君……電気を点つけて！」


　そう言うと涼子は小型ライトを口にくわえ、すでに口くち紐ひもを解といてあった竹刀袋から得物を抜いた。


　この時のために涼子が用意してきた武ぶ器き──それは、鮮あざやかな緋ひ色いろの木刀であった。


　ただの木刀ではない。刀身には太い鉄心が通され、真しん剣けんとほぼ同じ重量とバランスに仕上げられている。重さだけでなく打撃による殺さつ傷しよう力りよくにおいても真剣に劣おとらない。


　その名は〈梳くしけずる牙きば〉──鉄てつ斎さいが作り上げた飛ひ天てん流の正式な兵器である。


　大作が壁のスイッチを見つけてフロアの蛍けい光こう灯とうを次々に点てん灯とうする。涼子は口にくわえたライトを捨すてると、〈梳牙〉を構かまえたまま右方向に足を運び、フローリングの床ゆかの上に移い動どうした。殺し屋も廊下は狭せまいと感じたか、涼子と歩調を合わせて場所を移うつす。


「〈飛ひ天てん流りゆう〉──御み剣つるぎ涼子」


　涼子は正せい眼がんに構え、名乗りを上げた。


　試合のつもりはない。気合いを入れるためにあえて名乗ったのだ。


「時ア代ナ錯ク誤ロだな。お嬢じようちゃん」


　揶や揄ゆする口調だが、面おも白しろがっている風でもあった。嫌きらいではないらしい。


　男は覆ふく面めんを取って素す顔がおを見せた。血色の悪い肌色をした、肩書き通りに酷こく薄はくそうな面つら構がまえである。眼光は剃刀かみそりの鋭するどさを持ち、頰ほおは削そぎ落としたように瘦こけている。


「[image: ]さかき原ばら烈れつ膳ぜん……〈黒くろ鍔つば流〉とでも名乗っておこう」





　　　　☆





　階段の踊おどり場の手前で、美月は腰こしが抜ぬけたように倒れ込んだ。人質から解かい放ほうされたことで一気に緊きん張ちようが緩ゆるんだためなのか、膝ひざが笑って立ち上がれない。


（急がないと……）


　下で闘たたかっている二人のことを思い、階段に両手をついて這はい上がる。非ひ常じよう灯とうしかない階段は暗く、幻弥のいる11Ｆははるか闇やみの彼方かなただった。やっとのことで９Ｆにたどり着いたところで、美月は幻弥の部下に助けを求めようと思いついた。


　幻弥に頼たのんで鬼塚美雪という少女を解かい放ほうしてもらえば、それで七瀬たちが慶一郎と闘う理由はなくなる──それだけが頼たのみの綱つなだった。


　防ぼう火か壁へきを兼かねる扉にすがりついて叩たたく。


「誰か……いませんか？　叔お父じ様さまに……幻弥の叔父様に連れん絡らくを……」


　中からの応おう答とうはなかった。階段に見み張はりの者がいないことに疑ぎ問もんを感じるだけの余よ裕ゆうすら、今の美月は持ち合わせていない。


　幻弥の部下はすでにこのフロアから引き揚あげたのだと判はん断だんした美月は、呼こ吸きゆうを整えて立ち上がろうとした。


　ガン。


　扉の向こう側から叩く音がした。


　このフロアに誰かがいる。その事実に希望を見み出いだした美月は扉のノブを両手で摑み、拝おがむような姿し勢せいで回した。


「────!?」


　扉を開けた瞬間、美月は強きよう烈れつな違い和わ感を覚えた。


　それは異い臭しゆうだった。


　鮮せん血けつと汚お物ぶつが混まざり合った──つまり人間の中身をぶちまけたような凄すさまじい臭気。


　美月にそれが分かったのは、すでに経けい験けん済ずみだったからである。３Ｆで嗅かいだ異臭とほぼ同じ、吐はき気をもよおす死の臭においが扉とびらの隙すき間まから流れてくる。


　美月は急いで扉を閉しめた。しかし何かが挟はさまって閉まりきらない。


「──ひっ!?」


　足元を見た美月は頰ほおを引きつらせる。


　挟まっていたのは人間の手だった。それも血みどろの手である。


　血みどろではあったが──しかし、それは死者の手ではなかった。


　床を這はいずるように伸のびた手が、美月のサンドレスの裾すそを摑つかんだ。広がった扉の隙間から二本目の手が現あらわれ、ノブを摑んだ美月の手首を握にぎる。


　さらに扉は開き、三本目、四本目の手が伸びて美月の手足を捕とらえた。


　美月は悲鳴を上げようとしたが、恐怖に凍こおり付いて声が出なかった。開いた扉の奥おくに光る十数個の目玉を見てしまったからだ。


　知性を感じさせない、虚うつろな、血走った眼がん球きゆうが闇やみの中に浮うかんでいる。そのすべてが美月を見つめていた。


　完全に開いた扉から一〇本を超える数の腕が伸びて、美月の腕を、足を、首を、髪かみを、サンドレスをわし摑みにし、闇の中へ引きずり込んだ。


　美月の悲鳴は、閉ざされた扉の向こうへ消えた。
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　健康プラザとしま９Ｆ・東側フロア──


　涼子は幻弥の雇やとった殺し屋・[image: ]原烈膳と対たい峙じしていた。


　緋ひ色いろの木刀〈梳くしけずる牙きば〉を構える涼子に対し、黒い杖つえを左手に下げた烈膳はやや猫ねこ背ぜの姿勢のまま動かない。


（黒鍔流……流派を名乗った？　ということは──）


　烈膳の持つ杖はただの棒ぼうではなく、仕込み杖と考えるのが妥だ当とうだった。


　しかし抜ばつ刀とうするどころか柄つかに手をかけもしないのは何なに故ゆえなのか。


　手裏剣を警けい戒かいしなければならないのはもちろんだが、あるいは抜刀の速度に絶対の自信を持っているとも考えられる。


　抜刀術──いわゆる『居い合あい』である。


　居合とは刀を鞘さやに収おさめた状態から、抜刀し、斬きりつける動作を一瞬のうちに行う技ぎ術じゆつをいう。


　居合は、すでに抜刀している敵てきや不意打ちで襲おそってくる敵に対していかに即そく応おうするか、という発想を出発点として研究されてきた技術である。


　常じよう識しき的に考えれば、抜刀している者と、いまだ刀が鞘に収まっている者とが斬り合えば、すでに抜刀している側が圧あつ倒とう的に有利である。西せい部ぶ劇げきのガンマンの対決でいえば、相手はすでに銃を抜いているのに、こちらの銃はまだホルスターの中といった状じよう況きようといえる。


　そういったおよそ逆転不ふ可か能のうと思えるような状況を想そう定ていし、それでも間に合わせようと工く夫ふうする──そこに居合の真しん髄ずいがある。


　師しである鉄てつ斎さいは居合に関しては長年にわたりかなりの研けん鑽さんを積んでいるが、涼子は理り論ろん的な話や過か去この名人たちの逸いつ話わを聞かされただけで、いまだ真ま似ね事ごとすらさせてもらっていなかった。実戦における具体的な対たい策さくなどなきに等しい。なけなしの知識の他は経験と勘かんで補おぎなうしかなかった。


　烈膳が暗殺を生業なりわいとする男であれば居合の剣は実に似につかわしいといえる。仕込み杖と悟さとられずに獲え物ものに近付き、神速の抜刀で仕し留とめるには居合は最さい適てきだった。銃を持った相手に対しても、先まず手しゆ裏り剣けんで機先を制せいしてから斬り伏せるという手もある。


　仕込み杖の柄にあえて右手をかけないのは見み破やぶられないためであり、その必要がないほどに鍛たん錬れんを積み、十分な速さで抜刀できるまでに腕うでを磨みがき上げたからに違ちがいない。


　烈膳の仕込み杖に注目した涼子は、奇き妙みようなことに気付いた。見た目にはごく普ふ通つうの黒い杖であり、刀を連想させるような造ぞう形けいはされていない。


（確たしかに黒いけど鍔がない……鍔つばがないのに〈黒鍔流〉とは、これいかに？）


　我われながらくだらない疑ぎ問もんに思えたが、一度考えはじめると頭から離れなかった。


（黒い鍔……黒鍔……くろつば……くろつば……）


　涼子の脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


（くろつば、くろつば──くろ？）


　不意に、烈膳の方から冷たい風が吹いたように感じた。


　涼子は反はん射しや的に跳とび退すさり、構えを正眼から下段に移うつして防ぼう御ぎよの姿し勢せいをとる。


　烈膳は指先ひとつ動いていないように見えた。動き出しそうな気配だけが伝わり、涼子はそれに過か敏びんに反応したのだろう。


　頭を働かせる方に気を取られ、身体からだが居着いていたらしい。涼子は反省し、膝ひざの力を抜いて即応できる体勢にした。


（さて……どうする？）


　涼子はあらためて攻こう略りやく法を思案した。


　相手は武術の達人であり、殺しのプロでもある。下手に攻撃していなされ、組み打ちにでも持ち込まれたら万に一つも勝ち目はない。涼子が勝つには、相手の居合を躱かわすなり受け流すなりして、木刀を急所に叩たたき込む以外になかった。


　涼子の有利といえばセーラー服の下に着込んだ防ぼう弾だん防ぼう刃じんベストだが、銃じゆうやナイフならともかく真剣が相手では甚はなはだ心こころ許もとない。いくら胴どうを守ったところで手足を斬られればそれで終わりなのだ。烈膳が心しん臓ぞうへのひと突きにこだわるマニアックな男ならともかく、およそ防御としてアテにできる代しろ物ものではなかった。


　剣士としての経験や実力からいっても、涼子は烈膳の足元にも及およばないだろう。


　武術における体術の真髄は『無む拍ひよう子し』にある──涼子は鉄斎からそう教わっていた。


　無拍子とは、見た目にそうと知れるような予よ備び動作を消し去った動きのことである。


　たとえばジャンプする際さいに膝を曲げて身体からだを沈しずめたり、踏ふみ込もうとする際に重心を前に移うつして地面を蹴ける──といったような、外から運動の方向や重心移い動どうが見て取れるような露ろ骨こつな『動きの兆きざし』を消すのである。


　一、二、三……と掛かけ声を伴ともなうような体たい捌さばきでは、実際に動き出す前に手の内がすっかり見み破やぶられてしまう。逆に兆しを消せば、相手はこちらの動きを事前に察知できなくなる。無む駄だなフェイントをかます必要もなく、相手が気付いた時にはもう動いている、という状況を作り出せるのだ。


　それとは別に武術を学ぶ者が決してやってはいけない行こう為いに『三拍子』がある。


　三拍子とは、先ず相手の動きを見、次にどう対たい処しよするかを頭で考え、そして最後に身体を動かす──という三段階の過か程ていを経へる動きをいう。


　武術以外の一いつ般ぱん的な学問や労働においては普ふ通つうのことといえるが、命のやり取りをする真剣勝負の場では、三拍子で動いていては到とう底てい間に合わないのである。


　プロである烈膳は当然ながら『無拍子の動き』を体得しているはずである。


　対する涼子はそのレベルにはほど遠い。基き本ほん的に涼子の動きは烈膳の目にはバレバレであり、下手な攻撃は命取りになると考えるべきだった。


　そして烈膳の側から仕掛けてくる場合、それを見てから涼子が対応することはほとんど不可能と言っていい。後の先をとる、などというのは夢ゆめのまた夢である。


　先手を取られたら確かく実じつに負ける。いまだ烈膳が仕掛けてこないのは、涼子の実力を見み極きわめていないからにすぎない。その気になればいつでも雪崩なだれのように襲おそいかかってくる。


　涼子のとるべき戦法はただ一つ──自分から先に攻撃を仕掛け、闘たたかいの流れを摑んでその最さ中なかに一いつ瞬しゆんの勝機を見み出いだすことだった。


（やってみるか──）


　涼子は八はつ双そうの構かまえから木刀の切っ先を真正面に向け、身体を沈めた。


　刺し突とつの構えである。


　涼子の使える技わざの中で最も速く、最も遠くまで届とどく斬ざん撃げきだった。


　動きが見切られると予想している現状、最速の技で仕掛ける以外に手はない。


　攻撃は急所の並ならぶ肉体の中心線を狙ねらうのが定石だが、当たり前の攻撃では烈膳には通用しないだろう。ならば狙い所はどこか──？


　──鯉こい口ぐちを狙え。


　鉄斎の声が聞こえたような気がした。


　居合は飛び道具に近い性せい質しつがあり、鯉口はいわばその発はつ射しや口こうに当たる。抑おさえるべき弱点があるとすればそこだった。


　涼子は仕込み杖づえの鯉口に照しよう準じゆんを合わせる。


　それを察して烈膳が身体からだの向きを変えた。右半身になると、左手に下げた杖を腰こしにピタリと引きつけ、右手を初めて柄に添そえる。仕込み杖が涼子からほとんど見えないポジションに移動した。


　涼子の目もく論ろ見みは見み透すかされているわけだが、その構えから烈膳が居合の遣つかい手であり、鯉口を狙うという策さくが有ゆう効こうであることは明らかになった。


　身体の陰かげに隠かくれたとはいえ、涼子はあくまで鯉口から狙いを外すつもりはなかった。抜刀する際に最も動かない部分には違いないからだ。


　烈膳もおそらくそれを承しよう知ちしているのだろう。あえて構えたということは、最速の抜刀で涼子の突きを迎むかえ撃うつつもりだ。


（──ままよ！）


　引き絞しぼられた弓から矢が放たれるように、涼子は踏み込んで突きを放った。


　木刀の切っ先が届くより先に、烈膳の手元から黒い風が走る。


　カンッ！


〈梳くしけずる牙きば〉の刀身が切っ先から一五センチほどのところで切断された。


　逆ぎやく袈げ裟さに振ふり抜かれた仕込み刀が、刃を反転させて戻ってくる。涼子はそれを視し覚かくではなく直感で察知した。


　前方に突き出していた木刀を引きつけるようにして立て、左から首を狙って戻ってくる刀を受けた。


　ガツッ。


　耳元で鈍にぶい音が鳴る。


　涼子が跳とび退のいて間合いをとると、烈膳は追撃せずに仕込み刀を鞘さやに戻した。


　背せ中なかに氷を詰つめ込まれたような戦せん慄りつが涼子の身体に走る。


　涼子の突きは必殺を期した攻撃ではなく牽けん制せいであった。全力の突きではなく、踏み込みに余よ裕ゆうを残していたため辛かろうじて返す刀を受けることができたのだ。


　烈膳の抜刀から納刀までの時間はおよそ二秒。抜刀から最初の一秒間に二回の斬撃があった。木刀を斬っていなければもっと速いはずだ。


　仕込み刀の刀身は黒く、影かげが走ったようにしか見えなかった。そのため烈膳の剣の間合いがどこまでなのかは判然としない。


　いや──涼子はその考えを打ち消した。


　剣術における間合いの感覚を剣道のそれと同じように考えるのは愚ぐの極きわみだった。


　一流の剣士であれば五～六メートルの距きよ離りがあっても一瞬で踏み込みつつ斬りつけることができる。プロの殺し屋である烈膳なら、棒ぼう手しゆ裏り剣けんの有ゆう効こう射しや程てい距離がすなわち必殺の間合いだと考えていい。涼子が相手から遠すぎない間合いをキープしているのは手裏剣と居合の二段構えの攻撃をさせないためだった。


　烈膳が受けに回り、あえて追撃してこないのは、涼子の実力を甘あまく見ていない証しよう拠こだった。相手が小こ娘むすめであっても侮あなどって油ゆ断だんするということがない。


　木刀のリーチが短くなった今、鉄てつ壁ぺきといえる烈膳を崩くずすことはさらに困こん難なんになった。


　もう少し深く踏み込んでいたら木刀の長さは半分になっていたかもしれない。半分ではもはや棒きれである。太た刀ちが小太刀になっただけで済すんだのは幸運といえた。


　烈膳は居合の構えから動かない。


　あるいは、すでに九分九厘りん勝負はついたと判断しているのかも知れなかった。


　最初の涼子の攻撃が本気にせよ様子見にせよ、烈膳の間合いに入れば居合の餌え食じきだということは明白だった。烈膳の居合は鉄心ごと木刀を切断している。つまりは防御不可能ということである。


　烈膳から仕掛ける必要はない。彼ひ我がの実力差を思い知った涼子の闘とう志しが挫くじけるのを待てばいいだけだった。


（ったく可愛かわいげのない……こっちはヒヨッコなんだから手て加か減げんしろっての）


　圧あつ倒とう的な実力がありながら余裕や慢まん心しんを見せず、懐ふところが深すぎて何を考えているのか摑つかめない憎にくたらしい相手──誰かの印象とよく似ていると涼子は感じた。


（そうか……南雲先生と同じだ。この感じ──）


　涼子が慶一郎に抱いだいている印象は『図ずう体たいはでかいくせに妙みように摑み所がなくてどうにもスッキリしない男』というものである。


　涼子が「こうでしょ？」と言えば「そうかな？」と切り返してくるくせに、結局は否ひ定ていも肯こう定ていもせず「自分で考えろ」と丸投げする、教きよう師しにあるまじき無む責せき任にんな男。


　経けい験けん豊ほう富ふなくせに何事に関しても断定や明言を避さけ、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな煮にえ切らない態たい度どでしばしば涼子を苛いら立だたせる──


　しかし、その認にん識しきは誤あやまりだと涼子は気付いた。


　南雲慶一郎という男は教師であり、武術家としても先せん輩ぱいではあるが、いわゆる一いつ般ぱん的な意味での──子こ供どもの手本となるべき社会の構成員としての『大人』ではない。


　慶一郎が生きている世界は修しゆ羅らの巷ちまたである。


　そこにあるのはシビアな現げん実じつだけだ。


　生死を分かつ修羅場においては、あらゆる可能性とリスクを想定する柔軟な思考と迅じん速そくな行動が伴わなければ生き残れない。思い込みや先入観の入り込む余地はなかった。


　涼子は慶一郎を『戦場から帰き還かんした男』だと思っていたが、慶一郎にとっては世界すべてが戦場だった。すべてが不確かな状況では、安あん易いな判断を下すことの方が無責任といえる。優柔不断に見えるのは迂う闊かつな判断をしない戦闘者の習性と、生死に関かかわらない事こと柄がらに対するアバウトさによるものだった。


　目の前の烈膳にしても同様だろう。


　実力で涼子を圧倒しているとはいえ、余裕があるなどとは思っていないのではないか。


　生死の境さかいが紙一ひと重えであることを承しよう知ちしているからこそ、涼子の力を警けい戒かいして近付いてこないのではないか。


　これほどの敵てきに恐おそれられている──考えようによっては名めい誉よなことである。


　格かくの違ちがいなど気にせず、一人の剣士として真っ向から勝負を挑いどむべきだった。


　涼子は弱気になっていた自分を戒いましめた。この勝負にかかっているのは自分の命だけではないのだ。


　涼子は烈膳の居合の太刀筋を思い起こした。


　切断された木刀の断面から刀の軌き道どうは分かる。自分の踏み込みの距離と斬られた木刀の位置から換かん算さんすると、かなりギリギリまで引きつけて抜刀したようだ。


　逆袈裟に斬り上げた後、間かん髪はつを容いれずに刃を返して第二撃の袈裟斬りに移っている。木刀を戻して受けられたのが奇跡に思えるほどの速さだった。


（これがつばくろ流──じゃなくて黒くろ鍔つば……んん？　つばくろ!?）


　涼子は卒然と気付いた。


（黒鍔は『つばくろ』を逆さかさにした言葉……そして『つばくろ』とは燕つばめの別名！）


　右京の警告にあった〈番つがいの燕〉の燕とは、烈膳の遣う剣のことを指していたのだ。


　黒い刀が走る様子は飛ひ翔しようする燕の姿に似ている。だが烈膳もさすがに〈燕流〉では芸がないと考えたのだろう。燕をつばくろ、それを逆さにして黒鍔と称しようしたのだ。涼子が流りゆう派はを名乗ったのに合わせて、その場の思いつきで言ったのかもしれない。


　ならば〈番の燕〉とは居合の技わざそのものを指していると考えられる。


　抜刀から斬りつけ、さらに刃を返しての二段攻撃──これが〈番〉に違いない。


　だが単たん純じゆんに二段攻撃だから警戒しろというのでは警告としては中ちゆう途と半はん端ぱである。その意味を理り解かいする前に仕掛けてしまったため、木刀の先を切断されている。


（助言は分かりやすく言ってくれないと！　これじゃもう一度斬られたら終わり……）


　そう考えて、涼子は奇妙なことに気付いた。木刀は二度斬られている。


　抜刀直後の斬撃では鉄心ごと切断されたが、返す刀を防ぼう御ぎよした際には、刃は赤あか樫がしを削けずっただけで鉄心に届とどいてもいない。


　単純に威い力りよくの差とも考えられるが、涼子は別の可能性に思い至いたった。


（この違いはつまり──戻ってくる刀は刃筋が通っていない!?）


　刃筋を通すとは、簡かん単たんに言えば刀の軌道と刃の角度を合わせることである。


　いかに日本刀の切れ味が鋭するどいといっても、刃筋が通っていない斬撃では人間の身体からだはろくに斬れないといっていい。


　烈膳の〈番の燕〉の第二撃は、十分に斬るための技になっていないのではないか。


　もちろん、第一撃で木刀を斬ったため第二撃の軌道がブレたとも考えられる。片手斬りによる不安定さもあるだろう。第二撃は頸けい動どう脈みやくを狙ねらうためのもので、もともと威力は低いのかも知れない。


　だが右京は『〈番の燕〉に気を付けろ』と言った。


　これはワンセットになっている第二撃を警戒しろという意味だけでなく、むしろそこに弱点があると教えているのではないのか。


　ならば自分のとるべき戦法は──涼子は頭ず脳のうをフル回転させ、最後の勝負に相応ふさわしい技を選び出した。


（やはり『突き』しかない……それもさっきみたいな半端なやつじゃなくて、全力の突きが──）


　木刀のリーチが短くなっている分、間合いに余よ裕ゆうはない。より深く、より速く踏ふみ込こむ必要があった。さっきと同じ〈番の燕〉を使わせるためにも、その予よ備び動作は最小限に留めなければならない。


（参る！）


　涼子は両膝の力を抜き、身体を沈しずめながら木刀の切っ先を前方に向けた。


　そのまま前のめりに倒たおれるように踏み込む。全身が流水と化したイメージをもって最速の突きを放った。狙いは同じく仕し込こみ杖づえの鯉こい口ぐちである。


　烈膳が抜ばつ刀とうした。


　逆ぎやく袈げ裟さに斬きり上げられた黒い刃やいばが、木刀を先せん端たんから二〇センチほどのところで斜ななめに切断した。


　振ふり上げられた刃が返される。


　しかし、その次の第二撃は、先ほどとは違ちがっていた。


　烈膳は鞘さやを捨すて、空いた左手でも柄つかを握にぎったのだ。


（──両手での袈裟斬り!!）


　片手斬りのため失敗した〈番つがいの燕つばめ〉を完全な斬撃に修しゆう正せいするための工く夫ふうだった。これならば防御されても木刀ごと涼子の首を落とせる。


　ギロチンのごとく落ちてくる刃に対し、涼子は木刀を振り上げた。苦し紛まぎれの防御ではない。最初から烈膳本人ではなく、仕込み刀の方を狙っていたのだ。


　ガキィッ！


　仕込み刀の刀身が、木刀の鍔つばから拳こぶし二つ分の辺りにぶつかり、食い込んで止まった。


　袈裟斬りに落ちてくる刃を、涼子は自分から迎むかえに行く形で踏み込んで受けている。そのため刀身の先ではなく中ほどで受け止めることができた。


　勝負はここからだった。


　烈膳が木刀に食い込んだ刀を抜こうと身を退ひく。それを追って涼子はさらに踏み込み、木刀に全体重をかけて捻ひねった。
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　パギィン!!


　鋭するどい異い音おんが響ひびいた。


　涼子の木刀と、烈膳の仕込み刀の刀身、その両方が同時に折れた音であった。


　折れた木刀の断面には、鮫さめの牙きばか櫛くしを思わせる奇妙な形の鉄心が覗のぞいている。


　鉄斎の作った〈梳くしけずる牙きば〉はただの鉄心入り木刀ではない。その鉄心自体に工夫があった。


　柄に近い部分は溝みぞの深いノコギリ状になっていて、そこで真剣を挟んで受け止め、刃を折る機能を持たせてあった。西洋にもソードブレイカーと呼ばれる防御用の短剣が存そん在ざいするが原理は同じである。


　日本刀は繊せん細さいな武器であり、横方向から無理な力が加われば容よう易いに損そん壊かいする。〈梳牙〉は日本刀の性せい質しつを知り尽つくした鉄斎の考案した和わ製せいソードブレイカーであり、木刀としての外見は偽ぎ装そうといっても過か言ごんではなかった。


　折れ飛んだ刃やいばが床ゆかに落ちるより先に、涼子は最後の攻撃に出た。折れた木刀で、烈膳の喉のど笛ぶえを狙って渾こん身しんの片手突きを放つ。


　得物を破壊されて動どう揺ようしているはずの烈膳は、しかし、ここに至いたっても冷静であった。


　烈膳の身体からだが膝ひざから崩くずれるように仰あお向むけに沈しずみ、涼子の突きは紙一ひと重えで躱かわされた。


（なっ────!?）


　必殺を期した突きを躱され、涼子は全身の血の気が引くのを感じた。


　ザンッ！


　脇わき腹ばらに重い衝しよう撃げきがあった。烈膳が折れた仕込み刀で涼子を胴どう斬ぎりにしたのだ。


　その一撃が、勝負を分けた。


　烈膳の顔に初めて驚きよう愕がくの色が走る。


　涼子は木刀を逆さか手てに持ち替かえ、真下にある烈膳の顔面めがけて突き立てた。


「ぬがっ」


　くぐもった苦鳴を上げた烈膳は、飛び退のいて涼子から離はなれた。その手から仕込み刀が落ち、フローリングの床に転がる。


　折れた木刀が、烈膳の右目を深々と貫つらぬいていた。


　烈膳の身体が痙けい攣れんした。ぎこちない足取りで一歩一歩後ろにさがると、背せ中なかが壁かべにぶつかったところで、糸の切れた操あやつり人形のごとくくずおれ──やがて動かなくなった。


　反撃がないことを確かく認にんした直後、涼子は床に四つん這ばいになって喘あえいだ。全身から冷や汗あせが噴ふき出し、凍こごえたように震ふるえた。


「…………痛つっ」


　脇腹に痛みを感じて手を当てる。防弾防刃ベストに裂さけ目ができ、わずかに血が滲にじんでいた。折られてもなお仕込み刀の刃は特とく殊しゆ繊せん維いを貫いたのだ。


（ベストを着込んでなければ……臓物ハラワタをぶちまけてたとこね）


　駆け寄ってきた大作が、心配そうに涼子の顔を覗のぞき込こんだ。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　怪け我がはありませんか!?」


　大作は救急セットを取り出したが、涼子は先まず携けい帯たい用酸さん素そボンベを使って呼こ吸きゆうを整えた。


　精せい根こん尽つき果てた涼子の身体は鉛なまりを詰め込まれたように重くなっていた。ミネラルウォーターのペットボトルを一息で飲み干ほし、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。


「大作君……結局あんた、見てただけ？」


「もちろんですよ。涼子さんが勝つと信じてましたから。万一の事じ態たいに備そなえて逃げる用意はしてましたけど」


　命がけの勝負をまったく他ひ人と事ごとのように観戦していた大作を、涼子はこれ以上はないというくらい怨うらみがましい目つきでにらんだ。


　そんな視し線せんも気にならないのか、大作はリュックの中身を整理しながら涼子に訊たずねる。


「え～っと、念のため伺うかがっておきたいんですけど……」


「……何よ？」


　嫌いやな予感がした。大作が妙みような苦笑いを浮うかべているからだ。


「あの……パンツ、要いります？」


「い、要らないわよ！」


　涼子は大作の頭をグーで引っぱたいた。





　　　　五





　地下闘とう技ぎ場じようの選手控ひかえ室──


　京極刹せつ羅らは、洗せん面めん台だいの鏡に映うつる自分と向き合っていた。


　もともと白子アルビノである刹羅の顔色は、血の気を失って蒼そう白はくになっている。目の下には黒々と隈くまが浮き出していた。


　決勝リーグ第三戦で受けたダメージのためである。ブラック・ノヴァ１号のかぎ爪づめでやられた背中の傷きずは思っていたよりも深く、縫ほう合ごうが必要だった。裸はだかの上半身にサラシを巻まいてはいるが、闘っているうちに再ふたたび傷きず口ぐちが開く危き険けんがある。


　だが、それよりも深しん刻こくなのは両りよう腕うでの状じよう態たいだった。刹羅の両腕には上じよう腕わんから指先まで包帯が巻かれている。


　刹羅は両腕を胸むねの辺りまで持ち上げた。開いた手の指が小こ刻きざみに震える。筋きん肉にくに力をこめたとたん、白い包帯にみるみる血の染しみが広がっていく。


　ブラック・ノヴァ１号を倒たおすために使った〈ヨミドノアカラシマカゼ〉の影えい響きようである。


　刹羅の操あやつる闇やみ神威カムイ〈凶マガツ風カゼ〉はその性質から基き本ほん的に近きん接せつ戦闘を行わない。攻防一体の風の結界により、あえて手足の届とどく間合いまで敵てきに近寄る必要がないからだ。


〈凶ツ風〉の攻撃の大部分は、静馬の〈炎ほのおの虎とら〉のような神気そのものではなく、二次的に発生する風ふう圧あつや衝しよう撃げき波はを利用したものである。例外的な近接技わざである〈ヨミドノアカラシマカゼ〉は神気の竜たつ巻まきにより敵を両手の届く範はん囲いに引き寄せるという性質上、完全に制せい御ぎよしなければ己おのれ自身もその余波に巻き込まれる危険があった。


　普ふ段だんの状態であればまだしも、刹羅は１号の攻撃により背中に傷を負っていた。その痛みで集中力が乱みだされたのだ。


　真空の渦うずにさらされた両腕の皮ひ膚ふは切り裂かれ、指先の毛細血管も破は裂れつしている。痛み以外の感覚がほとんど失われている状態だった。


　対静馬用の切り札として鍛たん錬れんしてきた〈ヨミドノアカラシマカゼ〉はもはや使用不能であった。使えば敵を倒すより先に両腕を失うことになるだろう。


　静馬は初めての対決で風の結界を突とつ破ぱし、刹羅の領りよう域いきである空中戦でも互ご角かくだった。接近戦での必殺技が封ふうじられた今、刹羅の勝ち目はほぼなくなったと考えていい。


（相あい討うちならば──）


　両腕を犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごがあれば相討ちに持ち込むことも不ふ可か能のうではない──脳のう裏りに浮うかんだ考えを、刹羅は即そく座ざに否ひ定ていした。


　そんな闘いは誰も望まないだろう。


　静馬はもとより刹羅自身も納なつ得とくできる結末ではない。


　今になって考えれば、この〈Ｖ─１エクストリーム〉は再さい戦せんの舞ぶ台たいとしては余よ計けいな仕し掛かけが多すぎた。予選バトルロイヤルでは幻弥の命令により静馬とは闘えなかったが、あの場であれば互たがいに納得ずくの対戦ができたのではないか。リングの上も悪くはないが、やはりバイパーズにはシンプルなストリートファイトこそが相応ふさわしい。


　刹羅はズタズタになったインバネスの代わりに、予よ備びとして持ってきた黒い革かわジャンに袖そでを通した。黒い手て袋ぶくろをはめ、革ジャンのファスナーを胸むな元もとまで上げると、サラシと包帯はほぼ見えなくなった。


　インターホンが鳴った。最終決戦への呼び出しだろうと思いながら受話器を取る。


『──刹羅か』


　相手の声は係員のものではなかった。京極幻弥である。


『ちょいと厄やつ介かいなことになった。手を貸かせ』


「……後にしてくれ。俺は忙いそがしい」


『こっちに観戦に来ていた美月が敵に捕つかまった。神威カムイの拳けんを使う男でな、手て強ごわい相手だ。七瀬と秋嵩の二人を行かせたが、いつまで待っても連れん絡らくがねえ。お前が行って取り返してこい』


　寝ね耳みみに水の話だった。刹羅は美月が観戦にきたことも知らなければ、どういう経けい緯いで敵に捕まったのかも分からない。そもそも神威の拳を使う敵とは何者なのか。


「場所は？」


『清せい掃そう工場の隣となりにある建けん設せつ中ちゆうのビルだ』


「……そうか」


　質しつ問もんしたいことは他ほかにも山ほどあったが、刹羅はすぐに答えを出した。


「分かった。行こう」


『いいのか？』


　刹羅の決けつ断だんの早さに、頼たのんできた幻弥の方が意外そうに訊きき返してきた。


「美月のためだ。それに──その方がいいだろう」


　そう答える刹羅の口元に浮かんでいたのは、悔かい恨こんの苦みではなく、自じ嘲ちようめいた笑みであった。










　第四十八話　Ｇの戦せん慄りつ







〈九月十五日──追記[image: ]〉





　土ど壇たん場ばという言葉がある。


　もともとは罪ざい人にんの首を斬きる刑けい場じようのことで、転じて、物事が決しようとする最後の最後、決定的な場面や瞬しゆん間かんを指す。


　逃にげ場のない絶ぜつ体たい絶命の窮きゆう地ちに立たされた時──土壇場に際さいして試ためされるのは、その人間の性しよう根ねと運の強さだ。


　正面から力でねじ伏ふせるか、それとも機転をきかせて身を躱かわすか。


　切り札を使うか、ハッタリをかますか──そいつは本人次し第だいだ。





　　　　一





　地下闘とう技ぎ場じようは最高の熱気に包まれていた。


　当然である。波は乱らんのタッグマッチ三連戦を経へて、最終決戦の幕まくがいよいよ切って落とされようとしているのだ。


　静しず馬ま応おう援えん団だんの先頭に立つ沙さ羅らは、もはや一いつ刻こくも待ちきれないといった様子でソワソワしっぱなしだった。時々感極きわまったように奇き声せいを上げては、お目付役の巴ともえにたしなめられている。


「姫ひめ川かわさん、少し落ち着いたらどう？」


「シャラ～～ップ！　こんな時に落ち着いてられるかっつーの！　それより──」


　沙羅は観客席を舐なめるように見回した。


「この肝かん心じんな時にどこに行ったの、あの二人は？」


　沙羅は第一戦から最前列で静馬を応援していた大だい作さくと涼りよう子この姿すがたが見えないことに腹はらを立てていた。美み雪ゆきが誘ゆう拐かいされたことも、その美雪を救うために二人がプロの暗殺者と一戦交えていることも──そもそも静馬の優ゆう勝しようが美雪救出のための必要条じよう件けんになっていることさえ沙羅の知るところではなかった。


『──長らくお待たせ致いたしました！　〈Ｖ─１エクストリーム〉最終決戦の準じゆん備びが整ったようです！』


　上ずり気味のアナウンスが地下闘技場に響ひびくと、割われるような歓かん声せいと拍はく手しゆが巻まき起こった。自分の声すら聞こえない圧あつ倒とう的な大音量に、巴は驚おどろいて周囲を見回す。満員の観客席を見て怪け訝げんな顔になった。


「変ね……いつの間にか人が増ふえてない？」


　観戦に夢む中ちゆうで他ほかの客には注意を払はらっていなかった巴だが、観客席を埋うめ尽つくすほどの数はいなかったように思えた。タッグマッチの開始当初は半分ほどの席が空いていたが、今や通路にまで客があふれている。


　巴の脳のう裏りに浮うかんだ疑ぎ問もんは、響き渡わたる入場曲にかき消された。


　静馬のテーマ曲であるベートーベンの『交こう響きよう曲きよく第九番ニ短調・第四楽章』が流れる。波が引くように歓声が消え、低いざわめきに変わった。


　赤コーナー側の花道にスポットライトが当たり、その光の中に人ひと影かげが現あらわれた。虎とらのマスクと虎とら縞じまマントを着けた静馬が意気揚よう々ようと駆かけ込こんでくる。


　リングはタッグマッチ用のものから大きく様変わりしていた。八角形の形は同じだが直径が一・五倍ほどになり、四本ロープの代わりに高さ三メートルの金きん属ぞくネットが張はり巡めぐらされている。リング外にあった地じ雷らい原げんは撤てつ去きよされ青いマットに置き換かえられていた。


　静馬はダッシュの勢いきおいのままコーナーポストを駆け上がり、その頂ちよう上じように立った。


　マスクとマントを脱ぬぎ捨すてる。その下から現れたのは純じゆん白ぱくの特とつ攻こう服ふくだった。背せ中なかには炎ほのおを帯びた文字で『喧けん嘩か百段だん』と刺し繡しゆうされている。


　声援を浴びながら静馬がリングに降おり立つと、第九がフェードアウトし、次のテーマ曲に切り替かわった。チームＫＯＧナイツ・オブ・ゴールドがテーマ曲としているワーグナーの『ワルキューレの騎き行こう』である。


　青コーナー側の花道の先にスポットライトが当たる。静馬と、観客全員の視し線せんがそこに集まる。勇ゆう壮そうなテーマ曲が流れ続ける──


　しかし、一分以上待っても京きよう極ごく刹せつ羅らは姿を現さなかった。


　観客席に不ふ穏おんなざわめきが広がる。やがてテーマ曲も中ちゆう断だんされた。


「……何や？　どうなっとんねん!?」


　訝いぶかしむ静馬。沙羅をはじめとする応援団はすでに騒さわぎ始めている。


『え～～ただいま、驚くべき情じよう報ほうが入って参りました！』


　中なか村むらが裏うら返った声で報告した。


『ＫＯＧのリーダー・京極刹羅は優勝決定戦への出場を辞じ退たいしたとのことです！　詳くわしい理由は明らかにされておりませんが、本人の意志によるものと──』


「辞退……辞退やと!?　そんなアホなことがあるか！」


　断固抗こう議ぎしようとする静馬を制せいするように、リングの周囲に火柱が上がった。花火である。晴れやかな音楽とともに色とりどりのレーザー光線が宙ちゆうを飛び交かい、地下闘技場を鮮あざやかに照らす。巨きよ大だいスクリーンに『Congratulations!!』の文字が映うつし出され、派は手でに点てん滅めつした。


『運うん営えい委員会より正式な発表がありました！　不戦勝により、第一回Ｖ─１エクストリーム大会の覇は者しやは草くさ[image: ]なぎ静馬に決定いたしました!!　繰くり返します──優勝は草[image: ]静馬！　草[image: ]静馬の優勝です!!』


　そのアナウンスに、会場全体が呆ぼう然ぜんとなった。そこには感かん嘆たんも罵ば声せいもなく、ただ絶ぜつ句くによる静けさがあるだけだった。勝者を祝福するはずの派手な花火やレーザー光線が、かえって事じ態たいの薄うすら寒さを演えん出しゆつする結果となっていた。


　静まり返った闘技場に、獣けもののような叫さけび声が響いた。


「ウオオオオオォォォ────ッ!!」


　静馬の咆ほう哮こうであった。


　両りよう腕うでを振ふり上げ、全身を震ふるわせながら天に向かって喉のどを立てて吼ほえる。


　勝利の雄お叫たけびであるはずがなかった。憤ふん怒ぬの叫びである。


「ナギー……」


　沙羅が大おお粒つぶの涙なみだをポロポロと零こぼすのを見て、巴はギョッとなった。


「ど……どうしたの、姫川さん!?」


「姉きよう弟だいのくせに分かんない？　ナギーは心の底から悲しんでる……悔くやしくてたまんないのよ！」


　花火とレーザー光線の乱らん舞ぶが消え、スクリーンにミアン・キュービィの姿すがたが映し出された。


『シズマ・クサナギ、優ゆう勝しようおめでとうございます。不戦勝による決着という意外な結果とはなりましたが、あなたが〈Ｖ─１エクストリーム〉の覇者であることに変わりはありません──』


　静馬は無言でスクリーンを見上げた。


『セレモニーの前に、あなたには大会優勝者としてスペシャル・エキシビション・マッチに参加していただきます』


「エキシビション……？」


『これを辞退する権けん利りはありません。大会優勝者の義ぎ務むとして対戦していただきます』


「対戦やと？　この期ごに及およんでオレとやり合おうっちゅう奴やつがおるっちゅうことか!?」


　静馬は口元を歪ゆがめて発達した犬歯を剝むいた。


「出せ！　そいつを早はよ出せ！　エキシビションか何か知らんが速攻で叩たたき潰つぶしたるわ!!」


　八つ当たりとして格かつ好こうの相手を見つけた顔で、スクリーンのミアンに向かって吼える。


『よろしい……それでは入場していただきましょう』


　全員の視線が花道の先に向けられるが、そこに対戦相手の姿はなかった。


　不意にリングが震しん動どうし、キャンバスの中央に二メートル四方の穴あなが開いた。ガイドレールらしい二本の鉄てつ棒ぼうが垂すい直ちよくに伸のび、それに続いて檻おりのようなエレベーターがせり上がってくる。


　鉄てつ格ごう子しのゲートが開き、エキシビション・マッチの対戦相手がリングに歩み出た。


「うっ……!?」


　静馬は思わず後ずさりしそうになり、意い識しきして踏ふみ止とどまった。それほどの威い容ようであった。


　黄こ金がね色に輝かがやく西洋風の鎧よろい兜かぶとを着け、生き血で染そめたような深しん紅くのマントを羽は織おった人物──しかし静馬が驚おどろいたのはその衣い裳しようにではない。その巨きよ軀くである。


　大男の慶けい一いち郎ろうが小さく思えるほどの、まるで小山のような圧あつ倒とう的質しつ量りよう。


　身長三メートルを超こえる、文字通りの巨人であった。


　途と方ほうもない大きさに度ど肝ぎもを抜ぬかれた静馬だったが、すぐに思い直した。こんな非ひ常じよう識しきな大きさの人間が存そん在ざいするわけがない。


「はっは～ん、見た目でビビらそ思てからに……デモンストレーションはええねん。中のやつ、さっさと出てこんかい！　キャーンいわしたる！」


　静馬の挑ちよう発はつに応おうじたのか、鎧の巨人はガントレットを装そう着ちやくした両手を前方に突つき出した。拳こぶしを握にぎり、胸むねの前でぶつけるように合わせると、巨人の全身から不ふ可か視しのパワーが放ほう射しやされたかのように、凄すさまじい重低音の轟とどろきが闘とう技ぎ場じよう全体を震わせた。


　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ…………


　鎧兜の表面に微び細さいな亀き裂れつが走った。


　装そう甲こうの輪りん郭かくが急速にぼやけ、黄金色の輝きそのものと化していく。


　粒りゆう子し化かした鎧兜が炎ほのおのように噴ふき上がると、巨人の身体からだを包み込み渦うずを巻まいた。


　巨人が巨大な火柱と化す。一いつ切さいの熱を放射しない光の柱だった。


　数秒後、黄金色の光の渦は唐とう突とつに消えた。


　そこに現あらわれたのは、鎧の中身として相応ふさわしい身長三メートルの巨軀を有する男だった。


　単たん純じゆんに常人をスケールアップした体型ではない。おそろしく頭身が高い。十頭身近くはありそうだった。


　見るからに尋じん常じようではないプロポーションだが、異い形ぎようの醜みにくさはなかった。


　鍛きたえ上げられた肉体は神話の世界の人物のように完かん璧ぺきな均きん整せいがとれており、人類の理想の姿を体たい現げんしているかのような美しさがある。


　巨人は厳いかめしい面つら構がまえをしたゲルマン系けいの白人だった。ドイツの皇こう帝ていのようなカイゼル髭ひげを生やし、ダークブロンドの長い髪かみを首の後ろで結んでいる。


　深いグリーンの瞳ひとみが静馬を見下ろす。静馬の身体が型にはめられたように強こわ張ばった。重力が倍になったような重圧を感じる。


「ちょっ……ちょっとタンマや！」


　静馬は重圧を振ふり払はらうように待ったをかけると、巨人の背はい後ごに回り込み、後ろ姿を注意深く観察した。巨人は赤いラインの入ったパンツとタイツを穿はいているが、上半身は逞たくましい筋きん肉にくが露あらわになっている。背せ中なかは芸げい術じゆつ的なまでの背筋に覆おおわれている。


「な……ない！　ファスナーがない！　どういうことや!?」


　着ぐるみに付き物のファスナーを発見できず、静馬は慌あわてて正面に戻もどって巨人に問い質ただした。


「さては特とく殊しゆメイクで継つぎ目を巧こう妙みように隠かくしたな？　首から下はロボなんやろ？　ＮＡＳＡか？　ＮＡＳＡの仕し業わざか!?」


　巨人の右手が思わぬ速さで伸びた。反射的に仰のけ反ぞった静馬の額ひたいを、巨人の中指が弾はじく。


　デコピンを食くらった静馬はバク転して間合いから逃のがれる。


　静馬の背筋に寒気が走った。肉体のスケールがまるで違ちがうため間合いを見み誤あやまっていたのもあるが、その速さも予想外だった。何よりの驚きは、接せつ触しよくした指から伝わった生命の波動から、相手がロボットや着ぐるみではなく完全な生身の人間だと理り解かいできたことだった。


「そんなアホな……何食うたらこんな図ずう体たいになんねん!?　やっぱアレか？　放ほう射しや能のうか？」


　巨人が口元をわずかに歪ゆがめ、喉のどの奥おくで笑った。


「ナグモと同じことを言う──」


「南な雲ぐもやと!?」


　巨人が流りゆう暢ちような日本語を話したことより、静馬にとってはその内容の方が重大だった。


『むう……やはり、やはりあの男は……!!』


　解かい説せつの藤とう堂どう鷹たか王おうが興こう奮ふんした声を上げた。


『あの大巨人をご存じなんですか!?』


『うむ……私もこの目で見るのは初めてだ。以前、ビデオで見せられた時は粗あらい映えい像ぞうだったこともあって実在を信じられなかったが……まさか本当に三メートルもあるとは！』


『だから何者なんですか、あの巨人は!?』


『ニューヨーク暗黒街の帝王と呼よばれた男──ウィラード・ゲイツだ！』


　観客の間に動どう揺ようが広がるが、驚きよりも戸と惑まどいの方が大きい。表の格かく闘とう界には一いつ切さい名前の出ない人物だけに誰だれも知らないからだ。


『彼は昨年のクリスマス、ニューヨークで南雲慶一郎と対戦して完敗したはずだ。よもや生きていたとは──』


「マジでか!?」


　静馬は大だい巨きよ人じんゲイツの全身をまじまじと眺ながめた。


「南雲とやって負けたやと？　何や、図体だけか」


「そう言う貴き様さまの方がもっとアッサリ負けたと聞くぞ、小こ僧ぞう」


　痛いたいところを突かれて静馬はムッとする。


「オレのこと知っとんのか？」


「ストリート・バイパーズのことも含ふくめてよく知っている。当然だ……この大会の真の主しゆ催さい者しやはこの私なのだからな」


「何やと!?」


「この〈Ｖ─１エクストリーム〉のすべては私が企き画かくしたものだ。京極幻げん弥やは興こう行ぎようの請うけ負おい人にんにすぎぬ」


「企画したやと……予選のバトルロイヤルも、決勝のタッグマッチもか!?」


「然しかり」


　古風で大おお仰ぎような物言いが帝王には似につかわしい。巨人であるというだけでなく、ゲイツは邪じや悪あくなカリスマのオーラを瘴しよう気きのように全身から放射していた。並なみの人間なら容易たやすくその圧あつ力りよくに屈くつしてしまうところだが、静馬は相手が強大であればあるほど反発するタイプである。不ふ条じよう理り極きわまる大会を仕組んだ張ちよう本人となればなおさら怒いかりが募つのった。


「……で、その黒くろ幕まくが何の用やと？」


「この大会で貴様ら若わかい〈神威カムイの拳けん〉使いの実力を試ためした。私の復帰戦の相手として相応ふさわしいか否いなかを確たしかめるためにな」


「それでエキシビション・マッチっちゅうわけか？」


「いかにも。南雲慶一郎と闘たたかう前の肩かた慣ならしといったところだ」


「ほほ～、それはそれは……わざわざ地球の反対側からご苦労さん！　その図体やと普ふ通つうの飛行機には乗られへんやろ？　貨物扱あつかいか？　それとも背中に直ちよくにロケットくくりつけて飛ばすんか？」


　静馬の身体からだからチリチリと火の粉が舞まう。爆ばく発はつ寸すん前ぜんの闘とう志しの炎ほのおが体内で渦うず巻まいているのだ。しかしゲイツは静馬の放つ熱気などまるで意に介かいさぬ様子で、不ふ敵てきに微笑ほほえむ。


「ここは私の庭だ。ここで遊ぶのは私であって、小僧……貴様ではない」


　ゲイツの発するオーラの圧力が数倍になった。それに呼こ応おうして静馬の身体から神気の炎が噴ふき上がる。静馬は右手を上げて人差し指をゲイツに突つきつけた。




[image: ]


「オモロいやんけ！　復帰早々で悪いけどな……もっぺんリタイアさしたるわ!!」


　闘志を剝むき出しにした静馬の啖たん呵かに、観客は大いに沸わいた。


　ゴングの音が鳴り響く。


　真の最終決戦の幕が切って落とされた──





　　　　二





　西側の階かい段だんを上った慶一郎は、９Ｆのフロアに続く扉とびらの前に立った。


　扉に軽く掌てのひらを押おし付け、向こう側にいる敵の数を探さぐる。


　奇き妙みような気配があった。


　気配がある、というよりむしろ逆ぎやくだった。何の気配も探たん知ちできない。


　無人ということではない。鉛なまりの壁かべがＸ線を透とう過かしないように、気のエコーが返ってこないのだ。空間そのものが閉とじているような感覚だった。


　触ふれる壁を変えてみたが、結果は同じだった。


　慶一郎はドアノブに手をかけた。ノブを回して扉を引く。粘ねばりつくような感かん触しよくとともに、扉はゆっくりと開いていく。


　むせるような凄すさまじい異い臭しゆうが鼻をついた。人間の中身をぶちまけた臭においだった。


　それとは別に、暗黒のフロアに満ちているものがあった。


　物理的な圧力をともなった殺気──そして憎ぞう悪おだった。


　慶一郎はズボンのポケットから一五センチほどのプラスチックの棒ぼうを取り出した。真ん中から軽く折り曲げて振ふると、棒全体が白い光を放ちはじめる。化学反はん応のうによる発光を利用したスティックライトだった。


　闇やみの中に、その光を反射して星のように瞬またたく物があった。天にある星と違ちがうのは、それらがすべて二個こでワンセットになっているところだった。


　慶一郎はスティックライトを床ゆかに投げた。二種類の液えき体たいが反応することで生じる熱のない光が強さを増まし、フロア全体をぼんやりと照らす。


　目の前に、異い形ぎようの物体がその姿すがたを現あらわした。


　巨大な血みどろの肉にく塊かい──そう表ひよう現げんするのが妥だ当とうな存そん在ざいだった。十数人の人間の五体をバラバラに切り刻きざみ、こね合わせて団だん子ごにした感じのオブジェである。


　だがこのオブジェは生きていた。


　表面の肉は蠕ぜん動どうし、血管が脈打っている。


　肉塊の表面には人間の生首が生えていて、慶一郎に憎悪と狂きよう気きに満ちた視し線せんを向けていた。首の数はざっと九つあり、全員が男である。星のように光っていたのは肉塊と化した男たちの眼がん球きゆうだった。


　見ただけで吐はき気を催もよおす、おぞましい姿だった。並の人間なら失しつ禁きんで済すむが、気の弱い者ならショック死しかねない。地じ獄ごくから這はい出てきたような怪かい物ぶつである。


　しかし慶一郎の反応は違っていた。その顔に浮うかんだのは恐きよう怖ふではなく、嘲あざけりの笑みに近かった。


「束になってかかってくるつもりか？　俺おれとしてはその方が楽だが」


　慶一郎は肉塊の怪物の戦闘能のう力りよくを外見から見積もったが、どう考えても『銃じゆうで武ぶ装そうした九人の人間』よりは与くみしやすい相手という結けつ論ろんが出た。ソルバニアの魔ま素そを浴びて合体変身したにしては、フライング・シーマンズのような統とう一いつ感や指向性せいが見られない。


　慶一郎は脇わきのホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬいた。九つの首の一つを適てき当とうに選んで眉み間けんを狙ねらい撃うつ。銃じゆう弾だんが額ひたいを抉えぐり、脳のう漿しようが飛び散った。


『ひぎぃぃぃぃぃぃっ！』


　撃たれた男の生首が悲鳴を上げた。


『痛いてえぇぇぇぇぇよぉぉぉぉ──ッ』


　涙なみだを流しながら痛がるものの、死ぬ様子はなかった。怪物らしく不死身なのか、あるいはすでに死んでゾンビと化しているのかもしれない。


　慶一郎は別の可か能のう性せいに気付いた。


　魔素を浴びた男たちが自分の意い志しで合体したのではなく、怪物の本体が別に存在し、男たちの死体を利用して肉塊を作り上げた──そう考えた方が合点がいく。慶一郎は敵てきに対する評ひよう価かを改めた。


　フロアの床も天てん井じようも、男たちのものらしい血と汚お物ぶつで赤黒く染そまっていた。外から内部の様子を探知できなかったのは、この空間が結界になっているからだろう。


　醜みにくい肉塊が動いた。底の部分から十数本の足が伸のびて立ち上がり、節足動物のような足どりで近付いてくる。意外にも速い動きだ。


　肉塊の表面から人間の腕うでを何本も束ねてできた触しよく手しゆが伸び、慶一郎に襲おそいかかった。触手は一本ではなく、三本が同時に伸びて左右と頭上から迫せまってくる。


　慶一郎は避さけることなく、その場で回し蹴げりを放った。黄こ金がね色の神気を帯びた右足が大きな円えん弧こを描えがき、三本の触手を蹴り返す。


　九つの首が次々と伸び、奇き声せいを発しながら嚙かみついてくる。


「フン！」


　慶一郎の両の拳こぶしが煌きらめいた。神気を帯びた拳がマシンガンのごとく繰くり出され、迫り来る九つの生首をことごとく迎げい撃げきする。鉄てつ拳けんを食くらった生首の半分は頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さいされ、脳のう味み噌そを垂たれ流しながら苦鳴を上げた。


　三本の触手が大きく振り回される。慶一郎はリンボーダンスの要よう領りようで立ったまま仰あお向むけに身体からだを折って躱かわした。バネのように起き上がり様に跳ちよう躍やくし、怪物に蹴りを食らわせながら懐ふところに飛び込こむ。


　狙ねらいは生首だった。手刀で脳天を叩たたき割わり、眼球を二指で抉えぐる。


『ぎにゃぁぁぁぁぁっ!!』


　絶ぜつ叫きようが上がるとともに、怪物の触手はコントロールを失ったようにデタラメな動きを見せた。やはり九つの頭部は飾かざりではなく、肉体の動きを制せい御ぎよしているらしい。激げき痛つうで意い識しきを乱みだされれば統とう合ごうを失う。


　慶一郎は真ん中にある首の喉のどを摑つかみ、力任まかせに引っこ抜いた。それがユニオンの幹かん部ぶ・澤さわ田だの生首だとは知る由よしもない。首と一いつ緒しよにくっついてきた背せ骨ぼねごと引きちぎると、開いた穴あなに拳をねじ込む。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　バガァァン！


　肉塊の一部が爆ばく裂れつし、骨肉が飛び散る。


　怪物の巨きよ体たいに大きな裂さけ目が開き、中心部分が露あらわになった。ブヨブヨとした赤い羊よう膜まくのような物が見える。ソルバニアの魔ま獣じゆうの弱点である青い水すい晶しよう球のような核かくとはまるで別物であった。


　慶一郎はその羊膜に貫ぬき手を突つき入れた。厚あつい羊膜が破やぶれ、血の混まじった羊水のような生なま温ぬるい液えき体たいが裂け目からあふれ出る。手を抜くと、大量の羊水と一緒に白い物がこぼれ出てきた。


「────!?」


　それは人間の腕だった。


　色白で華きや奢しやな──少女のものと思おぼしき左腕である。


　一いつ瞬しゆん、凍こおり付いた慶一郎は、すぐに両手を羊膜の裂け目に突っ込み、左右に押し広げた。


　腕に続いて頭が、さらに上半身が現あらわれる。慶一郎は羊膜の奥おくまで腕を差し入れ、少女の全身を怪物の体内から引きずり出した。


　羊水で濡ぬれた髪かみを搔かき分け、顔を確たしかめる。


「美雪……ちゃん!?」


　それは予想もしない形での再さい会かいだった。


『……そんな所に……いたとは……』


　その声は足元から聞こえてきた。さっき本体から引きちぎった澤田の生首が喋しやべっていた。


『急に姿すがたが見えなくなったので……探さがしたんですよ……フヒィ！　よもや我われ々われの体内に隠かくれていたとは……』


　頭と背骨だけになってもまだ澤田は生きていた。背骨の両側からムカデのような無数の節足を生やし、本体と合流しようと動き出す。慶一郎はその首を思いきり蹴飛ばした。


　怪かい物ぶつ本体に〈神飛拳〉をもう一発撃うち込む。裂け目の内側で神気が炸さく裂れつし、肉にく塊かいは真っ二つに破は裂れつした。


　慶一郎は怪物から離はなれると、美雪の容よう態だいを確かく認にんした。


　美雪はほとんど全ぜん裸らの状じよう態たいだった。脱ぬがされたのではなく、羊水に浸つかっているうちに服が溶とけてしまったらしい。溶け残った生地の一部が身体にまとわりついている。これといった外がい傷しようがないことは一目で分かった。


　美雪は呼こ吸きゆうをしていなかった。手首の脈を取り、肉の薄うすい胸むねにも手を当ててみる。心しん臓ぞうの鼓動はほとんど確認できないほどに弱まっている。


（まだだ……まだ大だい丈じよう夫ぶ）


　美雪の首を上向かせて気道を確かく保ほするが、自力で呼吸を始める様子はない。


　慶一郎は美雪の額ひたいを押さえた手で鼻をつまみ、マウス・トゥ・マウスで人工呼吸を試みる。吹ふき込んだ息が肺はいに満ち、胸が膨ふくらむ。


　二度繰くり返したが呼吸は回かい復ふくしなかった。心しん拍ぱくが弱すぎるのだ。


　美雪の身体を胸に抱だくと、広げた右手を美雪の胸に、左手を背中に押し当てた。


　ドクンッ！


　美雪の身体が跳はねる。


　神気の発はつ勁けいを利用した心臓マッサージだった。背中に当てた左手からは逆ぎやく位相の神気を放って衝しよう撃げきを軽けい減げんしているが、戦せん闘とうの直後に行うにはデリケートすぎる作業である。


　リズミカルに十五回ほどマッサージした後、再ふたたび人工呼吸をする。


　美雪の脈はまだ戻もどらない。


　心臓マッサージと人工呼吸を繰り返す。


　五回目で脈が確認できた。人工呼吸を続ける。


　一度は復ふつ活かつした脈がまた弱まった。加減しながら心臓マッサージを施ほどこす。


　背はい後ごの闇やみの中に蠢うごめくものの気配があった。肉塊の怪物が復活しようとしているらしい。


　だが慶一郎はギリギリまで無む視しを決め込んだ。


　美雪の命を取り戻すまで、蘇そ生せい術じゆつをやめるつもりはなかった。





　　　　三





　健康プラザとしま９Ｆ・東側フロア──


「大作君……ちょっと頼たのみたいんだけど」


「何でしょう？」


　涼子は壁かべを背せにして座すわり込んでいる[image: ]さかき原ばら烈れつ膳ぜんを指さした。


「あの殺し屋の息の根が止まったかどうか、確認してきてよ」


「嫌いやですよ！　だって怖こわいもん」


　即そく座ざに断ことわる大作を、涼子は軽けい蔑べつの眼まな差ざしでにらむ。


「あんたねえ……人に命かけさせといて、自分は危あぶない橋を渡わたらないつもり!?」


「今日は──というか昨日ですけど、僕ぼくはもうすでに一度命を拾ってますからね。連続は嫌です。それに右う京きようさんからそんなことは指し示じされてないし」


「占うらない屋の命令がないと何もできないわけ？」


「当然です！」


「ヌウウ……」


　恥はじもへったくれもない大作の判はん断だんに、さすがの涼子も返す言葉がなかった。烈膳は気になったが、今は美雪の救出が優ゆう先せんである。涼子は苛いら立だちを呑のみ込んだ。


「で、これからどうするの？」


「あの扉とびらの向こうへ行きます」


　大作は９Ｆのフロアを東西に仕切っている防ぼう火か扉に目を向けた。


　扉に近ちか寄よった大作の足が止まった。扉の正面の床ゆかに、三つの『Ｔ』の文字を発見したからだ。


　三つの『Ｔ』は二本のガムテープを貼はって作られており、左からそれぞれ赤・黄・青と信号機のごとく色いろ違ちがいで、五〇センチほどの間かん隔かくを空けて横一列に並ならんでいる。何な故ぜか中央の黄色の『Ｔ』だけが他ほかの二つよりも下の棒ぼうが一・五倍ほど長い。


「これは……なるほど、バミってあるんだ！」


　大作はすぐに三つの『Ｔ』の意味を理り解かいしたようだった。リュックを開き、荷物の中からピンク色のビニールの塊かたまりを取り出すと、それを涼子に差し出した。しぼんだビーチボールのようにも見える。


「これに息を吹き込んで膨ふくらませてください」


「あたしがやるの？」


　ついさっきまで息も絶たえ絶だえだった涼子は真顔で訊きき返したが、大作はお構かまいなしに頷うなずいた。


「美雪ちゃんを助けるためです」


「……分かったわよ！」


　渋しぶ々しぶ承しよう諾だくすると涼子はビニールの塊を受け取った。乳ち首くびのようなエアーバルブをくわえて息を吹き込み、膨ふくらませていく。


「目をつぶって！　しっかり息を吹き込む！」


　大作の指示に従したがい、涼子は肺活量の続く限かぎり息を吹き込み続けた。ビーチボールにしてはかなり大きい。


「出来上がりました。ご苦労様です」


　そう言われて口を離はなし、目を開けた涼子は、思わず卒そつ倒とうしそうになった。自分が膨らませた物の正体を目まの当たりにしたからである。


「こっこっこっ、これは風船じゃない！　なっなっなっ……」


「南極２号じゃありませんよ」


「そうじゃなくて、だっだっだっ……」


「ダッチワイフという呼よび名はもう古いですよ。最近はラブドールって言うそうです」


　涼子の膨らませたビニール風船は人の形をしていた。かなり簡かん略りやく化かされてはいるが女じよ性せいを象かたどっている。顔はマルが三つだけという単たん純じゆんさで、頭には金色のモールのようなヒラヒラが付いていた。一いち応おう髪かみの毛を模もしているらしい。


「ご紹しよう介かいします。空気式ラブドールの『ジェニファーちゃん』です」


「こんなもんをあたしに膨らませんじゃねーわよ!!」


　涼子はここが敵てき地ちだということを忘わすれて叫さけぶと、『ジェニファーちゃん』を振ふり回して大作をメッタ打ちにした。基き本ほん的に風船なので力一いつ杯ぱい殴なぐってもあまりダメージはない。


「僕一人だと膨らますのに時間がかかるし、二人がかりだと自動的に間かん接せつキッスになりますけど、それでよければ……」


「そういう問題じゃない！」


　涼子はより破は壊かい力りよくのある武ぶ器きを探さがしたが、あいにく木刀はすでに失われていた。


「これがラッキーアイテムだって言うわけ!?　納なつ得とくのいく理由を説明してもらおーじゃないの！」


「これを見てください」


　大作は床にある三つの『Ｔ』を指し示しめした。


「これは人の立ち位置をバミったものです」


「バミる？」


「テレビ業界の専せん門もん用語ですよ。機器を配置する位置や、人の立つ位置にガムテープなんかで印を付けておくことを『バミる』って言うんです」


「三つあるけど……？」


「青は当然、僕です」


　大作は青い『Ｔ』に両足を合わせて立った。


「涼子さんは黄色です。下に伸のびる棒が長いですからね」


　涼子は不承不承、黄色の『Ｔ』に合わせて立つ。


「すると自動的に『ジェニファーちゃん』は赤になります」


　大作に言われて、涼子は『ジェニファーちゃん』を赤い『Ｔ』に合わせて立たせる。自立できないので腕うでを持って支ささえる形だ。


「それで……これからどうなるわけ？」


「さあ、そこまでは僕にも──」


「どういうことよ、それは!?」


　バダム！


　目の前の防火扉が音を立てて開いた。


　二人の目に最初に飛び込こんできたのは、オートマチックの拳けん銃じゆうの銃口と、そこから噴ふき出すマズルスパークの光だった。


　カガォン！


　銃声は二回連続して轟とどろいた。


　発はつ射しやされた弾だん丸がんのうち一発は『ジェニファーちゃん』を破は裂れつさせ、もう一発は涼子の心しん臓ぞうの位置を正せい確かくに撃うち抜ぬいていた。強きよう烈れつなボディブローを食くらったような衝しよう撃げきに、涼子は吹ふっ飛ばされて尻しり餅もちをついた。


　銃口は大作の胸むな元もとに向けられたまま、ピタリと静止していた。


　銃声は二回だったが、トリガーは三回引かれていた。しかし三発目の銃弾は発射されず、銃のスライドは後こう退たいしたところで止まっている。弾たま切ぎれだった。


　大作は銃口に釘くぎ付づけになった視し線せんをゆっくりと上げた。


　銃を構かまえているのは、身長二メートルを超こえる大男──南雲慶一郎であった。


　扉とびらから半身を覗のぞかせている慶一郎は、頭からバケツ一杯の血を浴びたように血みどろになっている。その目つきは完全に戦せん闘とう者しやのそれだった。大作を味方だと認にん識しきしているとは思えない。


「せ……先生！　僕です、神かみ矢やです！　美雪ちゃんを助けに来ました!!」


　その呼びかけを理り解かいしたのか、慶一郎は弾切れになった銃を手放した。しかし次の瞬しゆん間かんには、その手に巨きよ大だいなボウイナイフが魔ま法ほうのように現あらわれる。


「ひっ……」


　恐きよう怖ふに竦すくみ上がる大作の耳元をかすめるようにして巨大ナイフが飛ぶ。


　背はい後ごでくぐもった悲鳴が上がった。


　振り向くと、いつの間にか息を吹き返した烈膳が立っていた。


　その首に慶一郎の投げたボウイナイフが突つき刺ささっている。烈膳の右手から棒ぼう手しゆ裏り剣けんが落ちた。最後の力で一いつ矢し報むくいるつもりだったらしい。


「く……かはっ……」


　ナイフが自重で落ち、開いた傷きず口ぐちから水芸のごとく大量の血が噴ふき出す。窓まど際ぎわまで後退した烈膳は、体当たりでガラスを突き破やぶり、夜の闇やみの彼方かなたに姿すがたを消した。


　扉から出てきた慶一郎は、床ゆかに膝ひざをついて、肩かたに担かついでいた少女を大事そうに降おろした。


　慶一郎同様、全身血まみれの美雪であった。ほとんど全ぜん裸らの状じよう態たいである。


「返り血だ。大きな怪け我がはないはずだ」


　大作が訊きくより先に慶一郎が答える。大作はひとまず胸むねを撫なで下ろした。


「涼子さん！　ちょっと手を貸かしてください」


　大作に呼よばれて、涼子はようやく身体からだを起こした。


　セーラー服の胸元を広げて中を見る。慶一郎の撃った銃弾は、防ぼう弾だんベストによって受け止められていた。


　涼子が青ざめた顔で口をパクパクさせていると、事じ情じようを察した大作はニッコリ微笑ほほえんだ。


「やあ、さすがに値ねが張はっただけのことはありますね。アイテム一つで二度も命が助かるなんて、滅めつ多たにあることじゃないですよ」


「あんたねえ……」


　涼子にはもはや反はん論ろんする元気も残っていなかった。大作の言う通り、連続で死にかけると肉体的には無事でも精せい神しん衛えい生せい上よろしくない。


『ＧＵＲＲＲＲ…………』


　半開きの扉の向こうから、重機のエンジン音のような唸うなり声が聞こえてきた。慶一郎は床に寝ねかせた美雪の頰ほおを指先で撫でると、立ち上がった。


「お前たち、美雪ちゃんを頼たのむ」


「先生は!?」


「まだやることが残っている」


　慶一郎はそう言って背せを向ける。


　涼子はその背中に何か呼びかけたかったが、言葉が見つからなかった。


　出会い頭がしらとはいえ、身内を射しや殺さつしかけておいて謝あやまるどころか心配する素そ振ぶりすら見せない非ひ情じような男である。文もん句くの一つも言っていいはずだが、ここは戦場だった。


　慶一郎の銃じゆうに残っていた弾は二発。


　ダミーとしての役やく割わりを果たした『ジェニファーちゃん』と防弾ベストがなければ、二人とも心臓に一発ずつ食らって即そく死ししていたところである。


　相手が敵てきか味方か確かく認にんしている余よ裕ゆうすらない──それが慶一郎の現げん在ざい置かれている状じよう況きようだった。そんな修しゆ羅ら場ばに「来るな」と念を押おされてなお来てしまったのは涼子の我わが儘ままなのだ。撃たれたことに対して怒おこるべきなのか、自分が謝るべきなのか、頭が回らず判はん断だんがつかなかった。


　ただ一つ確たしかなことは──目の前にいるこの男は、もはや自分の知っている高校教きよう師し・南雲慶一郎ではないという事実だった。むしろ本当の姿と言うべきか。少なくとも涼子が見ていたのは慶一郎という男のほんの一面にすぎない。


「このビルは少しヤバいことになっている。急いで逃にげろ」


「せ……」


　涼子は自分と慶一郎を繫つなぎ止めているものが一つだけあることに気付いたが、それを口にしかけて止めた。それを言ったが最後、二度と会えなくなるような予感がしたからだ。


　慶一郎は再ふたたび扉とびらの向こうに姿を消した。


　閉とざされた扉を前に、涼子は胸むねが張り裂さけそうな痛いたみを覚えた。銃弾によるものか、それとも別の痛みなのかは判然としない。


　ガァン！


　フロアを揺ゆるがす轟ごう音おんと共に、防火扉の一部が膨ふくらんだ。反対側から巨大な何かが叩たたきつけられたのだ。しかしその膨らみの位置が奇き妙みようだった。高さ二メートルを超こえている。


（ヤバいことになっているって……!?）


　慶一郎の警けい告こくの意味が、単に武ぶ装そうしたヤクザがウヨウヨいるというだけではないということを涼子は直感した。


「大作君……ここは急いで脱だつ出しゆつした方がいいわね」


「そう思うならさっさと手伝ってくださいよ」


　大作はリュックから美雪の服と、血で汚よごれた身体を拭ふくためのタオルを取り出しながら言った。涼子が腰こしを抜ぬかしている間にこちらはやるべき事を始めている。


　立ち上がろうとして腰を浮うかしたところで、涼子は自分の身に起こった異い状じように気付いた。中ちゆう途と半はん端ぱな姿し勢せいで固まったまま、大作に言う。


「大作君……ちょっと、リュック貸かして」


「どうしてですか？」


「な、何でもいいでしょ？　早くよこしなさいよ！」


「パンツですか？」


　タオルをミネラルウォーターで湿しめらせながら、大作が何気ない口調で訊たずねる。


　図星であった。


　烈膳との勝負は無事に乗り越こえたものの、慶一郎に撃うたれた時はあまりに突とつ然ぜんの出来事で身み構がまえる余よ裕ゆうすらなかったのだ。


　情なさけなさに目め眩まいを覚えながら、涼子は逆ぎやくギレ気味に言った。


「そうよ、パンツよ！　文句ある!?」





　　　　四





　大だい巨きよ人じんウィラード・ゲイツを迎むかえたエキシビション・マッチ──


　最初に仕し掛かけたのは静馬からだった。


　短い助走からキャンバスを蹴けり、三メートルの高みにあるゲイツの顔面めがけて跳とび蹴りを放つ。


　凄すさまじいリーチの右ストレートが眼がん前ぜんに迫せまった。拳こぶし自体の大きさがボーリングの球ほどもある。


　しかし──その拳は静馬の頭の上を通つう過かした。跳び蹴りは届とどかず、静馬はゲイツの足元に着地する。


「うりゃっ！」


　静馬はゲイツの左の脛すねを両足で挟はさんだ。頭の高さの蹴りは見せかけで、真の狙ねらいはゲイツの足元であった。


『おお～～～っと草[image: ]静馬、いきなりの跳び蹴りはフェイントでした！　大巨人の足元にカニバサミを仕掛ける！　これでダウンさせるつもりだ～～!!』


『作戦は分かるが、しかしこれでは……』


　藤堂の懸け念ねんは観客の視し点てんで見れば明らかだった。足を取るにしても身体からだのスケールがあまりに違ちがいすぎるのだ。現げんにゲイツの巨体はびくともしていない。


「……何のつもりだ？」


　電柱のような脛に両足を絡からめて必死に倒たおそうとしている静馬を、ゲイツは珍めずらしい虫でも見るような目つきで見下ろす。


　ゲイツが静馬の身体ごと左足を持ち上げた。軽く蹴り上げると、静馬は数メートルも飛ばされてネットに叩たたきつけられる。


「クソッ、なんちゅう足あしや！」


　静馬は文もん句くをこぼしながらも即そく座ざに立ち上がった。ゲイツは振ふり上げた足をゆっくりと戻もどす。静馬一人分の重さを蹴り飛ばしてもバランスを崩くずしていない。


　ゲイツの体重は身長と体たい格かくから単たん純じゆんに計算して三五〇から四〇〇キロ程てい度どか。歴代横よこ綱づなで最も重い力士でも二三〇キロ台であることを考えると、ゲイツの身体能のう力りよくは超ちよう人じん的なレベルである。


「ロボや……こいつやっぱりロボや！」


　静馬はゲイツを人間扱あつかいするのをやめた。常じよう識しきに縛しばられていてはまともに闘たたかえない。


　つけ入る隙すきを窺うかがいながら、静馬は踊おどるような軽いステップでゲイツの周囲を回った。


　首から上を攻こう撃げきしたいところだが、三メートルの高みにあるゲイツの顔はひどく遠かった。普ふ通つうにパンチやキックを出しただけではみぞおちの辺りまでしか届かない。それ以前に地上から技わざが届く間合いに入ること自体が危き険けんだった。捕つかまったら何をされるか分かったものではない。


　ならばジャンプからの攻撃となるが、それも考えものだった。ゲイツの腕うでのリーチは静馬のおよそ倍近い。下手にジャンプしても蹴りが届く前に迎げい撃げきされる恐おそれがある。


　戦法としてはやはり足元から崩していくしかなかった。スピードで攪かく乱らんし、先手を取らせず攻せめ落とす──大事なのはリズムだ。


「しゃあああっ！」


　静馬はいきなりスライディングで突つっ込こんだ。低い姿し勢せいなら拳による攻撃は受けないと踏ふんでの奇き襲しゆうである。狙いは右の足首だった。


　しかし、静馬の攻撃が届くより先に目標の右足が消えた。


　右足があった位置に静馬が滑すべり込むと、持ち上げられた右足が真上から落ちてくる。


「うほっ!?」


　静馬は横に転がって避よけた。踏みつけられた右足がキャンバスを地じ震しんのごとく揺ゆらす。


　安心するのは早かった。左足のトウ・キックが迫る。静馬は後転してそれを躱かわすと同時に立ち上がる。


　間かん髪はつを容れずに背はい後ごから文字通り丸太のような後ろ回し蹴りがきた。足は水平だが静馬の頭の高さがある。静馬は腰こしを直角に折ってお辞じ儀ぎする要よう領りようで避けると、そこから飛び込み前転を二回転してゲイツの間合いの外へ逃のがれた。


　どの一撃を食くらっても大ダメージ必ひつ至しの連続攻撃に、観客がどよめいた。


『草[image: ]、曲芸じみた動きで足技を躱しました！　しかしこちらから見ていると大巨人の動きは普通というか、スローな印象を受けますが──』


『あの巨きよ体たいが普通に動いていること自体すでに驚きよう異いだよ。なにしろスケールが違ちがうからな。スローに見えても実じつ際さいの速度は一・五倍と考えていいだろう。足技だけを見ても相当なものだ。下から攻めるのはむしろ得とく策さくとは言えんな』


　藤堂の解かい説せつを聞くまでもなく、静馬は足元を攻める作戦を捨すてた。常識外れの巨体にもかかわらずゲイツに不安定さはない。そして踏まれただけで四〇〇キロの破は壊かい力りよくである。圧あつ死しは確かく実じつだった。


　恐おそろしくリーチの長い蹴けりも受け流しは不ふ可か能のうだ。単純に質しつ量りようが違う。さっきは蹴りだけだったが、そこにパンチのコンビネーションが加わるともはや手の施ほどこしようがない。


　そうなるとゲイツの間合いに長なが居いするわけにはいかなかった。有ゆう効こうなのはヒット・アンド・アウェー──すなわち一撃離り脱だつ戦法である。


（やっぱ跳とぶしかないか!?）


　静馬は左方向に走った。ゲイツに最も近い位置にある柱を駆かけ上がり、その天辺を蹴って跳ちよう躍やくする。


「猛もう虎こ散さん弾だん……」


　パガァッ！


　ゲイツの頭上から襲おそいかかろうとした静馬の身体からだが、空中で縫ぬい止められたように止まった。


　振り上げられた巨人の右みぎ拳こぶしが、蹴りを出す前に静馬のボディを捉とらえたのである。それはパンチというより、飛んでくるボールをキャッチするような動きだった。


「なろっ！」


　静馬はゲイツの手首を両手で摑つかみ、両足を腕に絡からませて肘ひじを極きめにかかった。


『おおっ!?　これは見たことのある関節技です！　〈腕ひしぎ逆ぎやく十字固め〉の体たい勢せいに持っていこうとしているのか～～ッ！　しか～し相手がデカすぎます！　足がまったく届とどいていな～い！　草[image: ]静馬、これではまるでダッコちゃんだ～～ッ!!』


　会場を一いつ瞬しゆんどよめかせた静馬の関節技だったが、ゲイツの首まで足が届かないため技として成立していなかった。スケールが違いすぎて極まらないのだ。


「それで、どうしようというのだ？」


　ゲイツは右腕を振り回した。二回転まで耐たえた静馬だが、三回転目で放ほうり出され、ネットの上部に背せ中なかから叩たたきつけられた。リング外に落ちそうになるが、辛かろうじて片かた手てをフェンスの端はしに引っかけて転落を免まぬがれる。


　リングに戻もどってきた静馬に、ゲイツは諭さとすように言った。


「肉体のみの戦せん闘とうでは私に勝てないことはもう分かったろう。くだらん遊びにこれ以上付き合うつもりはない。さっさと〈神威カムイの拳けん〉を使え。私を退たい屈くつさせるな」


「た、退屈……!?」


　対戦相手に全力を出させ、自分が闘たたかいを楽しむついでに観客を喜ばせるのが静馬の格かく闘とうスタイルである。相手を退屈させてしまうなどという事じ態たいはあり得なかった。どんな殺し文もん句くよりもショッキングな台詞せりふといえる。


「注文通りにしたらぁぁっ！」


　静馬はその挑ちよう発はつに乗った。正面から踏ふみ込み、炎ほのおの神気を帯びた右の拳を突つき上げる。


　バシュッ！


〈紅あかい牙きば〉の真しん紅くの衝しよう撃げき波はがゲイツに向かって走る。水飛沫しぶきのような縦たての波だ。


　ゲイツが目の前の空間を抉えぐるように左手を水平に振ふるった。その手つきだけで〈紅い牙〉のパワーがわずかな火の粉を残して消失した。


　静馬は続いて二発目、三発目の〈紅い牙〉を放つ。〈紅牙三連〉──必殺の三連撃は、しかし、初しよ段だんと同様にゲイツの左手の一振りでかき消された。


「何やと!?」


　驚きよう愕がくする静馬に、ゲイツは開いた左手を向けた。掌てのひらは淡あわい銀色の輝かがやきに包まれている。


「そうか──〈月〉の性せい質しつやな!?　オレの〈炎〉を吸きゆう収しゆうしよったな！」


「ほう……我わが〈ルナー・フィンガー〉をよくぞ見み抜ぬいた」


　八種類に大別される〈神威の拳〉の属ぞく性せいの内、相手の神気を吸収・反はん射しやする特とく殊しゆな性質を持つのが〈月〉の流法である。神気の攻こう撃げきに対する盾たてとしてはほぼ完かん璧ぺきな能力だが、相手の力を利用する以外に攻撃力を持たないのが弱点といえる。


「アホが！　性質さえ分かったらこっちの──」


　こっちのもの、と言いかけて静馬は口ごもった。事態が何一つ好転していないどころか、ますます手が付けられなくなっている。間合いの外からの〈神威の拳〉の攻撃が通用しないとなると、一度は諦あきらめた接近戦インフアイトを挑いどむしかない。


「チッ……しゃあない」


　静馬は構かまえを解とき、肩かたの力を抜くと、無む造ぞう作さな足取りでゲイツの間合いに踏み込んだ。


　巨大な右フックが襲ってくる。拳より先に風圧がきた。静馬の身体が自然に沈しずむ。


　右フックの通つう過かとともに、ゲイツの視し界かいから静馬の姿すがたが消えた。


「────!?」


　ガスッ！


　腋わきの下に潜もぐり込んだ静馬は、ゲイツの脇わき腹ばらに突き蹴りを見み舞まった。巨岩を蹴ったような感かん触しよくが返ってくる。


　右フックが手しゆ刀とうになって戻ってきた。静馬は腰こしの高さを薙なぎ払はらう手刀の上で身体を転がすように跳とんで躱かわす。


　着地の隙すきを狙ねらってゲイツの左の膝ひざが突き上げてくるが、静馬は自分から後方に倒たおれることでこれを避よけ、膝蹴げりから踏みつけ攻撃への変化も側転しながら起き上がることでやり過すごした。


　捕とらえようと振り下ろされた左ひだり腕うでを避けて腋の下を潜くぐり、背中に肘打ちを食くらわせる。


　即そく座ざに後ろ回し蹴りがくるが、それを予期していた静馬はバク転して間合いの外へ逃れている。


　息つく暇ひまもない攻こう防ぼうに、観客の間からため息がもれた。


『これはどうしたことでしょう！　草[image: ]、先ほどまでとはまるで違う動き！　巨人の攻撃を巧こう妙みように躱してカウンターを入れています!!』


『うむ、捨しや己き従じゆう人じんと言おうか──つまり相手の攻撃に逆さからわず、流れに従したがいながら勝機を摑つかむ戦法だ。だが……このままでは持じ久きゆう戦せんになるな』


『というと？』


『せっかくカウンターを当てても与あたえるダメージが小さすぎて有ゆう効こう打だになっていない。とはいえ草[image: ]君の必殺技わざは動作の隙が大きいため密みつ着ちやく戦せんで当てるにはリスクがありすぎる。巨きよ人じんを翻ほん弄ろうしてスタミナ切れを狙うのも作戦としては有効だろうが──』


　静馬の考えも同じだった。問題は三メートルの巨体がどの程てい度どまで動けるのか、という疑ぎ問もんである。スタミナが切れるまで攻撃を躱しきることができるかどうか。


　ゲイツは静馬の腹の内を見み透すかしたように鼻を鳴らした。


「フン、持久戦に持ち込んでこちらのパワーダウンを狙うか……つまらん作戦だが、確たしかに有効ではあるな。ところで一つ明かしておくと、私の肉体はまだ完全な状じよう態たいではない。闘える時間に制せい限げんがあるのも事実だ」


　意外な告白だった。ゲイツは自分から弱点を教えている。だがその告白は、それによって静馬に戦法の変へん更こうを要求するものではなかった。


「それ故ゆえに……茶番はここまでにしてもらおう」


　ゲイツは広げた右手を静馬に向けた。掌が黄金色に輝く。


　カッ！


　超ちよう高こう圧あつの〈光〉が静馬を直撃した。圧あつ倒とう的なパワーの奔ほん流りゆうに押おし切られ、静馬の身体からだはフェンスに叩たたきつけられる。


「ぐはっ……!!」


　静馬は激はげしく咳せき込んだ。シャツの胸むねに巨大な手形がくっきりと焼き付けられている。


「どうだ小こ僧ぞう──我が〈ソーラー・フィンガー〉の味は!?」


　ゲイツの言葉に、静馬は戦せん慄りつを覚えた。ゲイツの右手から放たれた神気の波動は、慶一郎の〈龍りゆう気き〉と同じ種類のものである。つまりゲイツは右手と左手で異ことなる属性の神気を同時に操あやつることができるのだ。


　神気の属性は使い手の体質によって決まり、一人の使い手は一種類の属性の神気しか操れない──それが〈神威カムイの拳けん〉における常じよう識しきといっていい。ゲイツの特とく異いな体質が異なる性質の神気を同時に操るという離はなれ技を可か能のうにしたと考えるしかなかった。


「さて、すでに理り解かいしているとは思うが、あらためて断だん言げんしよう──小細工を弄している時間はもうないぞ」


　再ふたたび〈ソーラー・フィンガー〉が放たれた。静馬は横っ飛びにそれを躱すと、低い姿し勢せいで突っ込みながら右腕を水平に振ふり抜いた。


「往おう生じようォォォせいやぁぁぁ──ッ!!」


　轟ごう！


　紅ぐ蓮れんの神気が爆ばく発はつ的に放射される。


　静馬の必殺技〈炎ほのおの虎とら〉の攻撃。しかしゲイツの左手〈ルナー・フィンガー〉の一振りがその炎をかき消し、静馬の真正面に右手が突つき出された。


　黄金色の閃せん光こうが視し界かいを覆おおう。静馬は左右に避けずに勢いきおいのままヘッドスライディングして〈ソーラー・フィンガー〉の下をくぐった。前転から起き上がると、ゲイツの胸むな元もとに肩かたから体当たりを食らわせ、キャンバスを蹴りつつ体内の神気を爆発させる。


「燃もえりゃぁぁぁ──ッ!!」


　ガォォォン！


　静馬の身体は灼しやく熱ねつの衝しよう撃げき波はを放ちながら飛ひ翔しようした。ゲイツの巨体が仰のけ反ぞる。


　勝機は今、この瞬しゆん間かんしかなかった。


　静馬は宙ちゆう返がえりし、眼がん下かのゲイツに向けて急きゆう降こう下かした。全身が白熱する炎に包まれ、身体の輪りん郭かくが溶とけて消える。静馬は燃え上がる翼つばさを広げた不死鳥フエニツクスと化した。


　爆炎の必殺技〈火の鳥〉である。


　その羽ばたきによって生じた熱風は観客席まで届とどいた。


　不死鳥の炎がゲイツの巨体を呑のみ込こむ──


　ガキィィン！


　金きん属ぞく的な衝撃音とともに、〈火の鳥〉の炎は弾はじけて四散した。


　舞まい散る炎の羽根の中から現あらわれたのは、無む傷きずで立っているゲイツであった。


　頭上に差し上げられた左手が、静馬の顔面を捕とらえて宙吊づりにしている。


　ゲイツが仰け反ったのは静馬の〈焰ほむら舞まい〉の直撃を受けたためではなかった。単に身を退ひいて避よけたにすぎない。


「力任まかせの特とつ攻こう……なんとも芸のない技だな。カミカゼのつもりか？　だが実じつ際さいに行われた特攻のほとんどが犬死にだったことを知らんようだな」


　右の鉄てつ拳けんが静馬のボディを突き上げた。〈ソーラー・フィンガー〉の閃光が身体を貫つらぬき、静馬を吹ふき飛ばす。


　リング端はしまで飛ばされた静馬は、フェンスに張はられたネットにしがみつくようにして身を起こした。柱に寄よりかかって立ち上がろうとするが、膝ひざが笑って立てない。


「一通りの技は見せてもらった……だが、しょせんはアマチュアだな。底が浅い」


　静馬は反はん論ろんしようと口を動かしたが、絶たえ絶だえの息がもれるだけだった。


「限げん界かいか。では最後に私の技を見て逝ゆくがいい──真の必殺技デツドリー・ブロウとはこういうものだ」


　ゲイツは両りよう腕うでを左右に広げた。


　右の掌てのひらには黄こ金がね色の、左の掌には白しろ銀がね色の神気の輝かがやきがほとばしる。


　その両手を胸むねの前で組み合わせる。属ぞく性せいの異ことなる二つの神気が螺ら旋せん状じようの渦うずと化した。


　空間が歪ゆがんで見えるほどの圧力が静馬を包み込む。


「さらばだ、小僧──〈エクリプス・フィンガー〉!!」


　組み合わせた両手を前方に突き出した姿勢のまま、ゲイツの巨きよ体たいが撃うち出された砲ほう弾だんのごとく突とつ進しんした。


　激げき震しんが地下闘とう技ぎ場じよう全体を揺ゆるがし、客席から悲ひ痛つうな叫さけびがこだました──





　　　　五





（ったく……こんな……こんな……!!）


　濡ぬれタオルで美雪の身体からだを拭ふきながら、涼子は胸を震ふるわせる激げき情じように耐たえていた。


　美雪を無事に取り戻もどせたことで一いち応おうの安あん堵どはある。だが慶一郎はまだ闘たたかっていた。


　おそらく京極幻弥の一味との決着をつけるつもりなのだ。それを助けに行けないことがもどかしい。


　見たところ美雪の外がい傷しようは打ち身や擦すり傷程てい度どだった。呼こ吸きゆうは安定しているものの、呼よびかけには反はん応のうせず、意い識せきが戻る様子はない。


　美雪に服を着せる仕事は涼子が自分から引き受けた。大作が手伝いを申し出たが蹴けりを食くらわせて追い払はらってある。


　死体は実際より重く感じるという話があるが、意識を失ってぐったりしている美雪の身体も予想以上に扱あつかいづらかった。空気の澱よどんだビル内は蒸むし暑く、下着を穿はかせるだけでも汗あせだくになる。


「大変でしょ？　僕ぼくも手伝いましょうか？」


　廊ろう下かの角から大作が顔を出した。


「こら、こっち見るんじゃないわよ！」


「非ひ常じよう時じなんですから、急いで脱だつ出しゆつする方を優ゆう先せんしましょうよ。パンツはもう替かえたんでしょ？」


「そのことにこれ以上触ふれたら、ここがあんたの墓はか場ばになるわよ!?」


「銃じゆうで撃たれて失しつ禁きんするのは恥はずかしいことじゃないですよ。不ふ可か抗こう力りよくです。僕にはよ～く分かります。むしろ失禁で済すんでラッキーだと考えた方が……」


「憐あわれむような口調はやめろっての！　余よ計けいにムカつくわ」


「気を静めてください。それと、ここがまだ敵てき地ちだってことを忘わすれないでくださいよ」


　大作の意見は正しかった。慶一郎も言ったようにグズグズしている場合ではない。考え直した涼子は大作に手伝ってもらい、美雪に服を着せた。


「ジャージの上下にしとけばよかったですねえ」


　大作は心底悔くやんだように言った。用意した服がブラウスとスカートだったのは確たしかに選せん択たくミスといえる。右京のアイテムリストには『美雪の服一式』としか書かれておらず、必要になる時に当の美雪が意識を失っているとは予想していなかったからだ。


「あの占うらない師しも適てき当とうね。それぐらい事前に指定しときゃいいのに」


　本人がいないことをいいことに文もん句くを言いながら、涼子はふと肝かん心じんなことに気付いた。


「ところで……美雪ちゃんをどうやって連れ帰るの？」


「当然、おんぶして行くしかないでしょうね」


「あんたが？」


「寝ね惚ぼけたことを言わないでくださいよ。誰だれの仕事だと思ってるんです？」


　この場に二人しかいない現げん状じよう、美雪を運ぶ役回りは涼子以外にあり得なかった。


「安心してください。こんな時のためのアイテムはすでに用意してありますから」


　大作は明るく言うと、リュックを分ぶん解かいし始めた。マジックテープとプラスチックの固定具を外し、荷に袋ぶくろの部分と背負しよい子このフレームを分ぶん離りする。


「これで背せ負おうわけ？」


「その通り」


　涼子は背負子を背負い、腹はらにベルトを回して固定した。登山用だけあって作りは頑がん丈じようだ。


　美雪の身体を背負子に乗せ、こちらも別に用意したベルトで固定する。そのまま背負うよりは楽とはいえ、三〇キロを超こえる荷物である。下半身にかなりの負ふ担たんを感じる。


「大作君、エレベーター呼よんでよ」


「止まってます。電でん源げんが切れてるみたいですね」


「ちょっと待って。ここって──」


「九階ですけど」


「…………」


「さっ、元気を出して行きましょう！」


　一人だけ潑はつ剌らつとしている大作に、涼子はちょっぴり殺意を覚えた。





　美雪を背負っての帰き途とは予想通り困こん難なんを極きわめた。


　最初の踊おどり場で早くも涼子の膝ひざが笑いはじめ、二階分を降おりた頃ころには脂あぶら汗あせがどっと噴ふき出した。


　意外な敵は階かい段だんの暗さだった。大作がライトで足元を照らしているが、少しでも気を抜ぬくと暗くら闇やみの底に転落してしまいそうな恐きよう怖ふがある。


　中間地点である５Ｆに着いたところでやむなく休きゆう憩けいをとった。階段に腰こしを降ろして一時、荷物の重さから解放される。涼子は大作から渡わたされた携けい帯たい用酸さん素そボンベで呼こ吸きゆうを整え、ミネラルウォーターで喉のどの渇かわきを癒いやした。


「もう一息ですよ。頑がん張ばってください」


　大作がタオルで涼子の額ひたいの汗を拭ふきながら励はげます。細身の少女とはいえ人間一人を担かついでいる涼子に比くらべ、大作の荷物は背負子を外したリュック一つである。当初は数々のアイテムが詰つめ込まれていたリュックも今や片かた手てで持てるほど軽くなっていた。


「あんたは身軽でいいわね」


「ミネラルウォーターもそれが最後です。リュックもほとんど空ですよ」


　大作はリュックを振ふってみせた。カラカラと音がする。本当に空っぽらしい。


「ラッキーアイテムもとうとう品切れってわけ？　じゃあ逆ぎやくに考えると、ここから先は安全ってことよね」


「え？　まあ……そうですねえ。確たしかに品切れですよ」


　大作の返事は涼子の台詞せりふと妙みように嚙かみ合っていなかった。


「何よ、その……奥おく歯ばにモノの挟はさまったような言い方は？　何かあるの!?」


「やだなあ、気のせいですよ。心配することなんてありませんから」


　大作にしては珍めずらしく明らかに動どう揺ようしていた。どうとでも突つっ込めたが、あまりに怪あやしすぎて涼子はかえって問い詰めるのをためらった。知るのが逆に怖こわい。


「……まあいいわ。あと半分でしょ？　急ぎましょ」


　手すりに摑つかまって立ち上がった涼子は、背負子がさっきにも増まして身体からだに重く食い込むのを感じた。膝が痛いたみ、脹ふくら脛はぎと太ふと腿ももが痙けい攣れんする。わずかな休憩では回かい復ふくできないほど疲ひ労ろうが溜たまっていた。烈膳戦で精せい根こんを使い果たし、今は予よ備び電池で動いているような状じよう態たいなのだ。地上まで美雪を降ろすだけで精せい一いつ杯ぱいというところか。


　最後の力を振り絞しぼり、涼子は階段を一段ずつ降りた。


　４Ｆを過すぎ、踊り場に片足を降ろしたその時、階下から不ふ吉きつな音が聞こえてきた。


　ギィィ……


　耳みみ障ざわりな金きん属ぞく音。錆さびた鉄の扉とびらが開いたような音だ。


　二人の足が止まる。誰が音を立てたのか──少なくとも味方ではないだろう。


「大作君……下、見てきて」


「わ……分かりました」


　大作は踊り場から数段降りたところから階下へライトを向けた。


　フロアと階段を隔へだてる防ぼう火か壁へきの扉が開いていて、そこから出てきたらしい若わかい男がうつ伏ぶせに倒たおれているのが見える。膝から下はフロアの方に残っているが、自力で這はい出してきたとは考えられなかった。


　男の後頭部には爆ばく発はつしたような大おお穴あなが開いていて、頭の中身が見えていた。一目で死体だと分かる。


　この階段を上ってきた時には存そん在ざいしなかった死体である。しかも奇き妙みような点がいくつかあった。破は壊かいされた頭部の様子から脳のう漿しようを撒まき散らしたはずだが、死体の周囲にはその痕こん跡せきが見当たらない。殺害現げん場ばは階段ではなく別の場所──おそらく３Ｆのフロアだろう。


　死体が何者で、誰に殺されたかについては容よう易いに想そう像ぞうがつく。


　それを別として最大の問題は、いったい誰がこの死体を階段に引きずり出したかという点である。大作は階段の下の方までライトで照らしたが、それらしい人ひと影かげや足あし跡あとは発見できなかった。


　再ふたたび死体にライトを向けた時、大作は思わず跳とび上がりそうになった。


　死体の位置が変わっていた。さっきまでは防火扉の向こうにあった足が、今は完全に階段側に出ている。冷静になってよく観察したが、死体が動いたことは確たしかだった。


　上から涼子が小声で訊たずねる。


「……ねえ、どうなってるのよ？」


「待ってください。今、状じよう況きようを確かく認にんして──」


　ガサッ。


　死体が床ゆかに両手をついて上体を起こした。誰かが動かしたのではない。自力で動いているのだ。


　死体が脳のう味み噌そを垂たらしながら顔を上げる。まだ若い、少年といっていい年とし頃ごろの顔つきだが、焦しよう点てんの合わない濁にごった眼がん球きゆうには人間らしい意い志しや知ち性せいの光はなかった。


「…………ゲヒッ」


　だらしなく開いた口から血の泡あわが溢あふれ出した。少年の死体は這はいずりながら大作の方に近ちか寄よってくる。


　防火扉が大きく開き、二人目、三人目が階かい段だんに出てきた。


　どちらも血みどろで、それぞれ眉み間けんと右目に銃じゆう弾だんを受けた跡があった。常じよう識しきで考えれば死体である。だが自分の足で歩いてくる。


「うっ……うわわわわわぁ──ッ!!」


　おぞましい光景を前に、大作は耐たえきれずに涼子の元に駆かけ戻もどった。


「どうしたの？」


「しっ、死体が、死体が……」


「今さら死体の一つや二つでオタオタすんじゃないわよ」


「死体が動いてるんですよ！」


「じゃあ死体じゃなくて生きてるんじゃないの？」


「違ちがいます！　ゾンビです！　動く死体です！」


「んなバカなこと……」


　呆あきれ顔の涼子は手すりに寄りかかって階下を見下ろした。その顔から血の気が引く。


　三人のゾンビが階段を上ってくる。一人は四つん這いで、二人は夢む遊ゆう病びよう者しやのごとく頼たよりない足取りだが、一歩一歩確実に近付いてくる。身体からだの動きが鈍にぶいのは脳を破壊されているためだろうか。


　涼子は逃にげようとしたが、足が痙攣して動かない。ゾンビたちが踊おどり場に迫せまった。虚うつろな死者の顔を目の前にした涼子は悲鳴を上げた。


「いやああああああぁぁ────ッ!!」


　ドォン！


　その悲鳴に呼こ応おうしたように、突つき上げるような衝しよう撃げきが階段を揺ゆらした。


　すぐに第四の人影が防火扉から現あらわれ、三人のゾンビとは異ことなる素す早ばやい動きで階段を駆け上ってきた。黒いスーツを着た中年の男である。


　黒スーツの男は、立って歩いている二人のゾンビの背せ中なかに両りよう腕うでを叩たたきつけた。


「ムゥゥン！」


　男の両腕がオレンジ色の光を発し、波は紋もんのようにゾンビの身体に伝わった。


　ズガァァン！


　重い金きん属ぞく同士を打ち合わせたような撃げき音おんが響ひびき、二体のゾンビは跳はね飛ばされて踊り場の壁かべに叩きつけられた。背せ骨ぼねが粉ふん砕さいされたらしく上半身と下半身があり得ない角度で折り畳たたまれている。いかに動く死体でもこうなってはもはや自由に動き回れないだろう。


　男は床を這はいずっているゾンビを摑つかんで肩かたに担かつぎ上げた。踊り場から３Ｆに飛び降おりながらゾンビを脳天から床に叩きつける。


　パギャン、とスイカが砕くだけたような音が響いた。半壊していた頭ず蓋がい骨こつが完全に破壊されて砕け散った音だった。


　三体のゾンビを瞬またたく間に始末した男が、階段を上って涼子たちの前に立った。


　二人には見覚えのない人物だった。全体的に四角張ばった印象のある、いかにもボディガード向きの頑がん強きようそうな男である。ゾンビの仲間でないことは目を見れば分かった。


「えっと、その……危あぶないところをありがとうございます」


　大作はひとまず頭を下げて礼を言った。


「お前たちは何者だ？」


　男は涼子たちの様子を見て質しつ問もんした。自分たちが先にするはずの問いをぶつけられて、涼子と大作は顔を見合わせる。涼子が頷うなずくと、大作は男に説明した。


「京極幻弥の一味に誘ゆう拐かいされた知り合いの女の子を取り戻もどしにきたんです。このビルから脱だつ出しゆつして帰るところなんですが……」


「その娘むすめがそうなのか？　よく見せてくれないか」


　男の要求に従したがい、美雪の顔が見えるように上向かせる。男は納なつ得とくしたが、同時に少し落らく胆たんした様子も見せた。


「そうか……その子は南雲慶一郎が探さがしていた娘だな？」


「南雲先生のお知り合いですか？」


「いや、あの男とはここで闘たたかった。そして──」


　男は血に染そまったシャツの胸むな元もとを手で探さぐった。血はすでに乾かわいて固まっている。シャツの胸むねを開いて見ると、大きな傷きずが塞ふさがった跡あとがあった。溶よう接せつしたような傷跡である。


「おかしい……あの男にやられた傷が治っている。致ち命めい傷しようだったはずだが」


「どういうことです？　あなたこそ何者なんですか？」


「私は柴しば崎ざきという。京極家の人間だが、幻弥の手下ではない。美み月つき様の護ご衛えいとして同行したのだが……お前たち、美月様を見なかったか？」


　涼子は思い当たらず首を傾かしげたが、大作はすぐにピンときたらしく指を鳴らした。


「美月様というと……京極刹羅の妹の美月ちゃんですか？」


「知っているのか？」


「真まな鶴づるで会いました。ですけど、このビルの中では見かけてませんね」


「ならば南雲が知っているはずだ。あの男はどうした？」


「九階で別れました。たぶん京極幻弥を倒たおしに向かってるはずですけど……」


　大作の言葉に、柴崎は階かい段だんの上を見上げる。逆ぎやくに階下に目を向けた涼子は、信じられない光景に我わが目を疑うたがった。


　新たなゾンビらしき人ひと影かげが防ぼう火か扉とびらから続々と現れ、階段を埋うめ尽つくす勢いきおいで数を増ふやしている。


「まっ……また来てる！　何だかいっぱい来ちゃってる!!」


　自分では逃げることも闘うこともできない涼子はパニクるしかなかった。ゾンビの数からして、慶一郎に斃たおされた死体がすべて生ける屍しかばねと化しているらしい。


　柴崎が踊おどり場からフロアに飛び降り、着地と同時に両手を床ゆかに押おし付けて神気の衝しよう撃げき波はを放った。


「──〈轟ごう衝しよう発はつ破ぱ〉！」


　ズゴォン！


　放ほう射しや状じように広がる衝しよう撃げき波はにゾンビは吹ふき飛ばされるが、痛いたみも恐きよう怖ふもなく死ぬこともない生ける屍たちはすぐに起き上がってくる。肉体を完全に破は壊かいしない限かぎり動きを止めることはできないらしい。


　柴崎自身は〈金こん剛ごう拳けん〉の硬こう体たい術じゆつによりゾンビごときに殺される心配はないが、〈山の轟とどろき〉に属ぞくする振しん動どう波はの攻こう撃げきは直ちよく接せつ的な人体の破壊には向いていなかった。まとめて吹き飛ばす衝撃波が一時しのぎにしかならないとなると始末に困こまる。


「うわっ、うわっ、こっちも来た──ッ！」


　大作が慌あわてふためいた。ゾンビの群むれが４Ｆからも溢あふれ出したからである。柴崎が戻ってきて対たい応おうするが、衝撃波で押し返すことしかできない。


「強行突とつ破ぱするしかないが……走れるか？」


「無理！」


　柴崎の問いに、涼子は首を横に振ふった。立っているだけでやっとの状じよう態たいである。


　涼子と大作は踊り場に追い詰つめられた。ゾンビの群れは上下のフロアからじりじりと迫せまってくる。柴崎が一人で奮ふん闘とうするがとても捌さばききれない。数が違ちがいすぎた。


　涼子は大作の首根っこを摑んで揺ゆすった。


「アイテム！　この危き機きを切り抜ぬけるアイテムは!?」


「……すいません、品切れです」


　大作は沈ちん痛つうな面おも持もちで答えた。


「品切れというか、実を言うと用意できなかったんです。右京さんのくれたリストには載のってたんですが、どうしても一つだけ手に入らないアイテムがあって……」


「用意できなかったって……どういうことよ!?」


「聞いたこともない名前の、正体不明のアイテムで……ハンズにもセキュリティグッズの店にも置いてなくて……でも、途と中ちゆうでどうにかして手に入るんじゃないかとタカをくくってたんですが──」


「冗じよう談だんじゃないわよ！　人にはさんざん覚かく悟ご決めろだの何だの偉えらそうなこと言っといて、自分が手ェ抜いてんじゃないの！」


「すいません！　すいません！　こんなことになるなんて……」


「今さら謝あやまったってどーにかなるもんじゃないのよ！　で、そのアイテムって何なの!?」


「石です！　リストには〈ソルバニアの石〉としか──」


「ソルバニア……!?」


　４Ｆから降おりてきたゾンビたちが雪崩なだれを打つように殺さつ到とうしてきた。


「うわああああぁぁ────ッ!!」


　悲鳴を上げてしがみついてくる大作を突つき飛ばし、涼子はゾンビたちの前に出た。
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　次の瞬しゆん間かん──清せい冽れつな水のごとき青い光が階段を染そめ上げた。


　光を浴びたすべてのゾンビは動きを止め、次々と崩くずれ落ちていく。呆ほうけた顔でその光景を眺ながめていた大作は、視し線せんを上げて涼子を見た。


「りょ、涼子さん、それは──!?」


　前方に突き出した涼子の右手に、光り輝かがやく石のペンダントが握にぎられていた。


　表面に梵ぼん字じを思わせる白い紋もん様ようが刻きざまれたコバルトブルーの石──涼子が慶一郎から託たくされたそれが、最後のラッキーアイテムであった。





　　　　六





　爆ばく音おんが地下闘とう技ぎ場じよう内に反はん響きようし、やがて静せい寂じやくが訪おとずれた。


　無む意い識しきのうちに抱だき合っていた沙羅と巴は、悲痛な面持ちでリングに目を向ける。


　静馬が背せにしていた太い鉄柱がキャンデーのように溶とけて砕くだけていた。リングを囲っていた金属ネットのフェンスが、ゲイツの〈エクリプス・フィンガー〉の一撃で大きく歪ゆがみ、破やぶられている。凄すさまじい破壊力であった。


　大だい巨きよ人じんゲイツは組み合わせた両手を突き出した姿し勢せいのまま、視線を下に落とした。


「……何な故ぜだ、小こ僧ぞう？」


　スクリーンにリング真上からの映えい像ぞうが映うつし出された。カメラがズームし、ゲイツの足元を拡かく大だいする。そこには仰あお向むけに倒たおれている静馬の姿すがたがあった。


　倒れている──という表ひよう現げんは正せい確かくではない。静馬は両手を頭の後ろで組んで枕まくらにし、長い両足を組んでいた。倒れているのではなく、リラックスして寝ね転ころんでいるのだ。


「……何のことや？」


　静馬は片かた目めだけを開いて、ゲイツを見上げる。ふてぶてしい態たい度どだった。ゲイツは組み合わせた両手を解ほどき、苛いら立だちと不ふ審しんがないまぜになった眼まな差ざしで静馬をにらんだ。


「お前の目は敗者のそれではない……恐怖している者の目ではない。お前は恐怖を知らんのか？　それとも、自分の置かれた立場が理り解かいできないほどの愚おろか者なのか？」


「知りたいか？」


　静馬はからかうように言うと、発達した犬歯を剝むいて不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。


「この余よ裕ゆうの態度を見て分からんか？　恐怖を感じひんのは、感じる必要がないからや」


「どういうことだ？」


「別にどうでもええやろ。そんなこと訊きくためやったんか？　わざと外しよってからに」


　静馬の言う通り、〈エクリプス・フィンガー〉は不発だったわけではない。静馬の大だい胆たん不敵な態度を見たゲイツが寸すん前ぜんで的を外したのである。


「さっさと終わらしたらええやろ？　今日のところはお前の勝ちにしといたるさかい」


「今日のところは……だと!?」


　ゲイツは静馬の襟えり首くびを摑つかんで立たせ、歪んだネットに押し付けた。


「聞き捨ずてならんな。それはどういう意味だ？」


「興こう奮ふんすんな、アホが。額がく面めん通りの意味や」


「今日でなければ勝てるというのか？　戯ざれ言を……」


　怪かい力りきでネットに身体からだをねじ込こまれながらも、静馬に臆おくする様子はなかった。


「お前の弱点を見つけたわ──それも致ち命めい的な欠けつ陥かんや」


「なに!?」


「笑わろてまうほどミエミエの弱点や。まあ南雲やったら簡かん単たんに見抜きよるわな。お前は勝たれへん」


　ゲイツは静馬の身体をネットから引き抜いてリング中央に放ほうり投げた。静馬は辛かろうじて受け身を取るが、立ち上がるほどの元気はない。


「ならば小僧……その弱点とやらを突いてみろ！」


「そら無理な注文や」


　大の字に寝転がった静馬は、天地逆ぎやくにゲイツを見上げる。


「考えてみい。オレはこの三日間の予選を闘たたかい抜ぬいて、タッグマッチも三連戦やったとこや。せっかく京極刹羅と決勝やと思たら横からしゃしゃり出てきやがって……正直ボロボロで、お前みたいなビックリ人間とまともにやりあう元気も残ってへんわ。ま、オレ様はいずれあの南雲を倒す男や。一〇〇パーセントの状じよう態たいやったら、お前なんぞチョチョイのチョイで料理したるけどな」


「ハッタリをほざくなよ、小僧！」


　ゲイツは真上から静馬の顔面めがけて拳こぶしを打ち下ろした。


　パガァン！


　静馬の姿すがたが消え、巨大な拳がキャンバスを貫つらぬく。


　誰だれの目にももはや動けないと思われた静馬は、しかし俊しゆん敏びんな動きでゲイツの腕うでを伝って巨体の背せ中なかに駆かけ上がった。ゲイツはキャンバスから右腕を引き抜いて立ち上がり、静馬を捕つかまえようと腕を振ふり上げる。静馬はゲイツの後頭部を蹴けって跳ちよう躍やくした。


「ムウッ!?」


　ゲイツは背中越ごしに〈ソーラー・フィンガー〉を放った。神気弾だんが着地した静馬の足元に着弾し、その爆ばく圧あつが静馬の身体を破は壊かいされたフェンスからリング外に放り出す。


　花道に背中から落ちた静馬が身を起こした時、ゲイツはすでに眼がん前ぜんに迫せまっていた。グリズリーをも一いち撃げきで即そく死しさせるであろう黄金の鉄てつ拳けんが真正面から撃うち下ろされる。


　バチィッ！


　火花が弾はじけるような音が響ひびいた。


　ゲイツの右ストレートは、静馬の鼻先数センチのところで止まっていた。


　その拳から肘ひじにかけて網あみの目のような電光がまとわりついている。まるで電でん磁じバリヤーに搦からめ捕とられたように見える。


　ゲイツの巨体に異い変へんが起きた。全身の皮ひ膚ふに梵ぼん字じを思わせる奇き妙みような記号と幾き何か学がく模も様ようが浮かび上がる。儀ぎ式しき的な刺青いれずみのようだが、それらは波打つように明めい滅めつしていた。


「フン……命拾いをしたな、小僧」


　ゲイツは右腕を引き戻もどした。腕にまとわりついていた電光が消える。奇妙な電光はゲイツの身体からだがリングから外へ出たことにより生じていたらしい。


「私はまだこの〈結界〉の中でしか闘えぬ。口車に乗るつもりはないが……今日のところはここまでだ。その命、次に相見あいまみえる時まで預あずけ置く。せいぜい腕を磨みがいておくがいい」


　そう告げると、ウィラード・ゲイツは左手を軽く振って何かの合図を出した。


　白い照明が消え、変わって点滅する赤い警けい告こく灯とうが場内を照らした。警けい報ほうが鳴り響くと、リングの周囲の床ゆかが分ぶん割かつされ、静馬を乗せた花道共々リングから離はなれていく。


「次に会おうた時がお前の最後や！　その首洗あろて待っとけ、デカブツが!!」


　十分に距きよ離りが離れたのをいいことに、静馬はまるで互ご角かくに渡わたり合ったかのような威い勢せいのいい捨て台詞ぜりふを吐はいた。自分がウィラード・ゲイツと闘って生き延のびた二人目の人間だとは知るはずもないが、言うだけならタダである。





　ゲイツは静馬の負け惜おしみの捨て台詞を聞いてはいなかった。リング上に別の人物を迎むかえていたからである。


　着流し姿の東ひがし方かた流りゆう玄げんが、リングを囲む鉄柱の上に立っていた。ゲイツにも気配を悟さとらせず、気付いたらそこにいたという現あらわれ方だった。


「かつての愛まな弟で子しの身が心配で見に来たのか？」


「いや、久ひさ々びさに日本に帰ろうと思ってね。なにせ今なら歩いてすぐだ」


　相も変わらぬ飄ひよう々ひようとした受け答え。ゲイツの前に現れたのも流玄の勝手なら、〈神威カムイの拳〉を教えたのも勝手、そして去っていくのもまた勝手である。この仙せん人にんを引き留とめる理由はどこにもなかった。


　ゲイツにとって一つだけ心残りがあるとすれば、この男と闘って勝てるかどうか──それを試ためせなかったことだ。


「……では、場合によっては次に会った時には敵てきということも？」


　懸け念ねんではなくある種の期待を込めてゲイツは問うたが、流玄は首を横に振った。


「そうはならんさ。そもそも〈神威の拳〉は人間同士が争うためのもんじゃねえ」


「ならば何な故ぜ、教えた？　私は少なくとも闘うための力として〈神威の拳〉を学んだ」


「何事にも過か程ていってもんがある。闘いもその一つさ。真しん髄ずいはその先にある」


「それを教えずに去るつもりか？」


「真髄とは自ら求め、悟るものだ。教わってどうにかなるもんじゃねえのさ。〈陰おん陽みよう拳けん〉を完かん璧ぺきにマスターすれば、お前も遠からず辿たどり着くだろうよ」


　その言葉を聞いたゲイツは、右手を胸むねに当てて一礼した。暗黒街の帝てい王おうと呼よばれた男が最さい大だい限げんの敬けい意いを払はらう相手は、師しである流玄ただ一人であった。


　顔を上げた時、流玄の姿は音もなく消えていた。





　第一回〈Ｖ─１エクストリーム〉最終結果──


　優ゆう勝しよう・草[image: ]静馬。準じゆん優勝・京極刹羅。


　エキシビション・マッチ［草[image: ]静馬vsウィラード・ゲイツ］


　途と中ちゆうリングアウト及および両者試合続行不ふ可か能のうのため勝者なし──ノーコンテスト。










　第四十九話　煌こう龍りゆう、暁あかつきに咆ほう哮こうす







〈九月十五日──快晴〉





　この血みどろの夜も、いよいよ明あけようとしている。


　だがその前に、俺おれには最後の勝負が待っている。


　おのれを強者とうそぶき、傲ごう慢まんに振ふる舞まう者。


　おのれを弱者と認みとめ、逆ぎやくにそれを免めん罪ざい符ふにする者。


　どいつも俺にとっては不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵てきだ。


　奴やつらの血を流し尽つくすまでは、誰も俺を止めることはできない。


　明日の太陽を拝おがむことができるのは──生き延のびた者だけだ。





　　　　一





　わずかに白しらみ始めた夜空──


　厚あつく垂たれ込こめた雲を切り裂さき、一いち条じようの光の柱が天から降おりてくる。


　光の柱は建けん設せつ中ちゆうの六角形の塔とう──高さ二〇〇メートルを超こえる煙えん突とつを貫つらぬき、豊と島しま清せい掃そう工場の地下に設置された謎なぞの〈装そう置ち〉に降り注いだ。


　巨きよ大だいな水すい晶しようの柱が輝かがやき、花か弁べんのようなパーツが広がる。四よん神しん官かんが〈ゲージ〉と呼んだ紋もん章しようがエメラルド色の目ま映ばゆい光を放った。





　同時じ刻こく、地下闘とう技ぎ場じよう・選せん手しゆ控ひかえ室──


『──草くさ[image: ]なぎ静しず馬ま、なんと命いのち冥みよう加がな男でありましょうか！　圧あつ倒とう的てき不ふ利りの状じよう況きようから大だい胆たん不ふ敵てきなハッタリをかまして、負けに等ひとしい勝負を無効試合ノーコンテストに持ち込みました！』


『しかし一度はゲイツの必殺技を外はずさせている。相手の闘たたかう気を殺そぐというのも兵法の一つではあるからな。この引き分けは草[image: ]君からすれば勝ったも同どう然ぜんだろう』


『往おう生じよう際ぎわの悪さに呆あきれたとも受け取れますが……そこまで持ち上げますか!?』


『そうでも言わんことには収まりがつかんだろう』


『なるほど、大人の判はん断だんですね？　オッケー、ここは乗っておきましょう！』


　つけっぱなしになっている観かん戦せん用ようのモニターから、割れんばかりの歓かん声せいとともに身も蓋ふたもない実じつ況きよう解かい説せつが聞こえてくる。


　その騒さわがしい声に反応したのか──棺かん桶おけの中で安やすらかとはいえない眠ねむりについていたデルモンテ＝嘉か門もんの肉体に異い変へんが生しようじた。


　メイクで描えがかれた額ひたいの十じゆう字じ架かが光った。腰こしに装そう着ちやくされたパワーベルトのバックルがひとりでに回転を始め、真っ赤な火花を上げる。


　チュイイイィィィ────


　黒いボディスーツの表面にある血管のようなラインに沿そって真しん紅くの光の帯が走る。ベルトから発生したパワーが全身に送り出されているかのようだ。


　壁かべに立てかけてあった棺桶の蓋が勝手に動き、棺桶を覆おおう。


　いつの間にか控え室に侵しん入にゆうし、床ゆか一いち面めんに立ち込めていた黒い霧きりが棺桶に吸すい込まれると、蓋の隙すき間まから稲いな妻ずまのような閃せん光こうが何度も閃ひらめいた。


　ゴゴゴゴゴゴ……


　地鳴りのような音をたてて棺桶が激はげしく振しん動どうし始める。


　それは、新たな誕たん生じようを目前にした胎たい動どうであった──





　　　　☆





「大だい作さく君、後ろ、後ろ！」


　涼りよう子この叫さけびを聞いて、大作は背はい後ごを振ふり向いた。


　床ゆかに崩くずれ伏ふしていたゾンビたちが復ふつ活かつを始めている。大作が手に持った〈ソルバニアの石〉を突つきつけると、石の発する青白い光を浴あびたゾンビたちはクタクタと倒れた。


　最後のラッキーアイテムをもってしても、涼子たちの脱だつ出しゆつ行こうは困こん難なんを極きわめた。


〈ソルバニアの石〉の発する光はゾンビを弱よわらせる力を持つが、足止めできる時間はたったの七秒間だけだった。しかも光の届とどく距きよ離りは意い外がいに短い。美み雪ゆきを背せ負おった涼子の足は遅おそく、通り過ぎる間に復活してしまう。『鬼ごっこ』と『だるまさんがころんだ』を同時にやっているようなものだ。


　柴しば崎ざき勲いさおが露つゆ払はらいを務つとめ、大作が石を持って涼子をサポートするという形で一行はどうにか歩あゆみを進め、ようやく１Ｆに達しようとしていた。


「涼子さん、大変です！」


「今度は何よ？」


「ペンダントの光が弱まってます！」


「なぬっ!?」


　見ると、〈ソルバニアの石〉の輝きが目に見えて弱まり、点てん滅めつし始めている。それを知って柴崎が言った。


「一階に降りたら突とつ破ぱ口こうを開く。一いつ気きに玄げん関かんまで抜ぬけろ。いいな!?」


　二人が頷うなずくと、柴崎は１Ｆに続く防ぼう火か扉とびらを押し開あけた。いきなり顔を出したゾンビを摑つかんで担かつぎ上げると、玄関までの道を塞ふさいでいる一〇体近いゾンビの群むれに突っ込んでいく。


「──〈轟ごう衝しよう発はつ破ぱ〉！」


　ガコォォン！


　本来は地面に拳こぶしを叩たたきつける技わざを、担いだゾンビの身体からだを通して直ちよく接せつぶつける。連れん鎖さ的てきに衝しよう撃げき波はが伝わり、群れが一ひと塊かたまりになって吹ふっ飛とんだ。


　その一撃で開いた空間を、涼子は最後の力を振り絞しぼって走り抜けた。


　玄関から外へ飛び出すと、辺りは濃こい霧が立ちこめていた。玄関の近くに、行きがけにも見かけた死体があったが、動いた形けい跡せきはない。


　大作に続いて柴崎がビルから出てくる。ゾンビが追ってこないところを見ると、やはり死体をゾンビ化させる魔ま力りよくはビルの外までは及およんでいないらしい。


「ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶなようだな」


　柴崎が玄関の方を注ちゆう意いしながら言った。


「ここから先は自力で帰れるだろう。私は戻る」


「戻るって……ゾンビだらけのところへ!?」


　柴崎の言葉はとても正しよう気きとは思えなかった。だが、この見るからに実じつ直ちよくそうな男が本気で言っていることは疑うたがいようもない。


「ゾンビといっても操あやつり人にん形ぎよう程てい度どの動きしかできん。一人だけなら突とつ破ぱはそう難むずかしくない。それに──美み月つき様を残して帰るわけにはいかんのでな」


　大作はペンダントを見たが、ゾンビを退しりぞけた光はすでに消えていた。リュックにもめぼしいアイテムは残っていない。


「気き遣づかいはいい。これが私の仕事だ」


「……気を付けて」


　涼子の言葉に頷くと、柴崎は建物の西側にある出入り口へ向かった。


「じゃあ、僕ぼくらも退たい散さんしましょう」


　柴崎の背せ中なかを見送ると早々に大作が促うながす。涼子は立ち去りがたい気分を抑おさえ、美雪を背負い直した。


　アコーデオン式のフェンスから歩道に出ると、霧はいよいよ濃くなり、ほんの数メートル先も見通せなくなった。


「ロンドンじゃあるまいし、この霧の濃さは異い常じようじゃない？」


「そうですね……ちょっと見てきます」


　大作が車道の方に出て行く。数歩進んだだけでその姿すがたは霧に隠かくれて見えなくなる。


「──涼子さん？」


「わっ！」


　いきなり背後から呼びかけられ、涼子は膝ひざから落ちそうになるほど驚おどろいた。声の主はつい今しがた姿を消した大作である。


「何で後ろから出てくるのよ!?」


「普ふ通つうに前に向かって歩いてたら、自然とここに出たんですよ。念ねんのためもう一度行ってきますね」


　大作は今度は駆かけ足で霧の中に消えた。さっきとは違ちがい、山手線を渡わたる歩道橋のある方向に向かっている。遠ざかっていく足音だけが耳に残る。


「──ほらね？」


「ひゃっ！」


　大作が背後に立っていた。同じパターンで二度も驚いた自分に腹はらを立てながらも、涼子は冷静に訊たずねた。


「説明してよ。どういうこと？」


「僕の方ほう向こう感かん覚かくがどうかしちゃったのか、そうでなければ空間が閉とじてループしているのかも知れませんね。もう一つの可か能のう性せいとしては──」


「何よ？」


「キツネに化かされている、とか」


「あ～本当にそうならどんだけ気が楽かしらね……」


　涼子は冗じよう談だんではなく心しん底そこそう思った。この夜の出で来き事ごとがすべて夢ゆめなら──そんなことを考えてしまうのは体たい力りよくが限げん界かいにきている証しよう拠こである。考えなければいけないのは、このままでは脱だつ出しゆつできないという事じ実じつだった。


「────!?」


　二人は同時に顔を上げた。


　霧の彼方かなたからエンジン音が聞こえてくる。


　間もなく左方向からヘッドライトの光が近付いてきて、二人の目の前で止まった。


「歩きじゃ大変だろ？　乗ってきな」


　無ぶ骨こつなジープの運転席に不ふ似に合あいな白いスーツの男が、呑のん気きな口調で手て招まねきした。


　澁しぶ澤さわ右う京きようである。


　右京の乗ってきた車は慶けい一いち郎ろうのジープだった。目立たない場所に乗り捨ててあったものを運んできたのだ。


「う、右京さん……」


　大作は嬉うれしさのあまり泣き崩れそうになった。


　右京に会ったら山ほど文もん句くを言うつもりだった涼子は、もはやその気力すらすり減らし、これでもう美雪を背負って逃げ回らなくて済すむ、とだけ思った。


「お嬢じようちゃんを後ろに乗っけな」


　ジープの後部座ざ席せきには毛もう布ふが敷しかれ、枕まくら代がわりのクッションも置いてあった。美雪を後部座席に寝ねかせると、涼子は助じよ手しゆ席せきに、大作は荷に台だいに腰こし掛かけてロールバーを摑つかんだ。


「んじゃま、レッツゴー！」


　右京はジープをＵターンさせると、すぐに左に曲がって清せい掃そう工場に進しん入にゆうした。スロープを下って工場の地下に入っていく。


「どうして戻るのよ!?」


「お望のぞみならドライブとしゃれ込んでもいいんだがね、同じところをグルグル回るだけだぜ。この辺りの空間は四よ次じ元げん的てきに封ふうじられていてどこへも逃げられない。突とつ破ぱ口こうが開くにはもうちょい時間がかかる」


「時間って……いつまで待つの!?」


「午前五時二十四分」


　細こまかい時じ刻こくまで出されては反はん論ろんの仕し様ようもなかった。〈星ほし詠よみ〉が一いつ般ぱん的てきな占いと違うのは、曖あい昧まいさだとか神しん秘ぴ的てきな雰ふん囲い気きとは一いつ切さい無む縁えんなところである。コーラを飲めばゲップが出るのと同じくらい絶対確かく実じつな予よ言げん──的てき中ちゆうしても有り難がたみのない占いというのも他に類るいをみない。


　スロープを下りきったところで右京はジープを停てい車しやさせ、エンジンを切った。


「大作君、今何時？」


「え～っと……四時四十二分です」


　おおよそ四〇分ほどここで待つことになる。ここまで全力で動いてきたことを思うと、ただ待つだけのその時間が憂ゆう鬱うつな長さに感じられた。


　涼子は大作から取り返したペンダントを右京に突きつけた。


「これが〈ソルバニアの石〉だって知ってるわけよね？　あのゾンビといい、妙みような霧きりといい……納なつ得とくのいく説明をしてもらおうじゃないの」


「おたくの考えてる通り、ソルバニアの魔ま力りよくの影えい響きようだ。ちょいと規き模ぼがデカいがね」


　やはりこの〈星詠み〉はすべてを知っているのだ。涼子はかねてから気にかかっていた疑ぎ問もんを正面からぶつけることにした。


「じゃあ訊きくけど、ソルバニアってのはそもそも何なの？」


「魔王が治おさめる魔法の世界さ」


「どこにあるの？」


「四次元、虚きよ数すう空くう間かん、ディラックの海の底──いろいろと言い方はあるがね。俺おれとしては〈闇やみと静せい寂じやくの国ヨッツンハイム〉の方がしっくりくるが」


「それじゃあ何も分からないのと一いつ緒しよじゃない！」


「歩いて行けそうにないってことくらい分かるだろ？」


　右京は意地悪く笑った。知っていても教える気がなければ同じである。


「じゃあ質問を変えるわ。魔力ってのは何よ？」


「魔法の力のことだな」


「だからその魔法ってのは!?」


「昔のアニメとかであるだろ？　ヒョイと杖つえを振ふるとカボチャが馬車に変わるやつ。あれだ、あれ」


「一いつ般ぱん的なイメージを訊いてるんじゃないのよ！」


「マジで言ってるんだがな」


　右京は面めん倒どうくさそうに頭かぶりを振ると、急に真ま面じ目めな顔になって言った。


「じゃあもう少しだけ具ぐ体たい的てきな話をしてやろう。量りよう子し力りき学がくの世界ではエネルギーさえあれば理り論ろん上じようあらゆる物質が生せい成せい可か能のうだ。魔ま法ほうってのはそれが行き着くとこまで行ったもんだと思えばいい。端たん的てきに言えば、魔法とは人間の頭あたまの中にある幻げん想そうをダイレクトに現げん実じつ化かするシステムのことだ。魔法に必要なのは三つの要素だ。第一に物質生成の材料となる無む限げんのエネルギー、第二に無限の記き憶おく容よう量りようと演えん算ざん能のう力りよくを持つプロセッサー、そして最後がそれら二つと人間の精神を接せつ続ぞくするためのインターフェースだ。ソルバニアにおいて第一要素は〈魔ま剣けん〉、第二要素は〈魔ま導どう書しよ〉の形で存そん在ざいしている。〈魔王〉は魔法の発明者であるとともに〈魔剣〉と〈魔導書〉の所しよ有ゆう者しやであり、第三要素そのもの──つまりシステムの管かん理り者しやでもある。魔法の目的はカボチャを馬車に変えるなんてチャチなことじゃあない。人間にとっての〈完全なる宇う宙ちゆう〉を生み出すこと──それが唯ゆい一いつにして窮きゆう極きよくの目的だ。ソルバニアはそのためのシミュレーションをやっている、いわば実験施し設せつだ。シミュレートが完成すれば魔法の真の力が発はつ現げんし、これまでの宇宙を消し去って新あらたに〈完全なる宇宙〉を創そう造ぞうする仕し組くみになっている」


　量子力学という単語が出てきた段階で置いてきぼりを食った涼子は、口を半はん開びらきにしたまま呆ぼう然ぜんと右京の言げん説せつを聞いていた。身体からだも神しん経けいもクタクタな上に頭ず痛つうまでしてきそうな内ない容ようである。


「あの……それで、その〈完全なる宇宙〉とやらはいつできるの？」


「人じん類るい滅めつ亡ぼうよりも先の話だから気にすんな。それと、ここまでの話はほんの前まえ置おきだ」


　涼子をさらに呆あきれさせることを言って、右京は続けた。


「宇宙がまだ滅ほろんでないことからも分かるように、ソルバニアで繰くり返されるシミュレーションの結果は常つねに不完全だ。全ぜん体たい像ぞうが不明な、だが無む限げんに近い数のピースが存在する、途と方ほうもないスケールのジグソーパズルをやっているようなもので『限かぎりなく完全に近い宇宙』を試し作さくできたとしても必ずピースに余あまりが出る。ソルバニアから送り込まれてくる〈魔ま素そ〉はこの『余りのピース』に近いものだ。魔力そのものではあるが、指し向こう性せいはなく、合体した生物の意い志しや生存本能に従したがってその力を発現させる。ゾンビの大たい群ぐんは偶ぐう然ぜんが重なった結果だ。俺から見れば必ひつ然ぜんだがね」


「ちょっと待って！　送り込まれてくるってことは……送り込んでくる張ちよう本ほん人にんがいるってことよね？　それって魔王の仕し業わざ？」


「魔王は自分自身をデータ化して〈魔導書〉の中に入ったまま出てこない。おねんねの最中ってわけだ。ところが魔王からソルバニアの管理を委い任にんされた者たちの中に、シミュレーションを中ちゆう断だんして、虚数空間から三次元空間に復ふつ帰きしたいと願っている連中がいる」


「どうしてそんなことを？」


「飽あきたんだろ」


　右京はジャケットの内ポケットから例の懐かい中ちゆう時ど計けいに似た計けい器きを取り出し、蓋ふたを開けて涼子に見せた。時計とは似にて非ひなる奇き妙みような文も字じ盤ばんと、複ふく雑ざつな法ほう則そくで動いているらしい長短複数の針はりがある。


「ちなみにこいつは〈イロメーター〉という。魔界による浸蝕率を測定する計器だ。こいつの数値によっては、人間の意志が確かく率りつや物理法則すら超えて奇跡を起こすこともある。俺の〈星詠み〉にも影響が出る。厄やつ介かいな話だ……他に質問は？」


「え～っと……」


　本当に頭痛を感じて、涼子はこめかみを押さえた。自分で望んだこととはいえ、処しよ理りしきれない量の情報をいきなり教えられても混乱するばかりで考えがまとまらない。


　右京はイロメーターをしまうと、ジープを降りて大作を手招きした。


「俺と大作はちょいとここを離はなれる。おたくはその娘の番をしてろ」


「え？　でも……」


「危き険けんはねえから安心しな。あと、ダッシュボードにオシボリがある。顔でも拭ふいてろ」


　そう言い残すと、大作を連れた右京はスロープを上がって霧の向こうに消えた。





　　　　二





　健康プラザとしま11Ｆ──最上階。


　大会終了とともに運うん営えい本部は解体された。パーテーションもモニター機器ともども片かた付づけられ、フロア全体が遮しや蔽へい物ぶつのない広いホールとなっている。


　フロアには京きよう極ごく幻げん弥やと、その右腕である瀧たき川がわを含ふくむ十三人の配はい下かが来たるべき敵てきを待ち構かまえていた。十二人は〈ユニオン〉の中でもとくに忠ちゆう誠せい心しん厚あつく、鋼はがねの胆たん力りよくを持った精せい鋭えいたちである。揃そろいの黒いスーツに身を固め、ゴーグル型のサングラスで表情を隠かくした男たちは、全員がＳＭＧサブマシンガンで武ぶ装そうしていた。


　西側の階段へ続く防ぼう火か扉とびらが音もなく開いた。


　扉の奥おくからサッカーボール大の丸い物体が投げ込まれ、幻弥と瀧川を中心に扇おうぎ状じようの陣じん形けいを作る精鋭たちの前に転がって止まった。


　投げ込まれた物の正体に気付いた男たちの顔がわずかに引きつった。


　人間の生首である。


　その断面は平へい坦たんではなく、まるで力ちから任まかせにねじ切られたようだった。


　投げ込まれた首は澤さわ田だのものだった。その顔には狂きよう気きをはらんだ喜き悦えつの表情が刻きざまれている。


　生首から煙が上がり、火薬の燃もえる臭においが広がった。


　精鋭たちはただちに陣じん形けいを変え、幻弥と瀧川の前に並ならび立ち『人間の壁かべ』を作った。


　パガァン！


　生首が破は裂れつし、中身が放ほう射しや状じように飛び散った。


　生なま温あたたかい脳のう漿しようと脳味み噌その飛沫しぶきを全身に浴あびた十二人は、しかし悲鳴ひとつ上げずに耐たえた。


「ほう──チビって逃げ出すかと思ったが、腰こし抜ぬけはいないらしいな」


　フロアに野太い男の声が響く。


　現れた男を見て、十二人の精鋭は戦せん慄りつを覚おぼえた。


　身長二メートルを超こえる、筋きん骨こつ逞たくましい大男である。


　グレーのシャツと迷めい彩さいのアーミーパンツを身に着けているが、全身が血で染そまり、もはや元の色は判はん然ぜんとしない。逆さか立だった髪は血で固まり、悪あつ鬼きさながらの形ぎよう相そうである。


　だが見る者の心しん胆たんを寒さむからしめるのは、手て土産みやげのように左手に下げた数すう個この生首ではなく、巨きよ漢かんの双そう眸ぼうだった。その目に宿やどるのは殺意や憎ぞう悪おといった人間的な感情ではない。屠と殺さつ所じよの豚ぶたに向けられるものと同じ無む情じようの眼まな差ざしであった。


「俺のシュートを止められるかな？」


　その男──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうは左手に下げた生首をヒョイと放った。床に落ちる寸すん前ぜんにそれらを蹴けり飛ばす。


　生首は時速一〇〇キロを超える速度で飛び、人間の壁を直撃した。身体に受けた者は顔を歪ゆがめながらも直立不動で耐えたが、顔面に食らった一人は棒ぼうのように倒れた。壁にできた隙すき間まは左右から詰つめることですぐに塞ふさがれる。


　最後のシュートは山なりに人間の壁を越こえる軌き道どうを描えがいた。カーブして幻弥に命中するコースだ。


　ＳＭＧが一いつ斉せいに火を噴ふいた。無数の弾丸を食らった生首は空中で爆ばく裂れつ四し散さんする。


　男たちの顔から怯おびえは消えていた。血と脳漿と肉片を頭から浴び、かえって肝きもが据すわったらしい。


「挨あい拶さつはこれぐらいでいいだろう」


　慶一郎はぞんざいな手つきで手て招まねきした。


「死にたい奴やつから前へ出ろ。腐くされた人生を楽に終わらせてやる」


　その挑ちよう発はつに精鋭たちは反はん応のうしなかった。


「──下がれ」


　幻弥の命令で十一人は左右に分かれて整せい列れつした。大型のモップを持った瀧川が前に出てきて、吐き気をこらえながら床を拭ふき、生首や肉片を片付ける。


　瀧川の掃そう除じが終わるのを待って、幻弥が慶一郎の前に歩み出た。幻弥の白いスーツには一滴てきの血も付いていない。


　慶一郎はフンと鼻を鳴らした。


「お山の大将はすっこんでろ。お前の中身をブチ撒まけるのは一番最後だ」


「……何人殺やった？」


「六十七人」


　慶一郎が即そく答とうした人数を聞いて瀧川の顔が蒼そう白はくになる。つまりこのフロアにいる十四人が〈ユニオン〉の最後の生き残りという事実を意味していた。


「そいつは重労働だったな」


「気き遣づかいは結けつ構こう。大した手間はかからなかったぞ。それに新記録でもない」


　凄すさまじい台詞せりふだった。まさしく悪あつ鬼き羅ら刹せつの言葉である。


　幻弥はそれに圧あつ倒とうされることなく、むしろ満まん足ぞくしたように微笑ほほえんだ。


「たかだか十三人繰り上がるだけだ。ケチケチするな。それに……俺の強いところを見届ける奴がいないとつまらんしな」


　幻弥は上着を脱ぬいで瀧川に渡した。その下は白いベストに、ストライプの入ったブルーのシャツを着けている。ヘビ柄のネクタイをわずかに弛ゆるめると、粘ねばりつくような動きで身を沈しずめる。両手を突き出し、見えない壁を撫なでるように空中に弧こを描えがく。


「ところで……美月をどうした？」


　その台詞を言い終わらないうちに、銃じゆう声せいが立て続けに響ひびいた。


　慶一郎が腰こしの後ろに挟はさんでいた銃を発はつ砲ぽうしたのだ。半はん身みに構えると見せかけて背後に回した右手で銃を抜ぬき、左の脇わきの下を通して撃うつ──抜く動作を悟さとらせず、撃つ瞬しゆん間かんまで相手に銃が見えない曲撃ちだった。精せい密みつな狙ねらいはつけられないが、この距きよ離りならば外はずしようがない。


　パチンコ玉を撒まいたような音が響いた。


　床に転がったのは、先せん端たんの潰つぶれた弾だん丸がんであった。


「お互たがい、鉄砲じゃあ死ねんよなあ──」


　幻弥の目の前の空間に静止していた最後の弾丸が床に落ちた。


　幻弥は直接手で弾丸を止めたわけではない。幻弥の手が撫でた空間に、弾丸の運動を停止するほどの強固な不可視の障しよう壁へきが発生したのだ。


「鉛なまり玉だまごときでこの〈禍マガ津ツ火ヒ乃ノ盾タテ〉を貫つらぬけるとは思わんことだ」


「そうかい」


　慶一郎は銃をベルトに戻した。弾たまはまだ残っている。〈盾〉が使えない間合いとタイミングで撃てばいいだけのことだ。


「こいつが何をしようと手を出すな。余計なことをすれば──死ぬものと思え」


　幻弥は部下にそう厳げん命めいすると、毒どく蛇じやが威い嚇かくする時に発するような息い吹ぶきの声を上げた。


　シャアァァ────……


　青黒い炎ほのおが、幻弥の掌てのひらから噴き上がる。


「見せてもらうぞ。〈天の神威カムイ〉の力をな！」


　幻弥が卓球のスマッシュのフォームで右手を下から上に振るった。


「──〈鬼き燐りん拳けん〉!!」


　青い火柱が床を走り、慶一郎に襲おそいかかった。





　　　　三





　右京に言われた通り、涼子はジープのダッシュボードを開いた。


　銀ぎん色いろの保ほ温おんケースを見つけて取り出す。どこから仕入れたのか、中にはまだ熱あつ々あつのオシボリが一〇本ほど入っていた。


　そのうち一本を取ると、広げて少し冷さましてから顔を拭ふく。熱さが肌に染しみる。生き返るような心ここ地ちよさに、思わずため息が出た。


　首くび筋すじまで拭いてさっぱりしたところでもう一本取り、美雪の顔と、こびり付いた血で固まった髪かみを綺き麗れいにしてやる。


　いまだ目め覚ざめる様子のない美雪の顔を見ながら、涼子の脳のう裏りに浮うかぶのは慶一郎のことだった。無関係な死体が勝手にゾンビ化するほどの魔力が清せい掃そう工場周辺に充じゆう満まんしているとなると、出現する魔物もとんでもない大物なのではないかと不ふ安あんになる。慶一郎を援えん護ごするためのラッキーアイテムはないのかとも思ったが、よく考えてみれば、弱じやく点てんとなる美雪を救きゆう出しゆつすることが最大の援護だと気付いた。


　心置きなく闘たたかえさえすれば、どんな敵が相手だろうと必ず勝つ──それが南雲慶一郎という男だ。そう信じる他に、もはや涼子にできることはなかった。


　美雪の顔を眺ながめながらジープのロールバーに寄りかかっていると、不ふ意いに眠ねむ気けが襲ってきた。張り詰めていた神しん経けいが少し緩ゆるんだらしい。シートに座って休もうと思ったが、目ま蓋ぶたは重く、意い識しきが急きゆう速そくに昏くらくなっていく。


　首がガクッと落ちそうになった瞬間、誰かが涼子の腕を摑つかんで身体を支ささえた。


「──アホ、居眠りすんな」


「寝てないわよ……ちょっとウトウトしただけ……」


　涼子は半ば寝ね惚ぼけたままで答えた。支えてくれる腕の力が頼たのもしく、無意識に甘あまえて寄りかかると、涼子の身体は二本の腕で優やさしく抱きすくめられた。


　耳みみ元もとで訝いぶかしむ声がした。


「なんやえらい硬かたいなあ……乳ちちが」


「そりゃあ防だん弾がんベスト着てるから──って、ええ!?」


　一気に目が覚めた涼子は、相手を突き飛ばすようにして身を離した。


　草[image: ]静馬が目の前に立っていた。


　別れて数時間しか経たっていないのに、ずいぶんと久ひさしぶりに顔を合わせた気がして涼子は戸と惑まどった。


「し……静馬!?　何でここに？　大会の方は終わったの？」


「終わったの、やあれへんやろ。その口ぶりやと最後まで見てへんかったな？」


　静馬は露ろ骨こつに軽けい蔑べつの眼まな差ざしで涼子をにらむ。


「しょうがないじゃない！　こっちはこっちで大変だったのよ。美雪ちゃんを助けに行ってたんだから」


　涼子がジープの方を指さすと、静馬は後部座席で眠っている美雪を見つけて覗のぞき込んだ。


「顔色悪いな……大丈夫なんか？」


「大きな怪け我がはないわ。意識が戻らないのが気になるけど──」


「ふうん……しかしまあ、これで任にん務む完かん了りようやな」


　安あん堵どのため息を吐つく静馬。涼子は今になって、静馬がボロボロの状じよう態たいだと気付いた。


　白い特とつ攻こう服ふくが血で汚れているのはまだしも、顔の腫はれが酷ひどい。左目の上が餅もちのように腫れていて、左側の視界はほとんど塞ふさがっているように思える。耳や唇にも切り傷があり、血が滲にじんでいた。顔の輪りん郭かくがいびつになっている。


　ここまで深しん刻こくなダメージを受け、消しよう耗もうしきっている静しず馬まの姿を見るのは初めてだった。〈神威カムイの拳けん〉の呼吸法は多少の傷なら短時間で治なおしてしまうが、それではカバーできないほどの苛か烈れつな闘たたかいを経てきたのだろう。


「ちょっと！　その顔、見せなさいよ」


　涼子は静馬の胸むな倉ぐらを摑つかんで顔を上げさせると、冷ましたオシボリで顔を拭ぬぐった。白いオシボリがあっという間に赤く染そまる。


「痛いちちち……」


「我が慢まんしなさいよ」


　静馬は嫌いやがったが、左目にオシボリを当てると気持ちがいいのかおとなしくなった。


「だいぶやられたみたいね」


「……アホか、倍ばいぐらいやり返したったわい」


　息を切らし気ぎ味みの台詞せりふは、涼子には負け惜おしみにしか聞こえなかった。


　最終予選の開始直前、右京から美雪救出の必要条じよう件けんとして〈Ｖ─１エクストリーム〉の優勝を命じられた時は「そんなことでええんか？」と安やす請うけ合あいした静馬だが、タッグマッチ戦だけでも見るからに苦く戦せんしていた。もともと優勝するつもりだったとはいえ、勝手が違ちがって調子が出なかったこともあるだろう。


　互たがいに危険な綱つな渡わたりをしてきたのだ──そう思うと胸が一杯になった。


　涼子は、静馬が右目で自分を見つめていることに気付いた。考え事に気を取られて、いつの間にか手が止まっている。


「あ、ごめん……」


　オシボリを動かそうとした涼子の右手を、静馬が左手で摑んで止めた。


「こら、拭ふけないでしょ？」


　文句に構わず、静馬は涼子の右手首を摑んで引く。


　静馬の顔が涼子の目と鼻の先にあった。


「あ……」


　何か言おうとするより先に、涼子の唇は塞ふさがれていた。


　反射的に逃にげようとしたが、静馬の右手が腰こしに回され、涼子の身体を捕とらえている。


　強引な荒あらっぽいやり方ではない。真ま綿わたでくるむように繊せん細さいな加か減げんで抱かれているため、かえって抵てい抗こうできなかった。


　重ねられた唇も、ほとんど触ふれるか触れないかの感かん覚かくだった。振りほどけないわけではないが、涼子はただわななくばかりで何もできない。


　それから何秒、あるいは何十秒か経って、静馬は唇を離した。


　涼子は怒りを露あらわにしてにらんだが、静馬の方は悪びれた様子はない。


　すぐに涼子は、タッグマッチの第一戦で行きがかり上ながら静馬と交かわした約束のことを思い出した。


（た……確かに約束はしたけど、でもこれは──こんなのって──）


　混乱する涼子に、静馬は再び口づけした。


　今度は本気のキスだった。


　力強い抱ほう擁ようと、攻撃的な接せつ吻ぷん。触れたり重ねたりするのではなく奪われる──その感覚に、涼子の頭の中は真っ白になった。


　抱きすくめられて唇を吸われると、身体の芯しんが燃えるように熱くなった。


　烈れつ膳ぜんとの真剣勝負を経て以来、涼子は下した腹ばらに氷を詰め込まれたような悪お寒かんを感じていた。


　唇を通して静馬の中の〈炎ほのお〉を移うつされたのか、凍いてついた臓ぞう腑ふが融ゆう解かいしていく確かな感覚があった。死に近付きすぎて萎い縮しゆくしていた心と身体に生命力が甦よみがえってくる。


　いつしか涼子は自分から静馬を抱だきしめていた。


　奪うばわれているのか、奪っているのか──それももう分からなかった。


　目め眩くるめくような時間が過ぎ、やがて、どちらからともなく唇を離した。


　涼子は静馬の肩かたに顔を埋うずめた。恥はずかしくて静馬と目を合わせられないからだ。


　心臓が胸の中で飛び跳はねている。防弾ベスト越ごしでも静馬に伝わってしまうのではと思うと気が気ではなかったが、耳まで真っ赤になった顔を見られないようにするには抱きついているしかない。


　耳みみ鳴なりに紛まぎれて人の声が聞こえた。涼子は全力の諸もろ手て突づきで静馬を突き飛ばした。


「……なあ大作、俺って最高だろ？」


「もちろん最高ですとも!!」


　右京と大作が得え体たいの知れない会話を交わしながら戻ってくる。


「俺ってセクシー？」


「世界中の美女という美女が膝ひざから崩れ落ちるほどセクシーですよ！」




[image: ]


「俺って天才？」


「ニコラ・テスラが一〇〇人がかりでも敵かなわない、今世紀最高の頭脳です！」


「俺って優しいよな？」


「右京さんの優しさはユーラシア大陸を駆かけめぐりますよ！」


「一生ついてくる？」


「いっそ犬と呼んでくださって結けつ構こうです!!」


　数メートルも飛ばされて尻しり餅もちをついている静馬が、呆あきれ顔で二人を見た。


「……ワンマン社長とゴマスリ専せん務むか？」


　微び妙みようにズレた突っ込みを入れつつ立ち上がる。


「あ、もちろん静馬さんも最高ですよ。別の意味で」


　露ろ骨こつに適てき当とうな言い訳をする大作を横に除のけると、静馬は右京に詰め寄った。


「占いの兄にいやん……あんた、何でも知ってるんやろ？」


「オフコース！　星は何でも知っている」


　妙にハイテンションな右京は、決め台詞ぜりふとともに右手の人差し指を天高く突き上げる。


（──トラボルタ!?）


　右京のポーズを横目で見ながら、涼子はどうでもいいことに気付いた。


　静馬はそれには突っ込まず、神妙な顔で訊たずねる。


「ちょっと訊ききたいことがあるんやが……」


「ＯＫ！　皆みなまで言うな。ナイスガイ」


　右京はそう言うと、静馬に何事かを耳打ちした。


「……サンキュー、助かったわ」


　静馬は右京とハイタッチすると、そのままスロープの方へ歩いていく。涼子は慌あわてて呼び止めた。


「ちょっ……静馬、どこへ行く気よ？」


「忘わすれもんや、忘れもん」


　足を止めずに振り向いた静馬は、軽かるい口調でそう答えると、涼子に投げキッスをよこした。


「ディープなやつは、また今度な」


　それを聞いた涼子は固まった。


（さっきのがディープなのじゃなければ……本番はもっとスゴいのをやるつもり!?）


　静馬は白い霧きりの向こうへ消えた。


「さ～て、そろそろ出発するとしようぜ」


　絶句している涼子を尻目に、右京はジープに乗り込んだ。


「待ってよ！　今、静馬に何を教えたの？」


「京きよう極ごく刹せつ羅らの居場所」


「それがどうして忘れ物なの？」


　右京は煩わずらわしそうに眉まゆをひそめた。


「そいつが優勝決定戦を辞じ退たいしたんでね。ナイスガイは不完全燃焼なのさ」


「本当ですか、それ!?」


　大作も驚いたが、疑うたがって聞き返したわけではない。右京に噓うそをつく理由がないからだ。


「それで、京極刹羅はどこにいるの？　まさかとは思うけど──」


「ああ。さっきのビルの屋上だ」


　さらりと言ってのける右京に対し、涼子は頭に血が上って立ち眩くらみさえ覚えた。


「さっきのビルって……ゾンビだらけじゃない！」


「平気、平気」


「静馬は怪け我がしてるのよ!?」


「大丈夫だって」


「簡かん単たんに言わないでよ。屋上までなんて、とても辿たどり着けっこないわよ！」


「涼子さん。落ち着いてください」


　大作が諭さとすように言った。


「右京さんを信用してください。右京さんが大丈夫と言えば絶対に大丈夫なんですから」


　この一晩で何度も聞いたような言葉だが、涼子には理解も納なつ得とくもできなかった。だが忌いま々いましいことにその言葉を信じるしかない。


　涼子は静馬の消えた霧の彼方かなたを見つめた。


　無意識に指で唇に触れる。


　切なさを呼び起こす感かん触しよくと、錆さびた鉄の味が唇に残っていた──
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「──〈鬼き燐りん拳けん〉!!」


　幻弥の手から発した青黒い神しん気きの火ほ焰むらが床を走り、慶一郎に迫せまった。


　避よけられない速度ではない。


　だが迂う闊かつに動くことは得とく策さくではないと慶一郎は承しよう知ちしていた。


　神気の遠えん隔かく攻こう撃げきは単たん純じゆんな飛び道具とは違う。それ自じ体たいが攻撃の意い志しを持つエネルギーの塊かたまりとも言えるのだ。避けた方向に軌き道どうを変えることもある。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　サイドスローで龍りゆう気き弾だんを放つ。幻弥の〈鬼燐拳〉と正面から激げき突とつすると、互いに相そう殺さいして消しよう滅めつした。


　しかしすぐに次の〈鬼燐拳〉が迫った。初しよ弾だんが相殺された時にはすでに二発目が放たれていたのである。その速度は慶一郎の龍気弾の連射性能を上回っていた。同じ手で相殺しようにも間に合わない。


　目前に迫る青黒い火柱に、慶一郎は〈龍りゆう勁けい掌しよう〉を叩たたきつけた。


　パギィン！


　分ぶ厚あつい氷が砕くだけるような音が響ひびいた。


〈鬼燐拳〉は相殺されたが、慶一郎の手には異い様ような感触が残った。


　まるで零れい下か数十度に冷やされた金きん属ぞくに触ふれたようだった。見かけは〈炎〉であるにもかかわらず、一瞬触れただけで熱を奪い尽くす負のエネルギーを帯びている。まともに食らえば凍気の火傷やけどを負うことになるだろう。


（これが〈闇やみ神威カムイ〉か!!）


　初めて出会うタイプのパワーだが慶一郎に驚いている暇ひまはなかった。三発目、四発目の〈鬼燐拳〉が二発重なって襲ってくる。


　迫り来る〈Ｗダブル鬼燐拳〉に対し、慶一郎は両手で〈神しん飛ひ拳けん〉を放つ態たい勢せいをとった。


　待てよ──慶一郎は違い和わ感かんを感じた。先の二発とは速度が違う。プレッシャーは二倍だが明らかにスピードダウンしている。


　二重の〈鬼燐拳〉が目前で爆ばく裂れつし、視し界かいを覆おおうほどの火柱となった。その炎の壁を越えて跳ちよう躍やくし、幻弥自身が奇き襲しゆうを仕掛けてくる。


「──〈摩ま蛇だ羅ら天てん輪りん掌しよう〉!!」


　鋭するどい飛び込みから、腕うでをまっすぐに伸ばして手刀を振り下ろしてくる。


　慶一郎は両腕を頭上でクロスさせ、〈神飛拳〉のために集中させていた龍りゆう気きを防ぼう御ぎよに回した。


　ガッ！


　負の神気を帯びた手刀が防御の上から慶一郎のパワーを削けずった。


　幻弥は伸ばした両腕を身体ごと回転させながら、連続で手刀を叩き込んでくる。都合五回の攻撃で、慶一郎の両腕は凍とう傷しようを受けたように痛いたんだ。


　移い動どうと攻撃が一体となった〈摩ま蛇だ羅ら天てん輪りん掌しよう〉で慶一郎の懐ふところに入り込んだ幻弥は、蛇じや形けい拳けんの動きで続けざまに貫ぬき手てを放つ。


　慶一郎は目にも留まらぬ神速の突きを次々と弾はじき、払はらい、軌道を逸そらして捌さばいた。しかし八回目の攻撃は捌ききれず、胸に食らってしまう。


「むうっ……」


　氷柱つららを身体からだに突き立てられたような冷たい痛みが走る。


　まったく予よ期きしない角度からの攻撃だった。その前の攻撃を捌いた直後の腕の位置では防御できない絶ぜつ妙みようの死し角かくを突ついてきたのだ。


　幻弥は再び連続突きを仕掛けてきた。最初とはコンビネーションの異ことなる連続攻撃である。慶一郎は今度も七回目までは防ふせいだが、最後の一撃を捌ききれずに肩かたに受け、やむなく後こう退たいした。


　やはり最初と同じく、八回目は完全な死角からの攻撃だった。その前の七回の攻撃で防御側がどのように動くのかを完かん璧ぺきに計算し尽つくしたコンビネーションだった。八手目で必ず詰みになる将しよう棋ぎのようなものである。


（まずいな──）


　敵と一対一で相対し、正面から激げき突とつしながら圧あつ倒とうされるなどという状況は、慶一郎も過去にほとんど覚えがない。師匠である東ひがし方かた流りゆう玄げんかウィラード・ゲイツ、もしくは十二年前の幻弥本人くらいのものだ。


　しかも初めて相手にする闇やみ神威カムイはその性せい質しつそのものが脅きよう威いだった。ダメージがいつまでも身体に食い込んだまま残り、じわじわと体力を奪っていく。


「さすがだな。〈蛇じや骨こつ八はち連れん〉を七つ目まで捌いた奴やつはお前が初めてだ」


　幻弥は皮肉ではなく本気で称しよう賛さんしていた。


「人体の構こう造ぞうを研究し尽くした上で編あみ出した絶ぜつ対たい回かい避ひ不ふ能のうの八連撃──しかもすべてが急きゆう所しよを狙ねらう必殺攻撃だ。いつまで続くかな？」


　無む論ろんのこと慶一郎の方にいつまでも続けるつもりはない。防御不能だというのなら技自体を食らわなければいい。〈蛇骨八連〉自体は密みつ着ちやく間ま合あいでしか使えない技だが、その布ふ石せきとして優秀な〈摩ま蛇だ羅ら天てん輪りん掌しよう〉がある。受けに回るのは得策ではなかった。


　慶一郎は〈旋つむじ駆がけ〉を使った。地面を滑すべるように高速で移動する歩ほ法ほうである。予よ備び動作がないため正面から急接せつ近きんすると相手の距きよ離り感を狂くるわせる効こう果かもある。


「──〈双そう龍りゆう勁けい〉！」


　両手を突き出して放つ龍気の衝しよう撃げき波はを、幻弥は左右に広げた両手の間に展てん開かいした〈禍マガ津ツ火ヒ乃ノ盾タテ〉で受け止める。


　ビキィィィッ!!


　黄金の光と青黒い闇の波は紋もんが二人の狭はざ間まで広がる。


　龍気の波動で〈禍津火乃盾〉を中ちゆう和わし、そこにできた空くう隙げきに必殺の一撃を加える──それが慶一郎の作戦だったが、〈盾〉の防御力は予想をはるかに超えていた。片手で〈神飛拳〉を消し去るほどの負の神気は、両手で渦うずを作ることで完全防御となっている。


　二人の神気のパワーは拮きつ抗こうしていた。競せり勝った方が次の一撃で主しゆ導どう権けんを握にぎることは間違いない。ここは我が慢まん比くらべだった。


「このままの状じよう態たいをどこまで維い持じできるか──なんてことを考えているな？」


　揺ゆらめく波紋の向こうで、幻弥が不ふ吉きつな薄うす笑わらいを浮うかべた。


「俺がこの体勢から攻撃に移うつれないとでも思うか？」


　肩かた幅はばとほぼ同じ広さに構えられていた幻弥の両手の距離が縮ちぢんでいく。それに応おうじて〈禍マガ津ツ火ヒ乃ノ盾タテ〉が凸とつレンズ状に膨ふくらんだ。


「ぬうっ!?」


〈禍津火乃盾〉の変形とともに攻守が入れ替わった。〈双龍勁〉が圧おされている。


　幻弥の両手の距離がゼロになった。合がつ掌しようした両手の先から暗黒の炎の剣けんが伸のびる。慶一郎はその剣を白しら刃は取どりする態勢になっていた。


「〈禍マガ津ツ火ヒ乃ノ太タ刀チ〉──受けられるか？」


　膨れあがる暗黒の神気に、両手が耐えきれずに弾かれる。


　真っ向から振り下ろされた闇の剣が、慶一郎の身体を貫つらぬいた。
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　右京の言葉を信じて健康プラザとしまビルに突入した静馬は──いきなりゾンビの群れに囲かこまれてパニックに陥おちいっていた。


　１Ｆに足を踏ふみ入れた時には普ふ通つうの変死体だと思っていた（それでも驚おどろいた）が、それは柴崎勲の攻撃を受けてグッタリしていただけのことだった。静馬がエレベーターを諦あきらめて階段を上りはじめるとともに各フロアでゾンビたちは次々と復ふつ活かつし、階段の上と下から群れをなして迫った。


　静馬は群れを強行突破し、３Ｆのフロアに逃にげ込んだ。だがその３Ｆこそ、最も生きのいいゾンビが待ち受ける危き険けんなフロアであることを、静馬は知らなかった。


「うわっ、寄ってくんなボケがぁぁぁっ！」


　静馬は逆ぎやく上じようしながら、同じ年とし頃ごろの少年のゾンビに蹴けりを食らわせた。


　炎の神気を帯びた蹴りは、少年ゾンビの胸にくっきりと靴くつ跡あとを残した。その靴跡は火薬のように激しく燃え上がり、瞬またたく間にゾンビの全身を炎に包む。ゾンビの肉体は見る間に溶とけ崩くずれ、骨と服だけを残して燃え尽つきた。


「〈炎ほのおの虎とら〉が……通じるんか!?」


　近付いてくるもう一体のゾンビの顔面に裏うら拳けんを食らわす。


　ブジュウッ！


　ゾンビの頰ほおが熱せられた蠟ろうのように溶とけた。しかしパワーが足りなかったらしく、顔の半分がずるむけになったところで溶解が止まる。倒たおすどころか、ゾンビの不気味さをかえってパワーアップさせる結果になった。


「うげっ……気き色しよく悪わる！」


　吐はき気を覚えながらゾンビを蹴け飛とばす。その一発では倒せず、一ひと呼こ吸きゆう置おいてからもう一度蹴ってようやくとどめを刺さした。


　幸さいわいにも静馬の〈炎の虎〉は柴崎の〈山の轟とどろき〉とは違い、直接ゾンビを葬ほうむる力を持っていた。だが一体を倒すために消しよう費ひする神気は〈紅あかい牙きば〉一発分に相そう当とうし、効率がいいとは言えない。しかも今の静馬の体調では連発が利きかなかった。


　静馬は壁かべに手をついて激しく咳せき込んだ。唾つばだけでなく、胃から込み上げてきた血の塊かたまりが飛び出し、床にこびり付いた血と混じり合った。


　緩かん慢まんな歩みでゾンビの群れが近付いてくる。廊ろう下かの前も後ろもゾンビで埋うめ尽つくされていた。


（あかん……このままやとゾンビの仲間入りや）


　体力の残っているうちに必殺技をぶつけて突破するしかない。だが呼吸を整えても〈炎の虎〉はあと一発撃てるかどうかの力しか残されていなかった。


「お……往生ォォ──」


　右腕を顔の前に持ち上げる。腕に宿る〈炎〉の勢いきおいは普段の半分もなかった。


　静馬は再び咳き込んだ。体内で練り上げていた神気がまとまりを失って四し散さんした。


　壁に背せを預あずける。ゾンビは数歩で手の届とどきそうな距離まで迫っていた。


　その時──遠くから声が聞こえてきた。


「──草[image: ]静馬、伏ふせるがよい！」


　どこかで聞いた覚えのある大おお仰ぎような言い回しだった。静馬は膝ひざの力を抜いて身を沈しずめた。


　カッ！


　目ま映ばゆいオレンジ色の光が、廊下を貫つらぬいて稲いな妻ずま状じように走った。


　ゾンビの群れはその光に薙なぎ払われ、竜たつ巻まきに襲おそわれたように吹き飛ばされる。ビームにしては熱は感じず、電撃にしてはビリビリする感覚もない、奇妙な光だった。


　静馬は稲妻光線の発射された方向を見た。廊下の突き当たりに一人の男が立っている。


　トゲトゲしいヘアスタイルのシルエットを見ただけでも正体が分かった。


　バイパーズチーム〈真しん聖せい紀き魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉のリーダー、デルモンテ＝嘉か門もんである。


　しかしタッグマッチ戦の時とは衣い裳しようが違っていた。黒いボディスーツの上には蠍さそりをモチーフにしたと思われるプロテクターを装そう着ちやくし、大トカゲの頭ず蓋がい骨こつを両肩に配した真しん紅くのマントを羽は織おっている。腰のパワーベルトの中央にはエメラルドグリーンの輝きが宿やどっていた。


　最大の違いは顔だった。メイクとヘアスタイルは変わらないが、ヘッドフォンと一体になったような大型のゴーグルを装着して目鼻を隠かくしていた。ゴーグルにはスリットが入っていて、ＳＦ風にも、中世の鉄てつ兜かぶと風ふうにも見える。


『ＵＵＵＯＯｏｏ……』


　光線で吹き飛ばされたゾンビの一部が起き上がってきた。


　デルモンテは左手を振って静馬に動かないよう指し示じすると、右手をゴーグルの耳の部分に当てた。


「──〈魔眼光殺法イーヴル・メーザー〉！」


　ピカァァッ！


　ゴーグルから稲妻光線が発射され、ゾンビを光の圧力で薙ぎ倒す。この光線は目標を熱で焼いたり溶とかしたりするのではなく、水鉄砲のように質しつ量りようをぶつけて圧あつ倒とうする武ぶ器きらしい。どちらにしても静馬の理解を超えた代しろ物ものである。
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　デルモンテが悠ゆう然ぜんと歩いて近ちか付づいてくる。静馬は立ち上がってとりあえず礼を言った。


「スマンなあ、何やよう分からんけど助かったわ」


「フッ……礼には及およばぬ」


　尊そん大だいだが、いかにもデルモンテらしい口ぶりだった。だが、この状じよう況きようの中で普通に振ふる舞まっていること自体がむしろ異い常じようとも言える。


「ところでデルやん、これはいったいどういうことや？　このゾンビは!?」


「この辺りの空間は魔界の浸しん蝕しよくを受けている。その影えい響きようで死者が復活しているのだ」


　実に簡かん潔けつで分かりやすい説明である。しかし静馬は信じられないといった顔で何度も目を瞬しばたたかせた。


「いきなりぶっちゃけよったな……それはマジなんか？　それともネタか？」


「信じられんだろうがマジな方の話だ」


「ハッ……なんぼ魔界公爵ヘル・デユークでも冗じよう談だんキツイで」


「残念ながら冗談ではない。それに──」


　ドスッ！


　静馬の身体に衝しよう撃げきが走った。


　何が起きたのか確かく認にんしようと視線を下げた静馬は、デルモンテの右手が自分のみぞおちに深々と突き刺さっているのを見た。拳を打ち込まれたのではない。手しゆ刀とうが腹ふつ筋きんを貫つらぬき、臓ぞう腑ふを抉えぐっている。


「グッ……」


　食道を上ってきたものが静馬の口から噴ふき出した。ドス黒い血だった。


「勘かん違ちがいしてもらっては困る……吾わが輩はいは魔界公爵ではない。今の吾輩は魔界仮か面めん──そう、〈ヘルマスカーＤ〉である！」


　ゴーグルの奥おくで、二つの瞳ひとみが金色に輝いた。





　　　　五





　午前五時十二分──


　涼子たちを乗せたジープは清せい掃そう工場を出発した。


　道路に出ると左に曲がり、そのまま直進する。本来であれば山手通りに合流する道だが、白い霧きりの中をどこまで走っても一本道だった。一分も走ると元の清掃工場前を通つう過かする。


「堂どう々どう巡めぐりじゃないの！」


「言ったろ、まだ突とつ破ぱ口こうは開いてないんだ。しばらく同じペースで走る」


　ハンドルを握にぎる右京はそう答えながらシフトレバーを操そう作さする。ジープは時速六〇キロの速度で走り続けた。


「涼子さん、あれを！」


　大作が左方向を指さした。霧きりの彼方かなたに、長大な煙えん突とつを備そなえた清掃工場のシルエットが見える。その煙突の先から、緑色の光の柱が天に向かって伸のびていた。


　それを見た涼子は、自分が重大な見落としをしていたことに気付いた。


「ちょっと！　占い師し！」


「うるせえ。騒さわぐな」


「あんたにまだ訊きいてなかったことがあるわ。ソルバニアとか魔力とかの基き本ほん的なことはともかく──今日、何が起きてるのかってことよ！」


「やっと気付いたか」


　右京は欠伸あくびを嚙かみ殺しながら言った。


「説明してもしょうがないことなんだがな……まあぶっちゃけて言やあ、格かく闘とう大会の裏でソルバニアをこっち側に呼び出そうって計画が進行してるわけだ。ちなみにあの光の柱の先は異い次じ元げんにつながっている」


「何でそんな肝かん心じんなことを黙だまってたわけ!?」


「訊かなかったろ？」


「それは……」


　涼子は口ごもった。一度にいろんなことを聞かされて涼子の頭ず脳のうがパンク寸すん前ぜんだったことは事実である。


「でも、そんな計画があるなら阻そ止ししなくていいの？」


「だからやってるじゃねえか」


「やってるって……これが？」


「その娘むすめがいるとあの先生が思いきり闘たたかえねえだろ？　ヒーローを導みちびくのが賢者メンターの役目ってやつでな。他にもいろいろと手は打ってある」


　無限にループする一本道に、不意に対向車が現れた。優ゆう雅がな白いボディのリムジンと、濃のう紺こんのトレーラーである。妙な取り合わせの二台はジープとすれ違った後、清掃工場の前で停車した。


「今の車は!?　どこから入ってきたわけ？」


「外からに決まってるだろ。時間はギリだが、どうにか間に合ったようだな」


「あんたが呼んだの？」


「手は打ったと言ったろ。いい加か減げん、俺のことを信用しろ。それに、感かん謝しやと尊そん敬けいの念も足らんぞ」


「信用ったって……まあ、美雪ちゃんのことでは感謝するけど」


「他にもあるだろうがよ。例えばパンツとか、な」


　右京は皮ひ肉にくたっぷりのいやらしい笑みを浮かべた。涼子は不ふ吉きつな予感に青ざめる。


「人生の一大事って時に、パンツがビッチョビチョだったりノーパンだったりしてみろ。気になって集中できねえだろ？　ちゃんと替かえのパンツを用意してやった俺の優しさ！　そいつを理解してもらいたいもんだな。一生感謝されてもいいぐらいだぜ」


「そうですよ涼子さん！　もっと右京さんに感謝すべきです。どれだけ感謝してもしすぎるということはないんですから」


　力説する大作の顔を疑うたがわしい目つきでにらみながら、涼子の脳のう裏りにピンとくるものがあった。静馬をして『ワンマン社長とゴマスリ専せん務む』と言わしめた二人のおかしなやり取りである。前後の状じよう況きようから考えて、導き出される結けつ論ろんは一つだった。


「さてはあんたら……見てたわね!?」


「ええ、そりゃもう一いち部ぶ始し終じゆうをバッチリと！」


　大作の屈くつ託たくのない笑みは、涼子にとってはこれ以上なく憎にくたらしく映うつった。


「こちとら来たくもねえ場所でやりたくもねえ仕事をやってんだ。色いろ気けの一つもねえとやってらんねえぜ。な～～～っ!!」


　右京と大作が申し合わせたように『な～～～っ!!』でハモる。感謝どころか信用にも尊敬にもほど遠い輩やからだった。


（こいつら……いつかまとめてブチ殺す！）


　耳まで真っ赤になって恥ち辱じよくに耐たえながら、涼子は固く決意した。





　　　　☆





「かっ……かはっ！」


　静馬の喉のどから、血とともに息が吐はき出される。


　デルモンテ──自じ称しよう・魔ま界かい仮か面めんヘルマスカーＤは静馬のみぞおちに突き入れた右手をさらに深くねじ込み、横おう隔かく膜まくを圧あつ迫ぱくした。


「そうだ──肺はいの中の空気を残らず吐き出すがよい。〈神威カムイの拳けん〉の呼こ吸きゆう法ほうは吾わが輩はいが禁きんずる！」


　静馬が白目を剝むいて悶もん絶ぜつしたのを確かく認にんすると、Ｄは左手で静馬の顔がん面めんを覆おおった。


　チュイィィ──


　腰のパワーベルトが唸うなりを上げて点てん滅めつした。Ｄの両手がグリーンの輝きに包つつまれる。


　数十秒後、Ｄは右手を静馬の腹から引き抜ぬいた。腹をひと撫なですると、突き破られた傷口は跡あと形かたもなく閉とじられた。顔面を覆っていた左手を外す。静馬の左目の腫はれはほぼ完かん治ちしていた。


　Ｄが肩を叩くと、静馬は息を吹き返した。静馬は溺おぼれかけた人間のように貪どん欲よくに空気を吸い、肺はいに酸さん素そを取り込んだ。


「内ない臓ぞうと頭とう部ぶに受けた致ち命めい的てきな損そん傷しようは吾輩の〈魔力〉で治ち療りようした。後は〈神威の拳〉の呼吸法で細胞を賦ふ活かつし、自じ前まえの治ち癒ゆ力りよくで体力を回復するがよかろう」


「デ、デルやん……」


　静馬は自分で腹を探った。傷は完全に消え、内臓のダメージも確かに癒いえている。


「〈魔力〉て……火薬とちゃうやん！　冗談やのうてホンマモンやんけ！　どうなっとんねん!?」


「ふむ、よろしい。ならば順を追って説明しよう」


　Ｄはマントを跳はね上げ、顎あごに手を当てた。いちいち芝しば居いがかった動作をしないと気が済すまないらしい。


「今回の〈Ｖ─１エクストリーム〉だが、この大会は最初から魔界の使し徒とによって仕し組くまれていたものだ。大会を利用し、魔界を三次元──つまり地球上に実体化させる計画が進行していたのだ」


「大会と、その……何や、魔界をこっちに持ってくる計画と、どういう関係があんねん？」


「簡かん単たんに言うなら──この大会は魔界に生中継されていたのだ」


「マジでか!?」


「魔界の興きよう味みを地球に向けさせることで超空間ゲートを開き、こちら側から魔界を引き寄せようというのだ」


「ポン引きの手口みたいやな」


「当たらずとも遠からずと言ったところだな」


「近いんかい!?」


　適てき当とうに言ったことが正せい解かいに近いと知って静馬は逆に面食らった。


　Ｄの説明はあまりに突っ込み所が多すぎて、何から訊きけばいいのか分からなかった。


　とくに主語になった時の〈魔界〉という単語が具ぐ体たい的てきに何を指しているのかが判はん然ぜんとしない。土地なのか、国なのか、団だん体たいなのか個こ人じんなのか──その規き模ぼすら明確ではないのだ。


「今回の計画は、〈魔王〉により魔界の管理を任まかされた者たちが、みずからの立場もわきまえずに企くわだてたものだ。吾輩は〈魔王〉によって代行者エージエントとして選ばれ、この〈魔力〉を授さずかった。不ふ埒らちな輩どもにしかるべき罰ばつを与えるためにな」


「その魔王とかはどういう基き準じゆんで選んだんや？　まあ……何とな～く分かるけど」


「波ウ長マが合った」


「やっぱりか！」


　静馬は思わず笑ってしまった。確かにデルモンテなら魔王ともツーカーだろう。


「今度は吾輩から質問するが、汝なんじはこんな場所で何をしている？」


「ちょっと用事でな。このビルの屋おく上じようへ行く途と中ちゆうなんやが……」


「屋上だと？」


　Ｄは天井を見上げた。透とう視し能のう力りよくで屋上まで見通しているのか。


「生身の人間では辿たどり着くのは難むずかしかろう。吾輩が送ってやる」


「もしかして……魔力で？」


「その通り」


　Ｄはベルトの右腰の部分にある丸いスイッチを手で叩たたいた。


　ブゥォォン！


　パワーベルトが発光し、バックルの上部がパカッと開いて円板が飛び出す。


　Ｄが左手でそれを摑つかんだ。直径一〇センチほどのメダリオンである。緑色に光る円板の表面には六芒星ヘキサグラムが刻きざまれている。


　床に投げると、メダリオンは目ま映ばゆい光を発しながら拡かく大だいし、直径一メートルほどの魔ま方ほう陣じんに変化した。


「転てん送そう円えんを作った。その円の中に入れば屋上に行ける」


「……何やごっつう単たん純じゆんやな。手て間ま暇ひまかかってへんやろ？」


「カボチャの馬車でも出せばよかったか？」


「それはええわ。シンデレラちゃうし。この際さいや、贅ぜい沢たくは言うてられへん」


　静馬は転送円に片足を入れたところで立ち止まり、Ｄに振り向いた。


「思い出したわ。例のブラック・ノヴァの二人組やけどな……あいつら、デルやんのコスプレ、パクっとったで」


「何だと？」


「あいつら、クモとコウモリの怪かい人じんに変身したんやけどな……よう考えたらどっちもデルやんのレパートリーやったわ。デルやんのキャラは基本的にコウモリやろ？　必殺技でクモの糸も使うし。あれは完全にパクリやな」


「吾輩のキャラクターは『地じ獄ごくからの使者』であってコウモリはデザインの一部にすぎんのだがな……確かにいい気はしないが」


「そやろ？　でもまあ安心せえ。オレがきっちり焼やき入れといたったさかい」


　静馬の意い図とを察したらしく、Ｄの口くち元もとに笑えみが浮かんだ。およそ無関係なネタで恩おんを売ろうというのだ。


「フッ……よかろう。これで貸かし借かり無なしとしておいてやる」


「悪いな。ほな！」


　静馬は転送円の中に入った。視界が光に包まれ、重力の感覚が消しよう失しつする。


　転送円が消失するのを確認すると、Ｄは真しん紅くのマントを身体からだに巻まき付けた。


「では吾輩も行くとしよう……我わが戦場へ！」


　Ｄの身体が高速で回転を始めた。


　全身がドリルと化したＤはフロアの床ゆかを次々と突き破り、地下へと向かった。





　　　　六





　パギィィン！


　幻弥の〈禍マガ津ツ火ヒ乃ノ太タ刀チ〉の一撃が慶一郎の巨きよ体たいを弾はじき飛ばす。


　しかし同時に、幻弥の身体も逆方向に吹ふっ飛ばされていた。


　闇やみの剣けんの斬ざん撃げきを受ける寸すん前ぜん、慶一郎は身を沈しずめて潜もぐり込み、幻弥のボディにカウンターの一撃を加えたのだ。


　先に起き上がったのは幻弥だった。


　下腹にボディブローを食らったがダメージは薄い。相あい討うちとはいえ幻弥に分があった。


「……〈南雲流無刀取り〉の味はどうだ？」


　慶一郎は右肩を押さえながら立ち上がった。シャツは引き裂さかれ、直撃を受けた皮ひ膚ふの表面は硬こう質しつ化かしてひび割れている。〈禍津火〉のダメージは肉体深くまで浸しん透とうしていた。左肩に受けていれば心臓に達していたかもしれない。


「悪あがきにしてはよくやる。誉ほめてやろう」


　幻弥の顔から薄うす笑わらいが消えていた。


　本来、単体で用いる技ではないとはいえ〈禍津火乃太刀〉にカウンターをもらったのはショックだった。敵の攻撃を食らうこと自体、この一〇年間に一度としてなかったのだ。しかも〈神威カムイの拳けん〉とは無関係な、常人にも可か能のうな技で隙すきを突かれたことが幻弥の苛いら立だちを倍加させた。


「だが物足りんなあ……〈天の神威〉の力はこの程てい度どか？　これじゃあ本家の連中と変わらんぞ。それとも、もう少し痛いためつけないと本ほん性しようを現あらわさんということか……なら覚かく悟ごしてもらうぞ」


　毒蛇の息吹とともに、幻弥の身に帯おびた闇の神気が圧あつ力りよくを増ました。


「──〈百ヒヤツ鬼キ繚リヨウ乱ラン乃ノ舞マイ〉!!」


　幻弥が舞うように両手を振るうと、凄すさまじい速度で〈鬼き燐りん拳けん〉が連れん射しやされた。


　さっき見た〈鬼燐拳〉の倍近い速度で黒い炎ほのおが床を走り、慶一郎の足元に命中する。直撃した〈鬼燐拳〉は火柱を上げ、慶一郎の両足を凍こおり付いたように硬こう直ちよくさせた。


　動きの止まった慶一郎に幻弥が襲いかかった。


　鋭するどい跳ちよう躍やくから、真っ直ぐ伸のばした腕を振り下ろして手刀を叩き込む。着地すると、再び跳躍しながら身体からだを回転させ、上じよう昇しようと下か降こうの間に連続して計七回の手刀攻撃を加えた。


　次は〈蛇じや骨こつ八はち連れん〉──しかし今回は八つ目では終わらず、攻撃は十三回続いた。


　最後の十三回目は両手による掌しよう底ていだった。両手の間に〈禍マガ津ツ火ヒ乃ノ盾タテ〉の力場が発生し、慶一郎の身体を真上に放ほうり上げる。


　合がつ掌しようした幻弥の両手の先から伸びる闇の剣が、空中の慶一郎を串くし刺ざしにした。


　轟ごう！


　慶一郎の全身が青黒い煉れん獄ごくの炎ほのおに包まれる。


「ヅアアアァァァ──ッ!!」


　幻弥は渾こん身しんの力で〈禍津火乃太刀〉を振り下ろした。


　パガァァンッ！


　慶一郎の巨体は叩きつけられた防ぼう火か壁へきをひしゃげさせ、半なかばめり込こんだ。


　幻弥の攻撃を受けた箇か所しよの皮ひ膚ふが硬質化し、亀き裂れつから鮮せん血けつが噴ふき出す。慶一郎の身体は返り血ではなく、初めてみずからの血で赤く染まった。


〈百ヒヤツ鬼キ繚リヨウ乱ラン乃ノ舞マイ〉──〈鬼燐拳〉の連射で敵の足を止め〈摩ま蛇だ羅ら天てん輪りん掌しよう〉、〈蛇骨八連〉を経へて〈禍津火乃盾〉、〈禍津火乃太刀〉へと繫つなげる幻弥最大の必殺連撃である。


　一つ一つの技が必殺の威い力りよくを持ち、それらが連れん携けいすることで隙すきを補おぎない合あう。二十七回の攻撃のうち仮かりに三分の二を防ぼう御ぎよできたとしても致ち命めい的てきダメージは必ひつ至しだった。


　幻弥のシャツの袖そでが液えき体たい窒ちつ素そに浸ひたされたように凍とう結けつし、バリバリと音をたてて砕くだける。


　エネルギーを奪うばう負ふの神気〈禍津火〉の影えい響きようだった。袖だけでなく皮膚の薄うす皮かわまでが乾かん燥そう冷れい凍とうされている。


　触ふれるものすべてを滅ほろぼす強力無比の〈闇神威〉──それを伝でん承しようする分家の歴史の中でも自分ほどに極きわめた使い手はいないと幻弥は自じ負ふしていた。だがそのコントロールは極めて繊せん細さいで、今の幻弥の段階からさらにその先へと向かった者も過去に何人かはいたが、結果は自じ滅めつするか、あるいは発はつ狂きようして殺さつ人じん鬼きと化し、やがて死に至いたるかのどちらかであった。


　本家の使い手にしても同様である。〈神威の拳〉を真しんに極めた者はいまだ現れていない。


　京極一族には越えられない壁かべがある──過去の成果からはそう考えざるを得ない現状である。


　幻弥にとっての希望は本家の三人ではなく、無関係な南雲慶一郎と草[image: ]静馬だった。荒あら削けずりだが天才肌はだでいまだ発はつ展てん途と上じようにある静馬も興味深いが、海外を放ほう浪ろうし数々の修しゆ羅ら場ばを経けい験けんしてきたという慶一郎の実力には秘ひそかに大きな期待を抱いだいていた。


　慶一郎であれば、あるいは京極一族の及およばなかった〈神威の拳〉の窮きゆう極きよくの境きよう地ちに達しているのではないか──その期待である。


　鬼塚美雪をエサにしてこのビルに誘さそい込み〈ユニオン〉の構成員たちと闘たたかわせたのも、慶一郎の潜せん在ざい能力のすべてを引き出すための段取りにすぎない。側そつ近きんの瀧川にも明あかしていないことだったが、幻弥にとって〈ユニオン〉はすでに存そん在ざい意い義ぎを失うしなっていた。慶一郎と闘って全滅したとしても、それはそれで後あと腐くされがなくなり好こう都つ合ごうといえる。


　京極一族の悲ひ願がんである〈神威の拳〉の秘ひ密みつの解かい明めいは、それだけの犠ぎ牲せいを払はらうに値あたいするものなのだ。


　久ひさしく好こう敵てき手しゆと呼べるほどの人間と相見あいまみえていない幻弥にとって、慶一郎との対決はそれだけでも興味深かった。慶一郎との闘いの中で、自分自身が新たな段階にレベルアップできるかもしれないという予よ感かんもあった。


　だが実際に闘ってみて、幻弥は失しつ望ぼうを禁きんじ得えなかった。


　あまりに手て応ごたえがなさすぎる。


　確かに戦せん闘とう者しやとしてのスキルは相当なものだ。だが〈神威の拳〉の使い手としては不ふ足そくだった。慶一郎にとって〈神威の拳〉は単に武器の一つにすぎず、それ一つで闘い抜くつもりもなければ、生しよう涯がいをかけて極きわめようという意い欲よくも希き薄はくなのだろう。


　敵てきを倒たおせるならどんな武器であろうと拘こだわらない──その考え方は戦士としては正しい資し質しつなのかもしれないが、幻弥の求めるところではなかった。


（買いかぶりすぎたか──）


　失望が殺さつ意いに変わるまでに時間は要いらなかった。


　幻弥は最後のとどめを刺すために慶一郎に近付いた。


　床には慶一郎の身体から流れ出た鮮せん血けつで血ち溜だまりができている。かなりの出血量だ。


　血溜まりの中に転ころがっている銃じゆうが目に入った。慶一郎が腰の後ろに挟はさんでいた銃である。連続技を食らった衝しよう撃げきで落ちたのだろう。


　幻弥はそれを拾うと、残弾を調べてから、無む造ぞう作さに構かまえて引き金を引いた。


　銃声が連続して響ひびく。


　弾だん倉そうに残っていた三発の銃弾が、慶一郎の肩と、腿ももと、脇わき腹ばらに当たった。


　銃弾を受けても、慶一郎の身体はピクリとも反応しなかった。完全に気を失っているのか、それともすでに息がないのか。


「もうお終しまいなのか？　これじゃあ十二年前と同じじゃないか。お前ならもっと俺を楽しませてくれると思ってたんだがな……残念だよ。本当に残念だ──」


　銃を捨てた幻弥は、防火壁に身体をめり込ませている慶一郎の前に立った。


　青黒い炎ほのおを帯おびた貫ぬき手を構える。慶一郎の胸を貫つらぬき、えぐり出した心臓を凍こおらせて砕くだいてやるつもりだった。


　貫き手を打ち込む寸前、幻弥は奇妙な音を聞いた。


　ヒュゥゥゥゥゥ────……


　すきま風か、鳴らし損そこねた口笛のような音である。


　その音は、慶一郎の口元から聞こえてきた。肺に溜たまっていた空気が抜ける音なのか、息い吹ぶきなのか。少なくとも幻弥の知る〈神威の拳〉の呼吸法ではなかった。


　その音も間もなく止まった。


　幻弥があらためてとどめを刺そうとしたその時──異い変へんは起こった。


　慶一郎の身体が、火の粉を思わせる黄こ金がね色の光の粒りゆう子しに包まれた。


　舞い上がった光の粒子が、慶一郎の身体を中心に星せい雲うんのごとく渦うずを巻く。


　慶一郎が目を開け、防火壁から身体を引っこ抜いて床に立った。光の粒子は後ご光こうを思わせる輝く環わとなり、慶一郎の身体の動きに従したがってついてくる。




[image: ]


　幻弥はいったん後こう退たいしようとしたが、その時になって自分の身体が動かないことに気付いた。身体を包む空気が氷と化したように指一本動かせない。瞬まばたきも、視線を動かすことも、呼吸すらできない。そしてすべての音が消えていた。


　後光を背負った慶一郎が歩を進めた。


　その眼まな差ざしは前方に向けられてはいるが、目の前の幻弥を認にん識しきしてはいなかった。


　歩く慶一郎の腕が、幻弥の左肩に触れた。


　ゴッ！


　凄すさまじい激突の衝撃が身体を貫き、幻弥は空中に跳ね飛ばされた。


　次の瞬間、さらにまた一つ、驚おどろくべき現象が起きた。


　飛ばされた幻弥の身体が空中で静止した。


　天地逆にフロアを見下ろす形で、宙ちゆうに固こ定ていされたのである。


（これは何だ──）


　幻弥が状じよう況きようを把は握あくする間もなく、フロアでは異い様ような光景が展開された。


　光の波は紋もんを起こしながら、慶一郎が瀧川たち十三人の方に歩いていく。


　しかし瀧川たちはそれが目に入らないのか、何の反応も示さなかった。それどころか、まるで写真の中の人物のように不自然なまでに動かない。


　慶一郎は〈ユニオン〉の精せい鋭えいの一人に近付くと、両腕を伸ばし、男の両肩を摑つかんだ。


　ポテトチップの袋ふくろを破やぶるように、男の身体が二つに裂さける。


　鮮せん血けつとともに内臓が飛び散った。だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、ストップモーションがかかったように停止する。


　慶一郎は左右に引き裂いた男の間を歩いて通り抜けると、次の男の腹にゆっくりと拳を突き入れた。


　まるでビスケットの型を抜くように、慶一郎の拳によって男の腹部が筒つつ状じように抜かれ、背中側から押し出される。


　幻弥が空中から見下ろした光景はそこまでだった。


　不意に五体の感覚が戻った。


　ビデオの一時停止が解かい除じよされたように、幻弥の身体に激突の衝撃が甦よみがえり、宙を舞って柱に叩きつけられた。


　横倒しに倒れた幻弥は、その姿し勢せいから動けなくなった。時間が止まったような現象のためではなく、身体に受けたダメージが大きすぎるためだ。幻弥は今度は空中からではなく、床に最も近い位置から慶一郎の行動を見ることになった。


　瀧川たちはパニックに陥おちいっていた。いきなり幻弥が弾き飛ばされ、精鋭の一人が身体を二つに裂かれている。そして慶一郎に腹を貫かれた男は、ようやく自分が死んだことを認識したばかりだった。


　拳で腹を串くし刺ざしにされた男の身体に死の痙けい攣れんが走るのを見た瀧川は、逆ぎやく上じようして叫んだ。


「う……撃て！　撃て撃て撃ち殺せェェェェッ!!」


　十丁のＳＭＧが火を噴ふいた。


　その瞬間、慶一郎の身体から光の波は紋もんが周囲の空間に広がり──再び〈時間停止現象〉が起こった。すべての音が消えたことで幻弥はそれを認識した。


　慶一郎は男の腹から腕を抜くと、空中に静止している無数の弾だん丸がんの中を歩いて通り抜けた。慶一郎の身体に触れた弾丸は潰つぶれて弾はじき飛ばされ、一メートルほど飛んだところで再び静止した。


　瀧川の目の前で足を止めた慶一郎は、手を伸ばして瀧川の頭を摑つかんだ。


　簡単にその首をもぎ取ると、精鋭の一人に向けて投げつける。瀧川の首はやはり一メートルほど飛んだところで空中に静止した。


　慶一郎は瀧川の腕うでを、足を、胴どう体たいを、ブドウの実を房ふさから取るようにもいでは投げつけた。


（これで六人死んだ）


　瀧川から取ったパーツの数を数えて、幻弥はそう計算した。


　瀧川の立っていた場所に、瀧川の持っていた銃が残されていた。


　慶一郎はそれを摑むと、残りの四人に向けて一発ずつ発砲した。銃弾は撃ち出された直後に止まっている。手を放すと、銃はそのまま空中に固定された。


　ガォォン！


　衝撃波のような爆音とともに、時間は動き出した。


　瀧川の身体のパーツを投げつけられた六人と、銃で撃たれた四人はほぼ同時に即そく死しした。


　瀧川の銃が床に落ちて転がる。フロアには十三の死体と、虫の息の幻弥が残された。


　幻弥は慶一郎の発現させた能力が〈時間停止〉とは微び妙みように違うことに気付いた。空中で静止したと見えた弾丸は、よく観察すると極めて緩かん慢まんながら回転し、動いていた。


　時間を止めたのではなく、限りなく光速に近い速度で行動したのではないか──それが幻弥が導みちびき出した仮説だった。


〈天の神威〉の〈天〉とはつまり光のことである。


　生み出す神気の性質が光に近いというだけではなく、それが極限まで高まった時、使い手の肉体そのものが光と化すのではないか。


　そしてまた、幻弥がその動きを認識できたのは、〈神威の拳〉の使い手同士の間で共振に似た現象が起きたからかもしれない。肉体は置き去りにされ、知ち覚かくだけが慶一郎とともに加速したと考えるしかなかった。


「それが……そう……なのか!?　か、神威の──」


　幻弥の声は、慶一郎に届とどいていないようだった。光の粒りゆう子しを身に纏まとった慶一郎は、その呼びかけを無む視ししてフロアの奥おくへと歩み去っていく。


「ま、待て……俺を置いて行くな……そんな……許ゆるさん、ぞ」


　身を起こそうとして、幻弥は多量の血を吐はいた。呼吸が苦しい。折れた肋ろつ骨こつが肺はいを貫いているのかもしれなかった。


「──無理すんな。死んじまうぜ？」


　この状況において有り得ないほどに気軽な声がした。幻弥は目だけを動かして、間近に立っている男を見た。


　着流し姿に草ぞう履り履ばきの男である。一瞬、女かと見み紛まがうほどの美男子であった。


　年齢は二〇代後半にも見えるが、五〇だと言われればそれで納なつ得とくしてしまいそうでもある。色気はあるが生なま臭ぐささを感じさせない、不思議な雰ふん囲い気きを持った男だった。


　男の風ふう貌ぼうに、幻弥は奇き妙みような懐なつかしさを覚えた。親しん近きん感かんに近い。


「せっかく拾った命だ。大事にしねえとバチが当たるってもんよ」


「あんたは……誰だれだ？」


「誰だと思う？」


　今にも死にそうな男にする謎なぞかけではなかった。だが幻弥は何な故ぜか答えが分かった。


「東ひがし方かた……流りゆう玄げんだな？」


「ご名答。さすが京極家を背し負よって立つ男だ」


　流玄はそう言って微笑ほほえんだ。惚ほれ惚ぼれするような笑みだった。


　幻弥は右手を伸ばして、流玄の着物の裾すそを摑んだ。


「お……教えろ……あれは何だ!?」


「何だと思う？」


　見かけは優やさ男おとこだが、性せい格かくはとことん意地悪にできているとしか思えない台詞せりふだった。幻弥は絶たえ絶だえの息をどうにか整えて答える。


「神威の……窮きゆう極きよくの姿、なのか？」


「まあ、そうだな。神威の極きわみ──〈覚醒者アートマン〉とも呼ばれるがね。呼び方はあんまり気にするな。要は中身さ」


「あの力……何故、俺を……俺を見み逃のがす？」


「〈覚醒者アートマン〉となった者は覚かく醒せいした本ほん能のうに従したがい、最さい適てき化かされた──生物として最も正しい行動をとる。死すべき者は殺し、そうでない者は殺さない」


「本能……だと？　つまり……奴やつの意志ではない？」


「そういうことさ」


　それを聞いた幻弥の中で、これまで解とけなかったパズルのピースがピタリと嚙かみ合った。


〈神威カムイの拳けん〉を極きわめようとした使い手が最終的に自じ滅めつや発はつ狂きように至いたるのは、修しゆ行ぎように失敗したからではない。〈覚醒者アートマン〉となり、目覚めた本能に従って行動しただけなのかもしれなかった。


　他にもまだ数多くの疑ぎ問もんはあったが、〈覚醒者アートマン〉がその核かく心しんだとするなら〈神威の拳〉の謎なぞはほぼ解けたも同然だった。しかしその結けつ論ろんは、幻弥が追い求めていたものとはあまりにもかけ離はなれている。


　流玄の言う通りなら〈覚醒者アートマン〉は超人では有り得ない。むしろ怪かい物ぶつではないのか。


「じゃあな幻の字。悪いが先を急ぐんでね」


　裾を摑む幻弥の手を解といて、流玄は立ち去ろうとした。


「京極……京極慶よし景かげ！」


　幻弥の呼びかけに、流玄は足を止めた。


「懐かしいな……その名で呼ばれるのは久ひさしぶりだ」


　幻弥が口にしたのは先々代の京極家当主の名前だった。『神威の拳の極きわみに至いたる方法を見つけた』と日記に書き残し、箱根の山中に入ったまま行方ゆくえ不明となった人物である。


　確かく信しんはなかったが、幻弥の勘かんは当たった。


　京極家の歴史上、およそ一〇〇年毎ごとに現れた〈東方流玄〉は同一人物ではなかったのだ。東方流玄とは〈神威の拳〉を極めし者が受け継つぐ号のようなものに違ちがいない。


「もう一つだけ教えろ……〈神威の拳〉とは何だ？　何のためにある!?」


「〈覚醒者アートマン〉を生み出すための仙せん術じゆつだ。星の守しゆ護ご者しやとして必要な存そん在ざいだからな」


「なら……〈闇神威〉は!?」


「陰いんと陽よう、男と女、太陽と月──相あい反はんする性質を持ったひと組の存在だ。ただし役やく割わりが違う。太陽の神威は外部の敵を、月の神威は内なる敵を討うつためにある」


　幻弥は吼ほえるように息を吐き出した。


「内なる敵……そうか、内なる敵か！」


　右手で顔を覆おおうと、歯を剝むいて呻うめき声を上げる。


　幻弥は泣いていた。泣きながら笑っていた。


　他に聞く者のいなくなったフロアに、嗚お咽えつと哄こう笑しようが響ひびき渡った──





　　　　七





『──フヒャヒャヒャヒャヒャァ!!』


　縦たて穴あなの内部に反はん響きようした不ぶ気き味みな笑い声に、ミアン・キュービィは顔を上げた。


　三〇メートルほど上にある整せい備び用のキャットウォークに立つ、悪魔を思わせる派は手でなコスチュームを着た場違いな男を発見し、サイボーグ・ビューティと呼よばれた美び貌ぼうがわずかに曇くもった。


　ソルバニアを召しよう喚かんするための巨きよ大だいな装そう置ちの稼か動どうは今や最終段階に入っていた。縦穴内はエメラルドグリーンの光で満たされ、最後の瞬しゆん間かんを待つばかりとなっている。何者であれ闖ちん入にゆう者しやは排はい除じよしなければならなかったが、空中に浮かんでいる異界の四神官は、その男の存そん在ざいをまったく無視していた。


「──〈魔眼光殺法イーヴル・メーザー〉！」


　コスプレ男が顔に装着したゴーグルから稲いな妻ずま状じようの光線を発射し、神官の一人を直撃した。神官は少し押されてよろめく。


　ミアンはショックを受けた。地球にある武ぶ器きではかすり傷きず一つ負わせられないであろう異次元からの来訪者に攻撃を加える人間がいる。


　四神官はようやく闖入者の存在に気付いた。コスプレ男は高らかに笑う。


「フハハハハハハッ！　我が名は〈魔ま界かい仮か面めんヘルマスカーＤ〉!!　サーガイアの神官ども、汝なんじらの企たくらみはすべてお見み通とおしよ！　魔界の管理者としての責せき務むを放ほう棄きし、あまつさえ現げん世せに復ふつ帰きしようなどとは笑しよう止し千せん万ばん！　魔王の名において成せい敗ばいしてくれるわ!!」


　その口上を聞いた神官たちの反応は鈍にぶかった。どう対応していいのか判断しかねているようにも見える。


　ヘルマスカーＤはベルトの左腰にあるスイッチを叩たたいた。パワーベルトが輝き、バックルから必殺術式の刻きざまれたメダリオンが飛び出す。


「メダリオン・パワー・プラス！」


　メダリオンを右手の甲こうにあるスロットにはめ込み、右腕を突き上げる。拳こぶしがダイヤモンドの輝きを発し、肘ひじから先が高速回転を始めた。


「──〈ブリリアント・ドリル・クラッシャー・マグナム〉!!」


　正拳突きを打つと、右腕の肘から先が発射された。


　彗すい星せいのような光の尾を引いて飛んだ鉄てつ拳けんは、神官の一人に命中する。


　ガガガガガガガッ！


　耳みみ障ざわりな異い音おんが響ひびいた。


　鉄拳は神官の身体からだを包むバリヤーで止められている。しかし高速回転の勢いは止まらず、幾いく重えものバリヤーを削けずり、数秒で突き破った。


　神官の土ど手てっ腹ぱらをブチ抜いた鉄拳はＤの元に戻り、右腕にドッキングする。


　神官の身体の中心に風かざ穴あなが空あいていた。だがその傷口からは一いつ滴てきの血も流れていない。


　身体を包むローブの表面に格こう子し状じようの亀き裂れつが走り、細かいブロック状のパーツに分解された。全体のシルエットが崩ほう壊かいしたところで内部から光が溢あふれ、爆ばく裂れつ四し散さんする。


「まず一つ！」


　Ｄは立てた親指を下に向けた。


「四番が消去されたというのか──有り得ぬ」


　神官長が動どう揺ようしていた。神官たちにとってもまったく予期せぬ敵てきだった。


「あの存在を封ふう印いんする」


　三人の神官が右手を上げた。それぞれの頭上に直径二メートルほどの光輪が出現し、Ｄに向かって飛んだ。


　ピシャァン！


　三つの光輪がＤの身体を包み込む。光輪によって球形のバリヤーが形けい成せいされ、Ｄの動きを封じた。


「フッ……この程てい度どで吾わが輩はいを止められると思うてか？」


　Ｄは腕組みしたまま不敵に微笑ほほえむと、パチンと指を鳴らして叫んだ。


「デルザーク・カムヒア──ッ！」


　その呼び声に応こたえ、縦穴の壁を突き破やぶって現あらわれた物体があった。


　デルモンテにとってはお馴な染じみのアイテム──黒い棺かん桶おけである。見み慣なれないのは後部からのロケット噴ふん射しやで飛行している点だった。


「──〈ルナティック・パーティ〉！」


　Ｄの命令により、空飛ぶ棺桶〈デルザーク〉の側そく面めんに、縦横に並ぶ多数の穴が開いた。そこから小型ミサイルが全方位に向けて一いつ斉せいに発射される。


　小型ミサイルの半分は三人の神官の頭上に降ふり注そそぎ、残りはＤ自身に集中した。鉛えん筆ぴつ並なみの大きさにもかかわらず、ミサイルは派は手でな光を発して爆発した。


　爆炎の中から、封印リングを打ち破ったＤが空中に飛び出す。神官たちもバリヤーによってミサイルから身を守っていた。


「撃げき滅めつせよ」


　三神官の胸の辺りに光球が生まれ、そこから白いビームがほとばしった。


「ザークシールド！」


　棺桶の蓋ふたがＤの正面に瞬間移い動どうし、三本のビームを弾はじいた。


「──〈テキサス・キャリバー〉！」


　デルザーク内部から長大なチェーンソーが撃ち出された。


　真しん紅くのマントをコウモリの翼つばさに変化させて飛ひ翔しようしたＤは、空中でチェーンソーの基き部ぶの穴あなに右腕を挿そう入にゆうしてドッキングした。チェーンソーの無数の刃やいばが唸うなりを上げて回転する。


　なおも発射されるビームを左手に構かまえたシールドで防ふせぎながら急きゆう降こう下かすると、神官の脳のう天てんに〈テキサス・キャリバー〉を叩き込んだ。


　ギュオオオオン！


　唐から竹たけ割わりにされた神官の身体は、レゴブロックのようにバラけて爆ばく散さんした。


「二つ！」


　Ｄは三人目の神官に狙ねらいをさだめ、チェーンソーを横よこ薙なぎに払はらう。しかし鎖くさり状じようの刃が触れた瞬しゆん間かん、光の刃が閃ひらめき、〈テキサス・キャリバー〉本体が切り刻まれた。


　神官の両手からクリスタルガラスを思わせる硬こう質しつな光を帯おびた剣が伸のびていた。


　神官は身体を回転させながらＤに斬きりつける。シールドで防ぼう御ぎよするが、光剣の切れ味は鋭するどく、シールドは瞬またたく間に削けずられてボロボロになった。


「なかなかやるな……だが！」


　Ｄは翼をはためかせて急上昇した。


「──〈デスマッシャー〉!!」


　空中に待機していたデルザークの側面から長大な柄えが伸びた。Ｄが両手でその柄を摑つかむ。


　棺桶は巨大なハンマーに変形していた。叩きつける面にはピラミッド型のトゲが並んでいる。鉄てつ槌ついというよりは肉叩きである。


　Ｄは〈デスマッシャー〉を構えて急降下した。神官は二本の光剣を振り上げ、真っ向からそれを迎むかえ撃つ。シールドを切り刻んだ剣の切れ味ならば、同じ硬こう度どの棺桶本体も切断できて当然だった。


　しかし──激げき突とつの瞬間、光剣の切っ先はハンマーに接せつ触しよくしなかった。


　光剣は触れる寸すん前ぜん、〈デスマッシャー〉を避よけるようにねじ曲がっていた。ハンマーの打撃部分が周囲の空間ごと歪ゆがめたのだ。


　バガァァァン！


　脳天からハンマーを食らった神官の身体は上下に圧あつ縮しゆくされ、縦たて方向の長さが限かぎりなくゼロに近付いた。二次元の存在になった神官は、数秒で立体的な姿すがたに戻もどったが、やはりブロック状に崩くずれて爆裂した。


　巨大ハンマーを肩に担かついだまま、Ｄは最後に残った神官長と対たい峙じした。


　フードの奥にある緑色の双そう眸ぼうには極きわめて人間的な感情が──困こん惑わくの色が浮かんでいた。


「お前はいったい何なのだ？　我々神官を圧あつ倒とうする存在など、この宇宙には……」


「フッ、愚おろかな……この紋もん所どころが目に入らぬか!?」


　Ｄはパワーベルトを指さした。グリーンに輝くシグナルには、召しよう喚かん装そう置ちのゲージと同じ〈Ｕ〉と〈[image: ]〉を組み合わせたような形の紋章が浮かび上がっていた。


「その紋章は……まさか……!?」


「スキありィィィ！」


　Ｄはバックルから取り出したメダリオンを神官長に投げつけた。メダリオンはぶつかると同時に光の魔ま方ほう陣じんに変化し、神官長の身体を十字形に拘こう束そくする。


　棺桶型に形を戻したデルザークが神官長の頭上を飛び越こえ、背はい後ごに着地した。


「メダリオン・パワー・プラス！」


　もう一つ取り出したメダリオンを、右みぎ膝ひざのスロットにはめ込む。


　チュイイイィィィ────


　パワーベルトが唸うなりを上げた。


　Ｄは腰を落として構える。足元の床ゆかに魔方陣が展てん開かいし、そのパワーが右足に集束した。


「ここに汝なんじらの居い場ば所しよはない……大人しく魔界へ帰るがよい！」


　神官長の背後に立った棺桶の蓋ふたが開く。その内部は暗黒の奈な落らくの底へとつながっていた。


「──〈ネバーエンディング・ダークネス〉!!」


　Ｄは鋭するどい跳ちよう躍やくから、高速回転するきりもみキックを放った。デストラクション・キックの超ちよう豪ごう華か版ばんである。


　パギャァァン！


　キックが命めい中ちゆうした瞬間、神官長を拘束していた光の魔方陣が砕くだけ散る。


　神官長は業ごう火かに包まれながら棺桶の中に蹴けり込まれ、奈落の底へ堕おちていった。その姿が米こめ粒つぶより小さくなり、やがて見えなくなると、棺桶の蓋が音を立てて閉とじた。


　必殺技の余よ韻いんに浸ひたっていたＤは、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしているミアン・キュービィに視線を移した。正確にはミアンではない。その背後にある召喚装置だった。


「さて、仕上げにその機械を破は壊かいするとしよう」


　それを聞いたミアンは激しく首を振ると、銃を抜ぬいて発砲した。しかし弾丸はＤには命中せず、あさっての方へ飛んでいく。


　ミアンはほとんど正気を失っている様子だった。自分でも何をやっているのか分かっていないに違いない。


「哀あわれな……だが、こちらも仕事なのでな。きっちり終わらせてもらう」


　Ｄが指を鳴らすと、デルザークが頭上に飛ひ来らいした。棺かん桶おけとして頭が入る方を前に向け、横倒しになった状態で降こう下かしてくる。Ｄはそれを右肩に担かついだ。


　デルザークの側そく面めんからガングリップとスコープがせり出してきた。グリップを摑んで安全装置を解かい除じよすると、棺桶のあちこちの蓋が開いて、二連装ガトリング砲ほうやミサイルランチャー、さらにはどこに収しゆう納のうスペースがあるのかさっぱり不明な大陸間弾道ミサイルに酷こく似じした巨きよ大だい兵器までがニョキニョキと生はえてくる。


　弾たまを撃うち尽つくした銃の引き金を機械的に引き続けながら、ミアンはポカンと口を開けたままその威い容ように目を奪うばわれた。


　棺桶型万能機動武器庫マニユーバブル・アーセナルボツクスとでも称しようすべきこのデルザークこそ、ヘルマスカーＤのデタラメなまでの魔力の源げん泉せんであった。


「〈ザ・ファイナル・アポカリプス〉──シュート！」


　すべての武装が一いつ斉せいに発射され、縦穴は凄すさまじい地じ獄ごくの業ごう火かに包まれた。
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　転送円に入ってから体感で数秒後──静馬は自分がビルの屋上に立っていることに気付いた。重力の変化はまったく感じない。うたた寝ねしている間に連れてこられたような気分だった。


「大したもんやなあ……まるで魔法や。いや、魔法か」


　感かん激げきしながら辺あたりを見回す。


　ビルの屋上ということもあり、地上よりひと足先に東から朝日が差しはじめていた。下からの光のため、屋上そのものはまだ薄うす暗ぐらい。


　ぐるりと周囲を見渡した静馬は、給きゆう水すい塔とうの上に腰こし掛かけている人物の存在に気付いた。


　京極刹羅であった。


　裸はだかの胸のサラシ、そして両腕に巻かれた包ほう帯たいが真っ赤に染そまっている。


　刹羅は、一人の少女を膝ひざの上に横よこ抱だきにしていた。


　黒い革かわジャンを着せられたその少女は、刹羅の妹の美月であった。


　静馬は声をかけるのをためらった。刹羅が泣いているように見えたからだ。


　何な故ぜ、優勝決定戦への出場を辞じ退たいしたのか──静馬が刹羅に会いに来たのは、その理由を確かめるためである。


　あえて訊きくまでもなく、その姿を見ただけで静馬は事情を察さつした。血に染まった両腕を見れば、タッグマッチ第三戦で受けたダメージのためだと推すい測そくできる。


　だが慶一郎の闘たたかいの経けい緯いを知らない静馬には、刹羅が美月を抱いている理由は分からなかった。


　幻弥からの知らせを受けて救出に向かった刹羅が目にしたもの──それは、慶一郎と闘って力尽つきた七なな瀬せと秋あき嵩たか、そして９Ｆで遭そう遇ぐうした魔物に蹂じゆう躙りんされ、変わり果てた姿でフロアの隅すみに打ち捨てられていた美月だった。


　発見された時、美月はほとんど息をしていなかった。蘇そ生せい術じゆつは施ほどこしたものの、すぐに病院に運ばなければ危き険けんな状じよう態たいだった。


　刹羅は美月を抱かかえて飛ひ翔しようした。だがプラザとしまビルと清せい掃そう工場の周囲は白い霧きりに包まれ、何度試こころみても脱だつ出しゆつは不ふ可か能のうであった。


　刹羅の〈凶マガツ風カゼ〉の神気は治ち療りようには使えない。刹羅にできたのは、次し第だいに冷たくなっていく美月の身体をただ抱きしめてやることだけだった──





「──よっ」


　いきなり肩を叩たたかれ、静馬はビクッと身体を震ふるわせた。


　振り向くと、どこから現れたのか、およそこの場所には不ふ似に合あいな着流し姿の色男が立っていた。


「久ひさしぶりだなぁ、赤ザル」


　いかにも馴なれ馴なれしい口ぶりである。静馬は怪け訝げんな顔つきでしばらく男の顔をまじまじと見つめていたが、やがてパッと目を輝かせた。


「師し匠しよう……？　師匠やんか！　こんなとこで何やっとんねん!?」


「なあに、目的はお前と同じようなもんさ」


　東方流玄はそう言うと、コンクリートの床を蹴けってふわりと跳ちよう躍やくした。ひと跳とびで給水塔の上に跳び上がり、刹羅の前に立つ。


「その娘むすめ、ちょいと俺に見せてみな」


「…………」


　刹羅は憔しよう悴すいしきった顔を上げて流玄を見た。


「俺かい？　俺はまあなんだ……そう、身内みたいなもんさ。その娘だが、急げばまだ助かるぜ。貸かしてみな」


　刹羅は美月を抱きしめていた腕の力を緩ゆるめた。流玄は素す早ばやく美月の身体を抱き上げると、給水塔から静馬の目の前に降り立った。


　革かわジャンを床に敷き、その上に美月を寝かせる。美月の全身には至いたる所に酷ひどい打ち身による痣あざや裂れつ傷しようがあった。はっきりと死し相そうの表れている顔を見て、静馬は息を呑のんだ。


「手てぇ握にぎってみな」


　静馬は言われた通りにした。美月の手はぞくりとするほど冷たく、脈はほとんど感じられなかった。


「あかん。ものごっつ冷ひやっこいわ……どうすんねん、師匠!?」


「なあ静馬……お前がガキの頃ころの夢ゆめって、覚えてるか？」


　流玄は唐とう突とつに妙みようなことを言い始めた。静馬は首をひねる。


「さあ……？　覚えてへんけど」


「じゃあ思い出させてやる。『溺おぼれた美人を助けて人じん工こう呼こ吸きゆうをする』……だろ？」


「おおっ！」


　静馬は感かん嘆たんの声を上げた。


「それや、それ！　それこそ男のロマンっちゅうもんや。もう一つ『雪山で遭そう難なんして美女と裸はだかで抱き合って温あたため合う』っちゅうパターンもあったわ」


　人工呼吸も雪山での遭難も現実に経けい験けんすれば深しん刻こくな一大事だが、少年の妄もう想そうの上だけではお馴な染じみの、典てん型けい的てきなロマンチック・イベントであった。


「そのロマンを現実にするために、お前に教えたよな？　人工呼吸と蘇そ生せい術じゆつを。それが役に立つ時が来たってわけだ」


「なるほど！　それで、まずどうする？」


「お前の燃もえたぎる〈炎ほのお〉で温めてやれ。ガンガンに熱く、な」


「よっしゃあ！　任まかせとけ」


　静馬は美月の身体を抱くと、息い吹ぶきの声を上げた。〈神威カムイの拳けん〉の呼吸法により静馬の体内で〈炎の虎とら〉が活性化する。その熱気が美月に伝わり全身を包み込んだ。


　流玄が美月の胸と背中に掌てのひらを当て、慶一郎が美雪に施ほどこしたものと基き本ほんは同じだがより繊せん細さいなやり方で心臓マッサージを施ほどこす。


　ほどなく、美月の顔に血の気が戻ってきた。


「おおっ、ええ感じとちゃう？」


「よし、少しペースを落とせ。あまり早く意い識しきが戻ると、怪け我がの痛いたみに苦しむことになって可哀かわい想そうだ。ここからは眠ねむった状態を維い持じしながら傷きずを癒いやす」


　治ち療りようを続ける中、静馬は刹羅の様子が気になって視線を上げた。


　美月の容よう態だいを心配しているものと思っていたが、刹羅は肝かん心じんの治療を見ていなかった。


　給水塔の上に立ち上がり、ぼんやりとした顔で西の空に目を向けている。


　その視線の先を追った静馬は、驚きのあまりアングリと口を開けた。


　暁あかつき色いろに染まる空の一部が欠け、その向こうにヨーロッパの大教会や城じよう塞さいを思わせる塔が見えていた。しかも天地が逆ぎやく転てんしていて、空から地面に向かってぶら下がるように建っている。蜃しん気き楼ろうにしては見えている場所がおかしかった。出現している位置は清せい掃そう工場のほぼ真上である。


「師匠、師匠！　何やあれ!?」


「なかなかの絶景だな。〈逆さかさ魔ま城じよう〉とでも名付けるか」


　流玄のコメントは実に能のう天てん気きだった。


〈逆さ魔城〉の中央の塔からは光の柱が伸びていて、ちょうど清掃工場の巨大煙えん突とつにつながっていた。〈逆さ魔城〉は次し第だいに近付いてくるように見える。


「何か落ちてきてへんか？　大だい丈じよう夫ぶなんか!?」


「安心しろ。慶一郎がどうにかする」


「南雲が!?」


　静馬は黄金色に煌きらめく一ひと筋すじの光が、巨大煙突を駆かけ上がっていくのを見た。


　それは頂上に達すると、一人の男の姿になった。


　特とく徴ちようのある体格からして見み間ま違ちがえようもない男だった。


　南雲慶一郎である。


　ゴゴゴゴゴ……


　地響きが鳴り、ビルがわずかに揺ゆれる。


　煙突と〈逆さ魔城〉を繫つないでいた光の柱が消しよう失しつした。しかし〈逆さ魔城〉の落下速度は止まるどころか目に見えて加速した。


　煙突の上に立つ慶一郎が、両手を一度大きく広げてから腰こしだめに構かまえた。


「……まさか、やる気か!?」


　静馬は慶一郎が放とうとしている技わざが分かった。


　慶一郎の全身が、朝日と見み紛まがうばかりの目ま映ばゆい黄こ金がね色に輝いた。





　無む限げんループの一本道を疾しつ走そうするジープからも、その光こう景けいは見えていた。


　時刻は──午前五時二十四分。


「──時間だ。脱出するぜ」


「ええっ!?　待ってよ、このままじゃ──」


「もう遅おせえ」


　涼子の抗こう議ぎを無視して、右京はアクセルを踏ふみ込こんだ。


　白い霧に閉ざされていた前方の視界が不ふ意いに割われ、光の門のような出口が見えた。


　その出口を通り抜ける瞬間、ジープは奇妙な人ひと影かげとすれ違った。ボロボロの帆ほ布ぬのをマントのように身体に巻いた、やや小こ柄がらな影だった。





　ヴオオオオオォォォォォ────





　大気を震ふるわせるその轟とどろきに、涼子と大作は背はい後ごを振り向いた。


　清掃工場の巨大煙突の頂上から、煙突以上の太さのある黄金色の光の奔ほん流りゆうが噴ふき上がり、天に向かって伸びていく。


　煌きらめく光の奔流が〈逆さ魔城〉を粉ふん砕さいし、破は片へんも残さず吹き飛ばしていく。


　覚かく醒せいした慶一郎の放った〈天てん覇は龍りゆう凰ほう拳けん〉。


　それは、怒いかりの咆ほう哮こうとともに天に駆かけ上がる巨きよ龍りゆうのようであった──






　あとがき







　お待たせしました！


　いよいよ〈Ｖ─１エクストリーム篇〉の後こう半はん戦せんです。


　もともと一冊にするつもりで書いていた話が前ぜん後こう編へんになっただけなので、すぐに次が出るだろうと思っていた方かた、甘あまい……甘すぎる！　前編（第十巻）が世に出た頃ころには、まだ後編は影かげも形かたちもなかったもんね──って、自じ慢まんにもなりませんが。


　全体を通とおしてのストーリーは出で来き上あがっていたものの、個こ々このシーンのアイデア──今回のエピソードに山ほど出てくる対たい決けつイベントのアイデアの多くが未み定ていのままになっていて、プロットだと『静しず馬ま＆刹せつ羅らvsブラック・ノヴァ。苦く戦せんしつつも静馬チーム勝利』としか書かれてなかったりして「これ書いた時に思いついとけよ！」と過去の自分に突つっ込こむ始し末まつ。


　今回、アイデア出しと並行して執しつ筆ぴつ速そく度どを上げるため、慶けい一いち郎ろう・静馬・涼りよう子こそれぞれの登場パートを別々に書いて後から編集して一本につなげるという変へん則そく的てきな手しゆ法ほうを採さい用ようしました。同時進行で三人が別行動をとる今回のエピソードならではの書き方ですが、書くスピードは上がるもののいざ編集する時に並べ方で悩なやむという結けつ果かになったので、よっぽどのことでもない限かぎり二度とやらないでしょう。一度書いたものをあれこれいじるのはどうも性に合わないようです。


　ともあれ最さい終しゆう的てきにはおおむね当とう初しよの構こう想そう通どおりに書き上げることができました。思えば第五巻以い降こうはこの〈Ｖ─１エクストリーム篇〉の準じゆん備びにすべてを費ついやしてきたようなもので、数珠じゆず繫つなぎに起きるvsイベントをいかにして盛もり上げるかということしか頭になかったと言ってもいいでしょう。用意していたvsイベントも、書く直前までノーアイデアだったものから、構想当初よりアイデアを温めていたものまで、渋しぶすぎる真剣勝負からアホみたいに派手な大立ち回りまで、これでもかと詰め込んでみました。これぞリアルバウトというエピソードになったと自じ負ふしておりますが、いかがでしょうか？


　しかしリアルバウトの常つねとして、どんなにプロットを練ねり込んでいても実じつ際さい書いてみると予想もしない展てん開かいやテイストになったりすることがままあります。


　今回も、そう──


　風ふ呂ろ敷しきを　畳たたむつもりが　なお広げ


　……ってな感じでしょうか。シリーズの折り返しとなる山やま場ばだし、これまで広げっぱなしだった風呂敷をいよいよ畳むぜ！と気き合あいを入れて書いたのに、何だか畳めていないような──というか「風呂敷を畳んでみたら底そこが抜ぬけ」というのが正せい解かいかも。


　ストリート・バイパーズの大会の裏うらでソルバニア側の陰いん謀ぼうが進行しつつ、でも最後には〈神威カムイの拳けん〉の話になるという展開の中、作品の根こん幹かんにかかわる設せつ定ていや裏うら事じ情じよう（？）がいろいろとオープンになりましたが、謎なぞが解とけてスッキリするどころか余よ計けいに読者を混こん乱らんに陥おとしいれる結果になったような気がします。


　謎のニューヒーローを登場させたのがやっぱりマズかったのか……確たしかに最終バトルを書いている最さい中ちゆう「もしかして俺、トンでもないこと書いちゃってるのでは!?」という言いしれぬ不安に襲おそわれたのも事じ実じつ。


　自分が思うところの『面おも白しろい小説』というのは、読んでる最中に読者の脳内にあるメーターが振ふり切れてしまって、ラストの方はもう何が何だか分からなくなるくらいの怒ど濤とうのハイテンションで突っ走るというのが理り想そうなのですが、今回は書いてる自分のメーターが振り切れちゃった感じです。読者の方もそうであってくれると嬉うれしいのですが。


　後編は前編と併あわせて一気にお読みください。頭がクラクラしますよ、絶対。


　それでは延のび延びになっていたあとがきクイズの正解を発表しましょう。


　問題は『慶一郎・涼子・静馬が対戦する意外な相手とは？』というものでした。正解は本編を読めば分かることですし、あとがきを先に読んでネタバレするのも困こまるのでイニシャルで発表します。


　正解は──


　[image: ]慶一郎vsＩ・Ｓ（＃45）


　[image: ]涼子vsＲ・Ｓ（＃47）


　[image: ]静馬vsＷ・Ｇ（＃48）


　三つの対たい戦せんカードの中で[image: ]はいわばとばっちりですが、[image: ]と[image: ]は今回の目め玉だまでした。


　格かく闘とう大たい会かい優ゆう勝しよう者しやが黒くろ幕まくと対決するのは避さけては通れぬお約束ですが、[image: ]の対戦相手は登場した当初から対決を考えており「よもやこいつと涼子がガチンコ対決するとは誰も思わんだろうなあ……ウヒヒ」とほくそ笑んでおりました。


　実際のシーンは他の対決とはまったく異ことなるテイストに仕上がりましたが『実戦とはこういうものであろう』という考えに基もとづいて描びよう写しやした結果です。試こころみが成功していれば幸いです。


　さて、今回のクイズです。


〈Ｑ[image: ]：第四十二話のラスト、涼子たちが美雪救出のため飛ひ天てん神じん社じやを出発した時刻は？〉


〈Ｑ[image: ]：刹羅の新必殺技『ヨミドノアカラシマカゼ』を漢字で書け〉


　どちらもハイテクを使えば簡単に調べられそうなのでノーヒントでよろしく。


　解答の他に御ご意い見けん御ご感かん想そう、おもに励はげましのお便りをお待ちしております。





　　　　☆





　雑ざつ多たすぎる作品内の構こう成せい要よう素そに決着をつけるべく書きはじめたＶ─１エクストリーム篇ですが、謎が倍ばい増ぞうしたり、伏ふく線せんを張はっておきながらオチが先さき送おくりになったり、「あいつはどうなったの!?」といった多くの宿題を残す結果となりました。


　それらのフォローもしつつ、次巻以降もさらに驚おどろきの展開を用意しております。


『小説はどこまでも面白くなってよい』との確かく信しんに従したがい、ますます精しよう進じんしていくつもりですので、これからも応援をよろしくお願いします。


　それでは、また。





　　平成十六年七月二日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール11





雑さい賀が礼れい史じ
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